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    　八月三十一日。


    　三十日で終わりだったか、三十一日があったかあやふやな月も多いなか、八月の三十一日であると認識されている率は異常な高さを誇ほこっている。


    　世の中にはこの一日で増税前の駆け込み需要みたいに、一気に宿題を片付ける奴やつも多いようだが、俺はもちろん夏休みが半分いかないところで終わらせていた。


    　ぼっちは、そういうの、すごく真面目まじめなのだ。


    　遊びに行く機会とか、あんまりないからな。


    　とくに高校生にもなると自由研究のような厄やつ介かいなものもないので、こつこつやっていれば、たいしたことはないのだ。そのあたりは異能力者が通ううちの学校でも変わりはない。


    　厳密に言うと、国が行っている、異能力をからめた進路についての作文コンクールを学校が勧めてきたりしたが、提出は自由だ。俺も書いてない。


    　もはや言うまでもないと思うが……俺みたいにＰＲしようがない異能力の持ち主の精神的苦痛になるということで、五年ほど前に強制ではなくなったのだ……。


    　たしかにどんな異能力も人の役に立つという発想がそもそも、一般人の事実誤認である。世の中には誰も得しない異能力がわんさかある。文科省もやっと気づいたらしい。


    　とはいえ、夏休みが今日で終わりかと考えると、無性に名残惜しい気にはなる。気にはなったが、ぼっちなので別に遊びに出ることもなく、俺は夕食後、ベッドで天井を見つめながら、ぼうっとしていた。


    　何か有意義な時間の使い方をしたいが思いつかない。


    　そんなたそがれ気分を打ち消すようにスマホがＬＩＮＥ通知を告げた。


    　三分の一の確率で高たか鷲わしだ。登録しているのは家族を除いて三人しかいない。


    　実際、高鷲からだった。


    　おおかた、夏休みが終わるのがつらいとかだなと思ってたが──


    『グレ君は銅製の友達と異星の友達、どっちが多いの？』


    　斜め上というか、異次元からの質問が来た！


    　高鷲の場合、誤字じゃないとはっきりとわかるから嫌いやだ。


    『前者はアンドロイドだし、後者は宇宙人じゃねえか！』


    　律りち儀ぎにツッコミは入れる。既読無視の業ごうをこんなことで背負ってもしょうがない。


    『じゃあ、あらためて聞くけど同性の友達と異性の友達、どっちが多いの？』


    『なんでその質問をされてるのかよくわからんな』


    　八月三十一日に聞くことなのか。季節感がない。


    　しかし、ＬＩＮＥのやりとり、楽だな。視線が高たか鷲わしと絶対に合うこともないし、俺も半径一メートルを気にする必要もない。俺たちの異能力のデメリットがまったくないのだ。


    　もしかすると、俺たちは一生ＬＩＮＥだけでやりとりするほうが幸せなのかもしれん。そんな幸せ、どう考えてもまやかしだと思うが。


    『いや、ふと気になったのよね。グレ君って、設定上は菖蒲あやめ池いけさんや汐しおノ宮みやさんとは友達ってことになってはいるけど』


    『設定上って表現やめろ。本当の意味では友達じゃないみたいな表現やめろ』


    『実のところ、グレ君って男友達いないんじゃないかなって思ったの』


    　俺ははっとした。


    　夏休みはいい感じに乗り切れたと思う。


    　なにせ、友達と海にも行ったし、夏祭りにも行ったし、泊まりがけで旅行さえした。


    　これにはダブル役やく満まんぐらいの価値はある。麻マー雀ジヤンのルール、あんまり知らないけど。


    　これで満を持して二学期だ、二学期も頑張るぞと思っていた。


    　つい、今さっきまで思っていたのだが……。


    　そういえば、男友達がまだいない。


    『ぼっちで異性しか友達がいないとか、たまにネタで聞く、私たちが生まれる頃のギャルゲーの主人公みたいな設定よね。ないとは思ってるけど、一応確認取ってみたの。一応』


    　絶対、確信に基づいて書いてるだろ……。


    　でも、高鷲に文句をつけている場合ではない。指摘のほうはまっとうで正当だ。


    　どうしよう。とてつもなく大きな問題を失念していた。


    　同性の友達が皆かい無むの高校生活とか明らかにヤバいだろ。いや、異性の友達すらいないよりはまだいたほうがいいが、異性の友達のみというのは、情報だけ聞くとそいつの人格に問題があるようにしか感じない。


    　たとえば、男友達はたくさんいるけど、女友達は皆無の女子がいると仮定しよう。かつての、悪意を持って噂うわさされてた愛あい河かみたいな状態の奴やつだ。


    　誰がどう聞いても、そいつの性格が悪いと考えるだろう。


    　愛河みたいに実はすごくいい人だったというケースもあるだろうが、印象はよくない。


    　そして、高鷲はダメ押しをしてくる。そういうところに容よう赦しやはない。


    『男友達作り、早くしないとまずいことになるわよ』


    『ど、どういうことだ？』


    　怖いけど、聞かないのはもっと怖い。


    　俺はベッドに寝転がるのをやめて、立ち上がっていた。


    　とてもベッドでだらだらしつつスマホ画面を見ていられない精神状態だった。


    『うちの高校って修学旅行が二年生の二学期途中にあるから』


    　思わず、俺は──


    「うああああああああああああ！」


    　っと頭を抱かかえた。


    『中学の時の絶望が鮮せん烈れつによみがえった……』


    　あれはきつかった。


    　行き先は伊い勢せと奈良という変な組み合わせだったが、まあ、それはいい。昼間は学年単位での団体行動が多かったので、そこまで苦しみはなかった。


    　問題は宿に入ってから寝るまでの時間だった。


    　俺以外の全員がほかの部屋に遊びに行って、俺は一人、自室でぽつんと座っていたのだ。


    　隣となりの部屋から騒いでる声、枕投げに興じている声が聞こえてくる。


    　俺はやることもなく、テレビをつけた。


    　死んだ魚の目で、体操座りでテレビを見ていた。バラエティだったけど、何一つ笑えなかった。


    　同じ部屋の人間は結局、消灯の時間まで帰って来ず、ほかの布ふ団とんからモロに離れている布団に入って寝た。


    　朝起きたらみんな揃そろっていた。教師にでも見つかって部屋に戻ってきたのか。


    　修学旅行の夜って、一説によると、好きな女子の話とかしたりするものだよな。


    　そうじゃなくても、中学でもトップレベルのイベントだよな。


    　それを、俺は一人でテレビ見て過ごして、寝たのだ。


    　なお、二泊三日だったので、二日連続で。


    　明らかに、あれは拷ごう問もんとして有効なレベルだった……。ドレイン持ってるんだから、いっそ、一人部屋にしてくれよ……。だったら、まだ孤独感も弱まっただろうに……。部屋だけ仲良くもない奴やつと同じにされても、仲良くなれないから！


    　高二で友達ができたと安あん堵どしている場合じゃなかった。


    　男友達がいなければ、高校の修学旅行でも俺は精神的に死ぬ。


    　しかも高校ともなれば、日中は班別行動が基本だろう。班の中で友達皆かい無むという事態になれば、ずっと気まずい空気を作ったままになる。


    　滝つぼへと落下していくカヌーが脳裏に浮かんだ。


    『大学受験に次ぐ課題が差し迫っている……』


    　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、文字を入力する。ゾンビ映画のゾンビ役エキストラに最適の表情をしていることだろう。いっそ、世界中の人間がコミュニケーションとれないゾンビだったらいいのに。一秒で諦あきらめもつくのに。


    『助かる方法がなくはないわ』


    『マジか？　真面目まじめな方法だよな？』


    『グレ君が美少女にしか見えないように女装する』


    『ふざけてるほうかよ！』


    　性別を変化させられる異能力者もいるのかもしれないが、俺にはそんなもの当然ない。


    　それに千に一の確率で美少女に見えるように女装できても何の解決にもなってない。


    『というわけで、二学期も前途多難だけど、頑張ってね、グレ君』


    　おい、ここは一回まずふざけておいて、何か提示してくれる流れだろ。


    　とくに方法はないのかよ……。


    『私や菖蒲あやめ池いけさんが男だったら、何も問題なかったのにね。ご愁しゆう傷しよう様さま。合がつ掌しよう。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ』


    　見える。あいつがスマホの前で人を見下した笑みを作っているのが、俺には見える！


    　腹が立ったので、こちらも反抗的な態度に出る。


    『でもさ、それって人ひと研けんが女子ばかりだからお前もどうにかなってるだけだろ。つーか、お前の前途だって多難じゃん』


    『ピキーン』


    　変な効果音が返信された。


    　なんか知らんが、カチンときたらしい。そう解釈する。


    『それは、どういうことかしら？』


    『だって、俺たちにできた友達って、すべて人研を通してのものだろ？　つまり俺も高たか鷲わしも人研を介さずにはまだ友達を作れてない。これ、このままいくとまずいだろ……？』


    　俺たちは人研という組織を利用して、そこに所属してもらうという体てい裁さいで愛あい河かも汐しおノ宮みやさんも仲間に加えた。


    　はっきり言ってそれは友達の作り方としては異質だ。


    　大学にも会社にも人研が存在することはないだろう。


    　あったら、そんな大学や会社は嫌いやだ。


    『グレ、結局何が言いたいわけ？　（腹が立ったので「君」を取りました）』


    　そういう報告は律りち儀ぎだな……。


    『お前もこのまま人研だけに安住してたら、大学以降、ヤバい目に遭あうってことだ。修学旅行のリスクは俺のほうがはるかにデカい。しかし、大学以降だと、俺とイーヴンだ』


    　多少の詭き弁べん臭さはあるが、おおむね間違ってはいないはず。


    　俺に男友達がいなくてまずいことが事実なら、高鷲が人研だけに頼るのがまずいことも事実！


    『グレ君とイーヴン……笑しよう止し千せん万ばんね』


    　あっ、「君」付けに戻った。


    『わかったわ』


    　いったい何がわかったんだろう。


    『じゃあ、二学期は、人ひと研けんを使わずに友達を作ってやるわよ。人間としてのレベルの違いを見せつけてあげるわ』


    　お前、やる気なのはいいけど、俺に対して失礼すぎるぞ……。


    『それで俺のほうが先に友達できたとかなったら、お笑い草だな』


    　俺は心なしか勢いをつけて、送信ボタンを押した。


    『まっ……多分、両者進展なく引き分けの可能性が濃厚だけど』


    　勝負挑んで、すぐ後ろ向きになるの、やめてほしい。


    　──と、そこに新たな通知が入った。人研グループのほうだった。


    　人研というか西高セイコー全体のアイドルと言えなくもない愛あい河かだ。


    『みなさん、こんにちは！』


    『いえ、正確にはこんばんは、よ』


    　高たか鷲わしがきっちりクソリプを駆使してあいさつした。


    『いよいよ明日は人研にとっても記念すべき日になりますね！　愛河もはりきってます！』


    『愛河、悪い……。意味がよくわからないんだが……』


    　二学期がはじまるって意味だけのテンションじゃないよな。


    『ほら、ランランも加入して四人になったじゃないですか』


    『そうね、実はあなたの後ろにもう一人いるみたいなことはないものね』


    　また、高鷲がクソリプ飛ばしたな。


    『四人なら、同好会として正式に申請できますよ！』


    「あっ」


    　俺は思わず、声を上げた。


    　同好会──胸の躍る響ひびきだ。
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    　九月一日の放課後──


    　俺たち、人ひと研けんの四人（とメイド長）は生徒会室で副会長のエリアスと向かい合っていた。


    　会長は奥のほうで雑用をやらされているようだったので、権力を握にぎってるのはマジで副会長のエリアスらしい。


    　愛あい河かと汐しおノ宮みやさんはにこにこ笑っていて、書類提出者の高たか鷲わしは邪悪な笑みになっていた。別にエリアスをやり込めたわけじゃないので、その表情はおかしいだろ。


    　ちなみに同好会の代表者も高鷲だ。これは「高鷲でいいよな」と言ったら、あっさり本人がＯＫした。最初に人間関係研究会という痛々しい名前をつけたのも高鷲なので、妥当なところだ。


    　俺は異能力の関係上、みんなから距離をとって、部屋の壁際にひっつきながらその様子を観察している。


    　俺だけ仲間外れ感が出ているが毎度のことなので、あまり気にしてない。


    　……いや、そこそこ気にしてるけど、我慢している。


    「人研──人間関係研究会を正式な同好会に昇格させるための書類よ。不備がないか見てみなさいよ」


    　エリアスの机の前に高鷲が書類を置く。申請する時でも上から目線だ。ぶれない。


    　すぐにエリアスがそれを手で持ち上げた。


    「メンバーのほうは最低人数の四人を満たしてるようだけど、同好会にも顧問の先生が──」


    　エリアスの口と視線が同時に止まった。


    「そこに書いてあるとおり、担任の坊ぼう城じよう先生にお願いしたの。快諾してくれたわ」


    　あれのどこが快諾だったのだろうと俺は内心で思いつつ、十五分前のことを思い出していた。そう、十五分前まで顧問が決まってなかったのだ！


    　ちなみに十五分前、先生とこんなやりとりがあった。


    



    「顧問やってください」


    「面倒だから、嫌いや」


    　職員室で俺が頼んだらすごくあっさり拒否された。ちなみに交渉はクラスの担任だからということで俺と高鷲（背後で監督のように控えている）がやっている。


    　なお、同じクラスの汐ノ宮さんは登校日数がまだ数日のレベルで、担任とも慣れてないだろうからシミュレーション室で愛河と待っていてもらっている。


    　担任である坊城恭きよう子こ先生に頼んだのには理由がある。


    　だって、人間関係研究会という名前で申請する時点で恥ずかしいし……。だから、まだ身内っぽさのある担任に頼むのだ。あと、こんなこと頼めるほど親しい先生とかいない。


    　ちなみに坊ぼう城じよう先生は異能力者じゃなくて一般人の世界史教員だ。異能力者でないと、異能力者の学校で教えられないとかいったルールはない。むしろ、俺みたいな異能力があったら、教師をやるのはきついと思う。


    「だって、いくら同好会とはいえ、この人間関係研究会って……名前からして怪しすぎるでしょ……。なんかあった時に責任取らされるの私なんだし……」


    　坊城先生はキャスター付きの椅い子すを後ろに下げながら言った。


    　元から一メートル離れていたのに、今のでもっと離れた。


    　でも、担任との心の距離はもっともっと離れた気がしたぞ！


    「あの……担任として、塩対応にもほどがありませんか……？」


    「他人に『ん』を加えると、担任になるのよ」


    　ただのこじつけだけど、失言レベルに近いことを言っていると思う。


    　だが、怪しいと言われてしまうと、返す言葉もない。


    　もし、街角で人間関係研究会に所属しませんかと声をかけられたら、全速力で逃げる。


    「危険なことも怪しいこともないですから！　名義貸すだけで大丈夫ですから！」


    「なんか、連帯保証人になれって言われてるみたい……。あのね、今はほんとに婚活に力入れたいの。だから、できるだけ身軽でいたいわけ！　この気持ち、今から干え支とが一周ぐらいしたら君たちにもわかるから！」


    　このアラサー担任、明らかに自分のプライベートを生徒より優先してきたぞ！


    「先生、若く見えるから大丈夫ですよ」


    「あら、うれしい。波は久ぐ礼れ君、ちなみに何歳ぐらい？」


    「二十六歳ぐらいに見えます」


    「それ、誤差……」


    　しかし、女子大生に見えますというのは、かえってウソくさいしな……。


    「どうしてもと言うなら、交渉条件を提示してほしいわね。損しかない顧問なんて引き受けないわ。それが大人の世界の常識よ」


    「言いたいことはわからんでもないですけど、俺たち、大人じゃなくて高校生です」


    　だが、たしかに顧問をやるメリットなど皆かい無むだ。


    　事実、部活動の顧問で教師が休日出勤を強いられてるとか、教師の働きすぎとかいろいろ話題になっている。人ひと研けんの場合、マジで名義貸し以上のことは求められないけど、大人にとっては責任面での問題もあるし、違うのだろう。


    　すると、俺の後ろにいた高たか鷲わしがさっと俺の横を通過して、坊城先生の前に来た。


    「な、何……？　高鷲さん……？」


    　明らかに先生は引き気味だ。高たか鷲わしの威圧感は年長者にでも機能する。態度を改めない高鷲にも問題があるが。


    　高鷲はさっと、先生の耳元に顔を近づけて、何か囁ささやいていた。堂々とは言いづらいことらしい。


    　その後、今度はスマホでなにやら写真らしきものを見せていた。


    　ほかの教師がなんだという顔で見てるけど、いいのか……？


    「……わかったわ。名前を貸すぐらいなら、担任として顧問をしましょう」


    　先生が首を縦に振った。


    　高鷲、どんな交渉術を使ったんだ？


    「でも、アポはちゃんととってね。気をもたせるだけとかは禁止よ。私はゴリゴリに本気だから」


    　ゴリゴリというのは坊ぼう城じよう先生の口くち癖ぐせだ。強調表現と考えればいい。


    「大丈夫です。これでも学年トップですから。そのへんのザコと私は違います」
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  　高鷲の言葉には説得力はあったけど、同時に俺も「そのへんのザコ」に分類されるのかなとちょっと思った。怖くて聞けなかった。


  　あとで高鷲が語ったところによると──


  　親戚にいる、大手企業勤務、年収八百万（三十二歳・独身・けっこうイケメン）の男を紹介するというものだったらしい。


  「その親戚に会わせてどうなるかはわからないけど、その親戚の周囲にも似たランクの男は集まってるはずでしょ。親戚と仲良くなって芋いもづる式に当たっていくのはアリかもとアドバイスしたのよ」


  「お前、その親戚の同意は得てるのか……？」


  「同意を得ようとして、ダメと言われたら、もう言い出せないでしょ。だから、先に一方的にこの坊ぼう城じようって人と会えって言って、事後承しよう諾だくにさせるの」


  　いろんな闇やみを垣かい間ま見みたが、顧問獲得という目的は達成できたので、よしとする。


  



  　　　　★


  



  　──というわけで顧問欄に坊城恭きよう子こという名前も入っているし、書類上の不備はない。活動内容も怪しくはあるが公序良俗には反してない。


  ※ちなみに「人間関係の研究を行い、立派な社会人になるための経験を積む」と活動内容には書いてある。


  「さあ、ドリ子、受理しなさい！　あなたにはＯＫと言う選せん択たく肢ししか持ってないのよ！」


  　だから、なんで敵をやり込めた感を出しているんだ？


  　エリアスはため息をついてから、「認可」のハンコを押した。


  「はい。人ひと研けんとしてあの五階の空き教室を部室にしてやっていけばいいんじゃないかい？」


  「やりましたわね、愛あい河かさん！」「ランラン、これはすごいことですよ！」


  　汐しおノ宮みやさんと愛河がハイタッチをしていた。人に近づけない身としては超がつくほどうらやましいし、女子同士のこういうの、見てて気持ちがいい。


  　高たか鷲わしも下を向いているけど、口元は誇ほこらしげに見える。


  　エリアスすら軽く拍手をしていたぐらいなので、もう全会一致もいいところだ。


  「今回は何も文句は言ってこないんだな。少しはケチをつけられると思ってた。活動内容に具体性がなさすぎるとか言われるかと……」


  「同好会の規模ならそこまで厳しくはないよ。それに、異能力者の高校っていうのは、多様性に寛容だからね」


  　自然な微笑をエリアスが浮かべる。今のしぐさはエリアスにしては少しかわいかった。言わないけど。


  「人研が同好会になることに関しては、何の問題もないよ」


  　どこか、引っかかる言い方をエリアスはした。


  「ほかにどんな問題があるんだよ……？」


  「君たち、人研も西高セイコー祭さいに出なきゃいけないけど、当てはあるの？」


  　当然のようにエリアスが質問に質問で返してきた。


  　西高セイコー祭さいというのは、まんまなネーミングだからすぐに想像もつくが、文化祭のことだ。文化祭以外にもいろんな祭りをやりまくる学校はあまりないだろう。


  　うちは十月の頭のほうにやるので、クラス単位で何をやるかはすでに一学期中に決まっている。俺のいる二組はベタな喫茶店だった。俺は異能力上、接客をしなくていいので気楽だ。


  「西高祭は、公認されてる部活と同好会は必ず何かはやることになってるからね。部員が少人数でかつ試合が近いとか、受験を控えた三年生ばっかりとかなら免除することもあるけど、君らの場合は該当するの、何もないよね」


  　エリアスは立っているこちらを疑うような目つきで見てきた。


  「大会やコンクールのない文科系の部はここで何かしないと、活動実績を作るのは難しいよ。今から四人で大変だとは思うけど──」


  　メイド長が手を動かしていたので、自分もいるぞアピールなんだろう。


  　エリアスがいちいち面倒くさいな……という表情を浮かべた。それはちょっとわかる。


  「──五人で大変だと思うけど、せいぜい何かやりたまえ。飲食店系の枠は軒並み取られちゃってるし、場所だってあの部室の部屋ぐらいしか残ってないかもしれないけど」


  　あれ、もしかして、無む茶ちや苦く茶ちや厄やつ介かいなことになってないか……？


  「なあ、エリアス、もしも俺たちが万が一、西高祭で何も活動をしなかったらどうなる？」


  　にたぁっとエリアスは笑って、それから申請書類を破る真似まねをした。


  「活動実績がない同好会は廃止だよ。君たちの同好会にふさわしい活動を期待しているよ」


  　あっ、やっぱりこいつ、性格悪いなと再認識した……。


  「まあ、活動実績如何いかんでは同好会費が増えもするから、せいぜい少人数で頑張りたまえ。まずは参加したという努力賞を獲得するほうが先決だろうけどね。はっはっは！　なんならわたしが異能力で作った水でも売るかい？　はっはっはっはっは！」


  　こいつ、煽あおるにしても煽りすぎだ！


  「どんだけ俺のこと嫌いなんだよ……」


  　その言葉で今度はエリアスが不機嫌な顔になった。それだけ煽って、この程度の反応なのをむしろ感謝しろ。


  「わたしの業なり平ひらへの苛いら立だちは海より広く、山より高いよ。はいはい、用事が済んだら部室に帰ってくれたまえ。はい、これは西高祭の出し物の配置図ね。原則、そこにあるのとかぶらないようにするように」


  　エリアスが出してきた書類を愛あい河かが受け取る。ちゃんと愛河はこんな時でも「ありがとうございます」と言った。愛河の性格のよさをエリアスと高たか鷲わしに分け与える異能力が切実にほしい。


  「人間関係の研究の進展、期待しているよ」


  　閻えん魔ま様さま、今、こいつはウソをついたので、ひどい目に遭あわせてください。


  　生徒会室を出たあと、高たか鷲わしから苦情が来た。


  「グレ君の幼おさな馴な染じみ、嫌いや味みな奴やつすぎない？　いったい、どうなってるのよ？」


  「俺が責められるのおかしいだろ……」
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  　同好会に認定された直後、俺たちは五階の空き教室──シミュレーション室に入った。


  　ガチで、しかも早急に決めないといけない議題ができたためだ。


  　なんとなく流れで俺が黒板の前に立つ。誰からも適切な距離を保つという意味では適した場所だ。


  　で、そこにチョークでこう書いた。


  『西高セイコー祭さいの出し物について』


  「できたばかりの人ひと研けんをつぶされたらたまらん。ここはなんとしても、人研も何かやるしかない。誰か、案がある奴は意見を求む！」


  　すっと手が挙がった。高鷲だったので、視線は手に反して下がったままだが。


  「ぼっちな男子生徒の観察記録」


  「真面目まじめな話なんで真面目にお願いします」


  　ノリのいいツッコミはしないぞ。受け流していくからな。それにせっぱつまっているのだ。ふざけている余裕もあまりない。


  「私は真面目に観察するのにやぶさかでもないけど」


  「俺は観察されたくないから、この話はナシな！　俺をいじるのはまた今度にしてくれ」


  　俺の観察記録が発表されるなら、俺は西高祭、絶対に出ないからな。


  「別にグレ君とは一言も言ってないのに。ぼっちな男子生徒なんて世界中でいくらでもいるのに。被害妄想って言葉、知ってる？」


  「ほう？　じゃあ、いったい誰を観察する予定だったのか聞かせてもらおうか？」


  「観察対象に教えたら、正確な観察ができなくなってしまうからダメに決まってるじゃない」


  「つまり、やっぱり俺じゃねえか！」


  　二学期開始早々、高鷲の毒の濃度が高い。俺の神経を逆さか撫なですると高鷲の通帳に千円振り込まれたりするのでもないかぎり、こういうのやめてくれ。せめて今より控えろ。


  「五階ってほかに何か展示をしているような部屋ってありますの？」


  　汐しおノ宮みやさんがいいところに目をつけたと思った。


  「いや、俺たちだけなんだ……。わざわざ五階を利用する団体はいない……」


  　エリアスからもらった資料には、すでに埋まっている教室は斜線が引いてあるが、五階はすべて真っ白だ。車社会じゃない都市部で駅徒歩三十分の場所に飲食店をオープンさせるようなもので、立地条件は最悪に近い。


  「それって、わたくしたちの力だけで、この五階まで人を呼ばないといけないということですわよね。なかなか難しいですわね」


  　机に両りよう肘ひじをついて悩んでいる汐しおノ宮みやさんの頭をメイド長が「ニャー」と鳴きながら、ぽんぽんと短い手で叩たたいていた。これはフォローに当たる行為らしい。


  　メイド長はたいてい汐ノ宮さんの真横にいる。就寝時も入浴時も真横にいるんだろうか。想像したら、だんだん怖くなってきた。


  「そうなんだ。五階にわざわざ来てもらうって、マゾゲーかよってほどにきつい」


  　地の利の時点で人ひと研けんは絶望的な状況に立たされている。陸の孤島と大差ない。


  「はーい！」と愛あい河かがぴんときれいに手を伸ばした。


  　かわいい存在は立ち居振る舞いもまたかわいい。どれぐらいかというと、それだけでまた恋に落ちそうになった。好感度を増幅させる愛河の能力のせいだ。


  「お化け屋敷はどうでしょうか？」


  　俺が何か言う前に高たか鷲わしが「あなた、配置図見たの？　すでに二箇所もお化け屋敷に決まってるところがあるのよ」と冷たいツッコミを入れた。


  　業界によっては、二に番ばん煎せんじどころか三番煎じや四番煎じぐらいも商品としての価値を持ったりするかもしれないが、文化祭でそれはまずい。


  　どうして、お化け屋敷が文化祭におけるベタな出し物になったのか、文化祭の変へん遷せんなど知らないので謎なぞだが、とにかく文化祭でお化け屋敷は多い。


  「だいたい、菖蒲あやめ池いけさんのクラスがそのお化け屋敷じゃない」


  「そうですよー、みんな、遊びに来てくださいねー！　西高セイコー祭さい一日目の朝は愛河がお化けやってます！」


  　愛河は高鷲から汐ノ宮さん、それから俺と順番に視線を送っていく。


  　遊びに来てと言われた以上は絶対行くしかない。それが社交辞令的な感じの「遊びに来て」でもマジで行く。


  「まさか、あなた、クラスのお化け屋敷の用意を転用する気？　だとしたら、なかなかだいそれたことだけど、いくらなんでもまずいでしょ……」


  　ああ、そういう裏技があるのか。でも、本当に裏だよな……。


  「違いますよ！　人研には素晴らしい人材がいるじゃないですか」


  　そう愛河が言いながら、指差していたのはメイド長だった。


  　なるほど……。ある意味、俺たちは偽にせ物ものじゃなくて本物を提供できるのか……。


  　俺はアリかもと思ったが、意見の一致は見られなかった。


  「いや、メイド長だけじゃお金はとれないわよ。目から血とか垂れないと足りないわ」


  　高鷲がまず難なん癖くせをつけた。


  　ちなみにお金というのは、西高セイコー祭さいで使用するチケットのことだ。出店も含めて、金銭のやり取りは五百円で十枚つづりのチケットを買って行う。


  　それと所有者（？）の汐しおノ宮みやさんが抗議してきた。


  「メイド長はあくまでもメイド長であって、お化けではありませんから！」


  　気持ちはわかる。一いつ緒しよに暮らしている相手を、お化けとみなすとか、見み世せ物ものにするというのは人道的見地からして、よろしくない。


  「そうですね、ランランの言うとおりです。ごめんなさい……」


  　しょぼんとする愛あい河かに今度は汐ノ宮さんが「あくまでも意見を否定しただけであって、愛河さんの人格を否定したわけではありませんわ！」と人ひと研けんらしいフォローを入れていた。


  　普通なら不要そうなフォローも人研においては重要だ。石橋は叩たたいていくべきである。


  「汐ノ宮さん、こういう時は代案を出せば、全否定っぽさが消えるわよ。何か言ってみなさい」


  　お前、俺の観察記録しかまだ案出してないだろ、なんで上から目線なんだよと思ったが、黙っていた。なぜなら俺も司会者みたいに黒板前に立っていることで誤ご魔ま化かしてはいるが、何も意見を出せてないからだ。


  「ええとですね……。メイド長、なんかあります？」


  　汐ノ宮さんとメイド長はシンキングタイムに入った。こういう時は、この異能力は便利そうだなと思う。それで出された案は──


  「輪投げですわ！」


  　真剣なのか、ふざけてるのか、判断に苦しむラインのが来た！


  「はい、誰かほかの案をお願い」


  　高たか鷲わしが冷たくあしらった。でも、輪投げに勝算があるとは思えないので、それでいい。なお、汐ノ宮さんとメイド長はまあまあショックを受けていたので、マジな側の意見だったようだ。


  「ところで、グレ君、司会進行をしてるから意見言わなくてもいいとか考えてないわよね？」


  　高鷲の言葉が切れ味鋭するどいナイフみたいにサクッと俺の心に刺さる。


  　やはり、こいつもぼっちらしく、状況を俯ふ瞰かんして見るタイプだな。


  　俺がいいポジションに立っているのがばれていた。


  「さあ、グレ君、ここは男を見せるところよ。期待してるわ」


  　うつむいたままでも、アグレッシブな言葉のチョイスだった。このタイミングで「期待してるわ」は重い。それと、高鷲は絶対に期待とかしてない。


  「ええとだな……一か月の準備期間ってこと、この人数でできるってことを勘かん案あんすると……写真の展示とか、川せん柳りゆうを作って部屋に貼るとか……」


  「置きに行ったわね」


  　すぐさま、高鷲に弱点を突かれた。


  「そうよね。その程度のことなら、今からでも問題なくやれるし、展示をやりはしたという言い訳も成り立つわね。それにしても妥だ協きようの線が強すぎるわ。そんなの、誰も見に来るわけないわよ。暇ひまで暇でたまらない展示をやって、高校二年生の文化祭を黒歴史の一ページとして刻むつもり？　写真部の展示すら過か疎そってる確率が高いのに。安定の達成感ゼロキログラムよ。何も残らないわ。無よ、無。ほんと、人生ずっと逃げ続ける奴やつが選びそうな案──」


  「もう、いい！　言いたいことは痛いほどわかった！　むしろ、心が痛い……」


  　毒が強すぎるが、ここで妥協は敗北と変わらないのは間違いない。


  　中学の時の写真部の展示もガラガラで、部屋の滞在時間は平均四十五秒程度だった気がする。写真に愛着すらない俺たちがやったら、もっと悲ひ惨さんなことになる……。


  「八方ふさがりですわね」


  　いいところで汐しおノ宮みやさんの声が入った。


  「配置図を見ても、調理を伴う飲食店は軒並み埋まっていますし、展示系企画にするしかないとは思いますが……そうそういい選せん択たく肢しも出ませんわ……」


  　つまるところ、そういうことなのだ。


  　まともな選択肢は俺たちにほぼない。ない中でどうやって案をしぼり出すかの勝負になっている。


  「こうなると、わたくしの輪投げも一考すべきではありませんこと？」


  「それはないから」


  　高たか鷲わしが最悪の事態だけは回避していく。


  「そうですか。では、高鷲さん、代案をお願いいたしますわ」


  　ほんのちょっぴりトゲのある言い方だった。


  　輪投げに固執している背景が謎なぞだが、代案出せと言った高鷲の言葉を上う手まく利用した切り返しではある。おそらく、汐ノ宮さんは無自覚に言ったのだろうが。


  　今のところ、見事なまでに進展なし。俺が黒板に最初に文字書いてから、追加で何も書いてないことからもそれがわかる。


  　だが、このまま、手て詰づまりのままにしているわけにはいかない。


  　西高セイコー祭さいまで約一か月。のんびりしてたら、マジで時間切れになる。


  　おそるおそる手を挙げた。あまり自信はない。一いつ蹴しゆうされるかもしれないという気持ちもあった。


  「秘策がある。ちょっと試させてみてほしい」
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  「なあ、どのクラスもやってなくて、人ひと研けんの人数でも気軽にできそうな出し物ってないか？」


  　俺は率直に尋ねた。


  　生徒会室で仕事中のエリアスに。


  　さすがのエリアスもぽかんとして、作業の手を止めていた。俺でも似た反応を示すと思う。ちなみに、ほかの生徒会メンバーはエリアスの後ろで作業をしている。だいたい前の窓口的な場所にエリアスが座っているので話はしやすい。


  　これぞ俺の秘策！　いっそのこと、エリアスに助けてもらおう作戦！


  　あえて敵の懐ふところとも言うべきエリアスのところに飛び込む！


  　かの石いし田だ三みつ成なりも武闘派大名に命を狙ねらわれた時、徳とく川がわ家いえ康やすのところに逃げ込んだことがある。


  　まあ、石田三成はそのあと、関せきヶが原はらの合戦を起こして結局死んだので、あまりいいたとえではないが……。


  「え、業なり平ひらは何を言っているんだい……？　ここでわたしに聞きに来たりする……？」


  　エリアスも石田三成（俺）が来て、まだ困惑しているらしかった。


  「このままでは人ひと研けんでやるものがちっとも決まらん！　しかも、時間は刻一刻と過ぎていく。出し物に穴をあけるとなれば、これは人研だけではなく、西高セイコー祭さい全体の問題でもある！　そこで西高を代表する生徒会に知恵を借りに来た！」


  　俺は部屋の敷居あたりから、いつもより若干大きめの声を出す。こんな局面でもエリアスに近づきすぎるわけにはいかないのだ。ドレイン、一日十分だけでいいから解除してもらえないかな……。


  「いや、西高全体の問題じゃなくて、君たち人研だけの問題だろう」


  　ちっ。冷静に対処してきたか。


  　絶体絶命の雰ふん囲い気きを出して頼んでみれば、なんとかしようとか勢いでぽろっと言っちゃうかと思ったんだがな。言げん質ちをとればこっちのものだと考えてたんだが。


  「とっとと帰りたまえ。またペットボトルのキャップをぶつけるよ」


  　エリアスは左の手のひらの上で、架空のキャップを右の親指と人差し指で俺にはじくしぐさを見せる。架空のキャップは今頃、俺の額に当たっただろう。


  　いつか、こいつが俺にキャップをぶつけてくるところを動画撮影して、ゆすりの材料に使ってやる……。


  　しかし、まだ引き下がれない。秘策と高たか鷲わしの前で言ってしまった手前、何の成果もなしに帰ると何を言われるかわかったものじゃない。むしろ敵としてはエリアスより高鷲のほうが怖い。


  「エリアス、よく考えろ。よ～く考えろ」


  「業平に言われなくともよく考えてるよ。だから、帰りなって」


  　この程度のパワハラはしょっちゅうされているので効かない。


  「俺たちの持ち場は最上階の五階だ。つまり、校外の見学者が最後に見るものである可能性が高い」


  「それは、そうかもね。普通は野外の屋台で飲み食いしてから、講堂のステージや校舎内の展示を見るだろうから」


  「その最後の展示が中学生未満の超低レベルだったら、西高セイコー全体の印象が悪いまま上書き保存されるぞ！　それでもいいのか!?」


  「むっ、むむむ……そう来たか……」


  　エリアスが悩んだ顔になる。よし、もう一押しだ。


  「ちなみに今の俺たちの人数と協調性のなさが絡からみ合うと、俺たちにとっても黒歴史必至のものになるからな。五階全体に負のオーラがこびりつくからな！」


  　こんな脅おどし方は嫌いやだが、背に腹は代えられない。


  　エリアスは屈したように、力なく机にあごを置いた。


  「わかった……。それじゃ、君たちにオブザーバーとして生徒会の人員を貸そう……」


  　おっ、意外な展開になった。


  　でも、協力者が来てくれるなら、やれることも広がるかもしれない。


  　この地獄を抜け出せる可能性は上がる。


  「大だい福ふくを貸そう。ちょうど、手が余ってるはずだ」


  　大福？　そんなペットのハムスターの名前みたいな奴やつがいるのか？


  　あだ名なのか？　だとしたら大福みたいに恰かつ幅ぷくがいい奴だろうか。牛丼並盛二杯は楽勝ですみたいなキャラ。でも、そんな奴、生徒会にいたかな？


  「大福卜ぼく全ぜん。ちょっと来てくれ」


  　エリアスが後ろを向いて、大福という男子を呼んだ。


  　フルネームだと今度は無む茶ちや苦く茶ちや強そうな剣客みたいなイメージに……。


  　いったい、どんなのが出てくるんだ……？　すごいスパルタ指導してくる奴だとちょっとまずいな。高たか鷲わしと絶対にケンカになりそうだし……。


  　そして、エリアスの後ろからのそのそやってきたのは──


  　いかにも幸さち薄そうで、ついでに影も薄そうな中肉中背の二年生男子だった。


  　草食系男子のイデアみたいな奴が来た。


  「あっ、どうも。大福卜全です。書記なんですけど、書記はもう一人いるし、メインは雑用です」


  　口にこそ出さなかったが、俺はこう思った。


  　エリアスめ、余り物を俺に貸し付けて、ひとまずお茶を濁す気だな……。


  　いや、だとしても猫の手も借りたいぐらい停滞しているから、助すけっ人とはありがたくちょうだいしたいけど。


  「俺は波は久ぐ礼れ業なり平ひらって言います……。異能力は……多分知ってますよね。ドレインってやつ。一メートル以内に近づくと衰すい弱じやくするから気をつけてください」


  　自己紹介時、必ず「俺に近づきすぎるな」というハードボイルドな情報をつけないといけないの、地味につらい。


  「ああ、はいはい。副会長がよく話題に出してる人ですね」


  　エリアスが手に持っていた書類の束をばさばさテーブルに落として散乱させた。思った以上に広い面積にわたって、拡散しているが大丈夫だろうか。
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  「お前、そんなにあることないこと言って、俺の評判を下げてるんじゃないだろうな……」


  「あっ、そこまで悪いことばかりでもないです」


  「大だい福ふく、変なことは言わなくていいから、助すけっ人とに行ってきたまえ！」


  　こうして、俺と大福君はなかば追い出されるように、生徒会室を出た。いや、はっきりと追い出された。


  　ひとまず、人ひと研けんに向かうしかないだろう。大福君を連れていって、どういう化学変化が起きるかわからないが、今になってやっぱりいいですとも言えない。とにかく、人研に行く。


  　吹奏楽部の演奏が聞こえてくる放課後の廊下をてくてくと歩く。


  「大福君、悪い……。面倒ごとに巻き込んで……。ちなみに絶対面倒なことになる……」


  　彼にとったらいい迷惑でしかない。それこそ、あとで友達に愚ぐ痴ちを言われてもしょうがないと思う。


  「僕は生徒会のなんでも屋だから気にしないでください。それと、呼び方は大福でいいです。二年同士だし……タメ口でどう？」


  「じゃあ、俺のことは業なり平ひらで。波は久ぐ礼れって苗みよう字じ、あんまり好きじゃないんだ。はぐれてる感があるからな……。まあ、心に傷負うってほどじゃないけど」


  「わかった、じゃあ、業平で。僕は逆に卜ぼく全ぜんって響ひびきに名前負けしてるから、苗字のほうがいいんだよね。なんとなくスウィーツ男子っぽいでしょ」


  　淡々としているが、大だい福ふくはそこそこしゃべる。少なくとも、無口キャラではない。


  　けっこう接しやすいキャラでよかった。


  　ぼっちは気さくに話しかけられるキャラの幅も狭いのだ。悪そうな奴やつや怖そうな奴、チャラそうな奴はだいたい話しかけるの不可能だからな。


  　しかし、ここは異能力者しかいない高校だ。実は大福もすごい力を持っているかもしれない。見た目だけで判断してはいけない。


  「あっ、自己紹介ついでに、ここで僕の異能力を紹介しておくね。ちょうど、呼べる場所だし」


  　そう言うと、開いている窓の前で大福は立ち止まった。一メートル前を歩いていた俺も立ち止まる。


  　ごくりと俺は唾つばを呑のむ。


  　大福はぽけぇっとした表情のまま、窓の外を見た。


  　たそがれてるようにも見えない。暑くて窓からの風に当たってますぐらいのノリに感じる。とても力を行使している様子はないが……。


  　しばらくすると、一羽のカラスが外から廊下に入ってきた。


  「うわっ！　なんか来た！」


  　カラスは俺のことは無視して大福を向いて「カァカァ」言った。


  　それに対して、大福は首を横に振る。


  　カラスは悲しげな声を出して、また窓から外に飛んでいった。


  「いったい、何だったんだ、今の……」


  「僕の異能力はカラスの言葉がわかるってものなんだ。テレパシーで意思疎通もできるよ。ちなみに今のカラスはいい餌えさ場ばがないか聞いてきたけど、とくに知らないって僕が反応したから帰っていった」


  　俺は内心でこう思った。


  　地味だ……！


  　とはいえ、人畜無害な能力だから、うらやましくもある！　生活に支障がないからな！


  「正直、地味だよね、僕の異能力」


  　眠そうな目のまま、大福に追及された。


  「いや、決してそんなことは……」


  「気にしてないからいいよ。地味なの、事実だから。卜全って名前の人間が使う異能力じゃないよね。せいぜい、啓けい介すけぐらいでいいよね」


  　それはそれで、全国の「けいすけ」に失礼な発言だぞ。


  「ちなみに異能力名は、中学時代に友達がカラスピークって言いだしたから、それを使ってる」


  　カラス＋スピークか。名前もほんのわずかにギャグっぽいけど、とくに面おも白しろいほどのものでもない。それと、異能力内容がシンプルだからそれ用の名詞もいらない気がする。


  「こういうキャラで生きてるんで、よろしくね」


  　そこで幸薄そうな疲れた笑みを大だい福ふくは漏もらした。


  　一応、敵意はないですよというアピールなんだろう。俺ほどではないが、後ろ向きな性格な奴やつだ。


  「よ、よろしく」


  　俺の声はどことなく上ずっていた。微妙に硬かった。初対面の相手に「よろしく」だなんて言い慣れていないせいだ。


  　でも、言葉の硬さに反して、俺の大福への印象はかなりよかった。


  　今のところ、かなり話せている！


  　いきなりの頼み事だし、人ひと研けんのシミュレーション室に到着するまでほぼ無言ということもありえた。「今回は悪いな」「いえいえ」ぐらいのやりとりだけで黙り込む危険さえ十分にあった。


  　でも、まだそういう気まずい空気になってない。


  　大変よいことだ！


  　そして圧倒的成長を感じる！


  　今日の俺は好調だ。だいたい帰宅してから、あの時はあんなふうに返答してたらよかったのに……などと、次に活いかせない反省をすることが多いのだが、今日はそれすらなさそうだ！


  　もしや夏休みを経て、俺も一皮むけ──てはないな……。それは盛りすぎだ。


  「カラスと話せて、得することってあるのか？」


  　調子がいいので、こっちから質問するというアクティブな行動にまで出た。


  「近所のゴミ捨て場に詳くわしくなる」


  　どうやったら、それで得ができるのか教えてほしい。ゴミ捨て場マニアとかいるのか。


  



  　そんなカラス寄りの話をしていると、シミュレーション室に着いた。五階ははっきり言って遠い。


  　大福は人研の女子に会っても、ずっとローテンションだった。ごく自然に、「二年三組の大福卜ぼく全ぜんです。よろしく」と必要最低限のあいさつをしただけだ。


  　というか、それ以外の反応があるほうがおかしいんだよな。


  　たまにフィクションの悪友ポジションのキャラが美少女を見ると「すごい美少女じゃん！」とか下半身と肉欲に忠実な発言をすることがあるが、ああいうの現実にはまずないと思う。高確率で女子の側に引かれるだろう。


  　女性の服を褒ほめろとよく恋愛指南みたいな本に書いてあるのも、おそらく「あなたの顔がすごい好みです」と言うのは直球すぎてよろしくないからだと思う。


  　で、軽いキャラが人ひと研けんに来ても、高たか鷲わしが確実に呪じゆ詛その視線でにらみつけて、その時点で事実上の出禁になってしまうので、こういう下した手てに出た対応はありがたい。


  　ただ、大だい福ふくがメイド長に対してまで、取り乱さずにあいさつしていたのは、さすがに予想外だった。


  　実は大福、大物なのかもしれない。


  「あなたがグレ君が用意した秘策なわけね」


  「秘策？」


  　高鷲がちょっと余計なことを言った。まあ、そこまで失礼な表現ではないからギリギリセーフだろう。高鷲は初対面の人間にも相変わらず高圧的だが、大福も特に動じたりはしていない。


  「人研の助すけっ人とに来てくれたわけね。悪いけど、あっさりなんとかなると思ってもらっちゃ困るわよ。私たちの行動力の低さを舐なめないことね」


  　なんで、自分たちの弱さをさらけ出して偉そうにできるのか謎なぞだ。


  「はい、トラブル対応のつもりで来ました」


  　大福もごく自然に答えた。とくに皮肉も含んでいない。


  「本当に愛あい河かたち、大変なんです。よろしくお願いしますね、大福君！」


  「ええ、カラスと雑用のことなら任せてください」


  　陽性な愛河のスマイルに大福は軽く苦笑いで応えた。


  　愛河のチャームの力も発動していなかったようなので、男女ともに本当にフラットな奴やつなのかもしれない。


  　たいていの男子は愛河のにこやかなあいさつだけで、「もしや俺に気があるのでは……」と勘かん違ちがいし、チャームの力でその感情を二十倍に増幅させてしまうのだ。たいていの男子というのは誇張じゃない。この異能力のせいで、愛河がクラスでビッチ扱いされてたのは事実だ。


  「汐しおノ宮みや嵐らん蘭らんですわ。それでは、現状をわたくしから説明いたしましょうかしら」


  　最後にあいさつした汐ノ宮さんがそのまま人研の現状を話す。


  　ぶっちゃけ、八方ふさがりですということぐらいのことしか言えないのだが、その説明自体はすごくわかりやすかった。


  　汐ノ宮さんは将来、先生に向いているかもしれない。変に誤ご魔ま化かしたりせず、悪いことは悪いって言える子だしな。きっと、教師に必要なのは白を黒と言い含めるような話術ではなく、もっと子供の教育にいいストレートな物言いなのだ。


  　説明の間、小刻みに大福は首を縦に振って、相あい槌づちを打つようにしていた。


  　デフォルトで目が細いので、遠くからだと、うつらうつら眠りに落ちているように見える。


  「なるほどね。地の利も五階だから最悪で、販売する系統のものはまったく売れなそう、かといって中途半端な展示のものをやると高校の文化祭の思い出作りとして寒いものになりそうで、どうしたものかってことですね」


  　来年も西高セイコー祭さいはその日に台風が学校に直撃したりしないかぎりはあるだろう。


  　しかし、来年、俺たちは三年生なので、受験優先の空気になる。三年は基本的にクラスでは出し物もやらない。三年はお客さんとして参加する感じになりがちだ。


  　なので、実質、今年が西高祭をメインでやる最後の年なのだ。


  「そういうことよ。あなたも生徒会の役員を名乗るからには、この難問、解決してみせなさい」


  　高たか鷲わし、俺に対してはきつくてもいいから、せめて助すけっ人とには二割ほどのやさしさを交えて応対してやってほしい。


  　状況を話しはしたものの、使用できる部屋が五階という時点で、まさに物理的に孤立しているわけで、かなり苦しい状況である。


  　それって、とてつもなく交通の不便な田舎いなかにものすごく人を呼び込もうというような、一種の矛む盾じゆんに近い。


  　難しいねと首をひねられて終わりじゃないだろうか。


  　俺としても、助っ人が来てすぐに解決するなどとは思っていない。


  　自分たちの知らない解法を使えば、いきなり答えが出るようなものでもないのだ。


  　ただ、妥だ協きようの策になるとしても、その質がちょっとでも上がればいいなというだけのことだ。


  「販売も展示も難しい、か……。じゃあさ、販売と展示を足して二で割れば？」


  　眠たげな表情のまま、自然体で大だい福ふくが言った。


  　あれ？　意見だけなら出たぞ。


  「もうちょっと具体的に言ってもらえないと判断のしようがないわ」


  　腕組みしながら高鷲が言った。まだ、漠然としすぎているのは事実だ。


  「ほら、最近、店の中のものを見てもらうのが前提のカフェとか多いでしょ。半分画廊みたいなところとか、おしゃれなブックカフェとか。誰かのおすすめの雑貨を販売しつつ、テーブルで軽くお茶ができるようなセレクトショップ系のくつろぎスペースにしたら？」


  　声はいかにもゆるいが、大福の案はかなりしっかりしたものだった。


  「くつろぐ場所って銘打っておけば、お客さんが少なくても店側も気まずくならないんじゃないかな？　お客さんを大量に呼ぶのはきついから、保険をかけるわけ」


  　高鷲が小声で「アリかも」と言ったのが聞こえた。


  「でも、カフェをやるとなると準備が大変だわ。それにまさに私のクラスが喫茶店をやってるからバッティングしてるし」


  　これは高鷲が否定にかかっているのではなく、細かな問題点を詰つめに入っているのだ。もう、高鷲はこの線で行くつもりなんだろう。


  「カフェといってもコーヒー豆を挽ひいたりするわけでも本格的なサイドメニューを作るわけでもないから、差別化はできるよ。缶コーヒーやジュースを事前に買っておいて、それを提供するだけで十分でしょ。発泡スチロールに氷水入れて冷やしておけばいいし。それで寂さびしいなら、お菓か子しでも買っておけば？」


  「いいじゃない」


  　高たか鷲わしがちらりと大だい福ふくを一いち瞥べつしてから、深くうなずいた。高鷲語では「お前を認めてやる」という意味である。


  「そうね、セレクトショップをやりましょう。私はわかる人だけわかるラインナップの中古ＣＤと本を並べるわ。古書店をはしごすればそんなに予算はかからないだろうし、セレクトショップは品数が多いのが目的じゃないからね」


  「愛あい河かは百円均一のおしゃれ雑貨を集めます！　これもお金をかけずにいい感じになりますよ！」


  「わたくしもメイド長と協議して、置くものを決めたいと思いますわ」


  　ほかのみんなも水を得た魚のように意見を出していく。


  　おお！　話が急速にまとまっていく！


  　まさか新加入の助すけっ人と一人がここまでの活躍を見せてくれるとは……。


  　これは大福にも、彼を貸してくれたエリアスにも感謝してもしきれないな。


  「百円均一で集めたものを、五百円で売れば利益も出るんじゃないかしら」


  　こいつ、悪魔みたいなことを考えつきやがった！


  「どうせ、違いのわからない人間には百円の皿と五百円の皿の区別なんてつかな──」


  「そういうのはダメですよ！」


  「高鷲さん、文化祭の趣しゆ旨しに反すると思いますわ……」


  　まともな人格をしている愛河と汐しおノ宮みやさんが止めた。人ひと研けんが成り立っているのは全員が高鷲みたいな考え方をするわけではないからだ。


  「わかってるわよ。どうせ、西高セイコー祭さいで集まったお金も生徒の利益にはならないシステムのはずだし。冗談よ、冗談」


  　高鷲もすぐに撤回したから、言葉どおり冗談だったんだろう。そう信じたい。


  「じゃあ、あとはとりあえず店名を決めないとな。まだ仮でもいいんだけど」


  　俺は生徒会に提出する出し物の書類を見ながら言った。


  　これを期限内に出さなかった場合、人研はできて早々につぶされてしまう。


  　そろそろ、俺も何か意見を表明しないとまた高鷲に余計なことを言われるので、俺から提案する。


  「名前はセレクトショップ＆カフェ『くつろぎ』とか、そういうのかな。おしゃれすぎる横文字にすると、文化祭の中で浮きそうだし」


  「インパクトが弱いわ。面おも白しろさが足りない。グレ君の面白くなさが表ににじみ出てるわ」


  　即座に高たか鷲わしからダメ出しが入った。ダメ出しはいいけど人格否定はしないでほしい。


  「じゃあ、どうすればインパクトが出るんだ？」


  「セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』」


  　最初、俺はふざけているのだと思った。しかし、高鷲は思いのほか、ガチだった。


  「セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』」


  　もう一回言った!?


  　しかも、少しばかりむっとしていたので、「この案に不満があるのか？」という意味だと思われる。


  「そうよ、私たちの高い意識を見せつけてやればいいのよ。浮かれた文化祭とは一線を画してますって空気を出すの。軽けい佻ちよう浮ふ薄はくで安っぽい祭りから逃げ出したいまともな人間の緊急避難所として五階が機能するのよ。五階唯ゆい一いつの出し物としても正しいでしょ」


  　正しいか正しくないかは置いておいて、その高鷲のパワーに圧倒されて、俺は書類の店舗名に『意識高い系』の文字を書き加えた。くつろぎ要素が見えないけど。


  　少なくともやる気は高鷲の瞳ひとみから感じ取ったのだ。やる気を削そぐのは教育としてよくないだろう。俺は褒ほめて伸ばしていく。愛あい河かと汐しおノ宮みやさんも異論はないようだった。


  　けど、この書類を持っていったら、エリアスにまたなんか言われそうだな……。


  



  　そのあと、高鷲とともにエリアスのところに書類を提出したら──


  「君たちの意識が高かろうが低かろうがどうでもいいけど、学校の恥はじにならないようなことをやってくれたまえよ」


  　と本当になんか言われた。幼おさな馴な染じみのことはよくわかる。


  　俺たちは閑かん散さんとしている廊下に出た。俺が一メートル以上前を行く。


  「無事に終わったわね」


  　高鷲がつぶやいたので、俺も高鷲のほうを振り向く。並んで歩けないので、会話の時は不便だ。


  「終わったんじゃない。やっとスタートだ。しかも、クラスのカフェのほうもあるしな」


  「ああ、あのくそしょうもないカフェね。そういや、私も店員やらされるんだったわ……」


  　クラスの奴やつが聞いてたらキレそうな会話だが、放課後なので大丈夫だろう。


  「お前、サボらずにちゃんと出ろよ。こういうところでサボったら『氷の姫』から『クラスの敵』にランクダウンするぞ」


  　高校でイジメが発生することはあまりないが、仲間はずれ系の嫌けん悪おの空気が醸じよう成せいされることはある。とくにクラス全員参加の行事に出なかったりすると、リーチがかかる。


  「そういうの、釈しや迦かに説法って言うのよ」


  「そのことわざ、自分に対して使うか!?」


  　それ、相手に「釈しや迦かに説法かもしれませんが」とか前置きして、確認したり提言したりする時にしか使わないだろ。でないと、自分を釈迦と同一視することになる。


  「いいでしょ。グレ君よりは釈迦に近いし。言葉の誤用みたいに言うの、やめてくれない？」


  　前々から知っていたことではあるが、マジで尊大だった。


  「それと、サボる気なんてないわよ。私にもその程度のことはわかるわ」


  　しかも、くどい注意しないでほしいみたいな嫌いやそうな顔をされた。少し、イラッときた。


  「あのな……俺はこれでもお前のためを思って言ったんだぞ……」


  「グレ君、善意の押し売りって他人にウザがられる要素ベストファイブに入るわよ」


  「だから、お前は友達いないんだよ……」


  　売り言葉に買い言葉で、さっとそんな言葉が出た。


  　言ってから、少し後悔した。友達がほとんどいないことは、俺も高たか鷲わしも触ふれられたくないウィークポイントだ。流れとはいえ、言うべきではなかった。


  　事実、高鷲は怒ったのではなく、悲しんだ顔をした。俺の判断ミスだ。


  　傷つけた以上は謝るしかない。謝罪はとにかく迅じん速そくにしたほうがいい。


  　なのに、頭を下げることへのわずかな心理的抵抗が俺の言葉が出るのを遅らせた。


  　──結果的にそれが無益な争いを生むことになった。


  「すまん、今のは──」


  　俺が謝る前に、高鷲の表情に笑みが宿った。


  「あ、そうだわ。いいこと、思いついた」


  　高鷲の「いいこと」が実際にいいことである可能性は二割もない。


  「私、人ひと研けんの力を借りずに友達を作るってＬＩＮＥで言ったわよね？」


  　夏休み最後の日の夜、たしかにそんな宣言を高鷲はした。


  「ああ、言ったな。言うだけならタダだからな」


  　そして、高鷲は挑発するように、右手で俺のほうを指差す。


  「グレ君、どっちが先に友達を作れるか勝負しない？」


  　それは高鷲からのまごうかたなき宣戦布告だった。


  「お前に勝算があるようにはまったく見えないけど、いいのか？」


  「その言葉、そっくりそのままグレ君に返したうえで、かける十倍するわ」


  　俺と高鷲は余裕を持って一メートル半あけて、お互いに不敵な笑みを浮かべた。


  　つまり、お互いに「この小こ童わつぱめ。いきがりおって」みたいなことを思っていた。


  　こいつにだけは、いくらなんでも負けないだろうと信じきっていたのだ。お互いに。


  「じゃあさ、俺が勝ったらどうしてくれるんだ？」


  「勝ったほうが負けたほうに一つ命令するというので、どう？　なんだったら命令は三つぐらいでもいいけど」


  　どっかの漫画のドラゴンみたいな話だな。


  「お前の天下はもうすぐ終わることになるぞ」


  「言ってなさいよ」


  　すでに高たか鷲わしは勝利を確信しているのか、にやりと笑っていた。さぞかし卑ひ劣れつな命令の内容でも考えているのだろう。


  　そして、勝ったと思っているのは俺も同じだ。


  　こんな悪人みたいな表情する奴やつが、まともな方法で友達を作れるわけがないだろう。


  　まだ、表面上は善人である俺のほうが勝ちの目はある。


  　事実、さっきも初対面の大だい福ふくと違和感なくしゃべれていた。純粋なコミュニケーション能力は俺のほうが高鷲よりはるかに上だ。個人の感想だが、自信はある！


  　一般人のコミュニケーション偏差値が五十としたら、高鷲は十五、俺は二十五ぐらいだ。


  　底辺の対決とはいえ、どっちも底辺だからこそその差も激しいのだ。


  　この勝負、もらった！


  　そのあと、シミュレーション室に戻った俺たちに、汐しおノ宮みやさんは怯おびえたような顔をした。


  「どうしてお二人は、にやけてらっしゃいますの……？」


  「勝ちがわかってるゲームをやってるからかな」


  　その表現で、そんなに間違いはないだろう。
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    　放課後に、クラスの出し物の作業をやる日も増えてきた。


    　準備期間は一か月ぐらいしかないので当然と言えば当然だ。


    　西高セイコー祭さい当日はスペースを確保するために余分な椅い子すも机もクラスの外に出さないといけないが、今日はその予行演習のために机を出す。喫茶店が狭っ苦しかったら嫌いやだからな。


    　用意周到なクラスだと思うが、本番一発勝負でやると、こういうのは絶対にトラブルの種になると相場が決まっているので正しい判断だ。


    　俺の仕事は大半が事前や当日の荷物運びとか、気をつかわなくていいものばかりなので、そこは助かる。しかもドレインの関係上、一人で運べるものを持つだけなので、気苦労はない。


    　とはいえ、これってぼっちであることと完全にイコールなので、素直に喜んでいいのかは怪しいところだ。


    　今更、ドレインをなかったことにはできないので、どうしようもない。寂さびしいが、これが俺なのだ。荷物運びだけでも割り振ってくれてる分、ありがたいと感謝するべきだろう。何もするなと言われたら、ショックで寝込む。こういうのって仕事が何もないほうがはるかにつらいからな。


    　それと、この準備作業、男子生徒にとっては究極のご褒ほう美びがある。


    　予行演習は机を外に出すだけじゃない。当日の状態に、できるかぎり近づける。衣装合わせなどもやる。


    　接客担当の女子生徒が給仕服、つまり事実上のメイド服に着替えるフェイズがあるのだ。


    　その時間は俺もちょうど机を運び終わって教室に戻ってきていた。


    　さも、偶然その時間に立ち会った感じになったはずだ。いや、本当に偶然なのだ。


    　合法的に、女子生徒にメイド服を着せられる機会は人生でもそんなにない。人生、何事も経験だ。女子は女子で、「似合うー！」「かわいー！」と黄色い声を出していた。


    　その中で、まず注目を集めたのが──


    　俺の一つ前の席に座っている一い身しん田でんさんだった。


    　ドレインのある俺に対して、テニスラケットを使っていつもプリントなどを配ってもらっているので、ずっと迷惑をかけてしまっている。本当のところ、お歳暮でも贈ったほうが心理的に楽なのだが、向こうからしたら、かえって不気味に思うだろう。難しいところだ。


    　そんな一身田さんを女子が囲んでいる。別にいじめているわけじゃない。


    「どうかな……？　みんな、似合うかな……？」


    　そこには愛くるしいメイド姿の一身田さんが立っている。


    　似合うかどうかなど、尋ねるまでもない。女子生徒がメイド服を着たらそれで勝利は約束されている。


    　普段の一身田さんは飛びぬけたところがない、そこまで目立ったところがない、平均的という表現がちょうど合う女子生徒だ。髪の毛はそんなに長くない。どことなく、子犬っぽいところがある。


    　でも、平均的な女子高生がメイド服に着替えて、照れていたら十二分に強いだろう。良さしかない。


    　なんでこれまで一身田さんが目立たないほうだったのかわからないぐらい、輝いている。


    　そりゃ、メイド服が男から一定の評価をずっと得ているわけだ。鋼はがねの鎧よろいを装備すれば誰だってかなり守備力は上がる。これも似たような理屈だ。メイド服を着ればかなりかわいくなる。


    　けれど、一身田さんの真価はこれだけにとどまらない。


    　それを女子たちも知っているから、ああやって取り囲んでいるのだ。


    　もし、俺をあんなふうに囲むとアクション映画みたいに全員外側に向かって倒れる恐れがあるが、そういうこともない。


    　男子もなんだかんだで遠目できっちり見ている。


    　堂々と見ている奴やつとさりげなく見ている奴の二種類しかいない。


    「咲さ綾あや、変身！」「まずはミニのほうで、咲綾！」


    　女子たちがいろいろと要求している。


    　ちなみに咲さ綾あやというのは一い身しん田でんさんの下の名前だ。どうでもいいが、当日はひらがなで「さあや」とか書いたワッペンでも胸元につけたりするのだろうか。そこまでいくとやりすぎだから、やらないのだろうか。


    「わかった……やってみるね……」


    　これだけ至近距離で声援を受けて、一身田さんも応えないわけにはいかない。


    　さっと、左手をその胸元に置いて、「type-B」と囁ささやいた。


    　すると一身田さんのメイド服がだんだんとぶかぶかになっていく。


    　といっても、それは見た目の変化だ。


    　服が大きくなったんじゃなくて、一身田さんのほうが縮んだのだ。


    「こんなので、いいかな……？」


    　一身田さんの身長はせいぜい小五といったところだ。声も通常の状態（一身田さんの中ではtype-Aと呼んでいるらしい）より、かなり高い。


    　そう、一身田さんは体のサイズを変更することができるのだ。


    　一種の変身能力だが、自分自身を元にしたものだけで、選せん択たく肢しもそんなに多くないが、それでも面おも白しろい能力だ。


    　本人いわく、「サイズ変更」とのこと。これが異能力名ってことでいいだろう。異能力名は自称なので、かっこつけた名前にしてる奴やつもいれば、すごく素そ朴ぼくなままのにしてる奴もいる。一身田さんは後者だ。


    「やった！　幼女バージョン来た！」「私はこっちのほうが好き！」


    　女子が至近距離で盛り上がっていた。


    　ああ、青春が、俺の視界の中で青春が行われている！


    　問題はそれが自分のだいぶ外側で起きていることだが……どうすることもできん！


    　一身田さんは、その場でくるくる回らされていた。大きくなったメイド服がひるがえる。繰り返すが、良さしかない。


    　そして、幼女化したなら、今度はその逆を要求されるのは当然と言えば当然なわけで──


    「咲綾、次はＣのほうで！」「お姉様バージョン！」


    　一身田さんは拒否を示すはずもなく、「うん、type-C」と囁いた。


    　幼女状態の一身田さんの体が元に戻っていき、さらにまだ成長していく。


    　身長も女子の平均を軽々と超えて、それでも伸びて百七十センチちょっとあたりでようやく止まった。


    　メイド服はもちろんぱっつんぱっつんだ。とくに胸元のあたりはボタンがはちきれそうになっている。というか、もうはちきれるべきではないか。はちきれろ。


    「どう？　みんな変じゃない？」


    　その声はいつもの一身田さんより、ちょっとだけハスキーだ。


    　女子たちの何人かがサムズアップした。アメリカ人なら「グレイト！」とか叫んでいるだろう。


    「喫茶店で申請した甲か斐いがあったわ！」「やっぱ、お姉様バージョンもいい！」


    　俺も含めて机を運び出す人員が偶然渋滞しているが、偶然なので、しょうがない。


    　ただ、もちろん女子は一い身しん田でんさんだけしかいないわけじゃない。


    　むしろ、メイドと言えばこのクラスにはメイド長という本職（？）の存在がいる。


    　そしてそのメイド長の主人も今日はメイド服の試着をしているのだ。


    「あの、着替えてまいりましたが、おかしくはないでしょうか……？　こういう服は着慣れていないもので……」


    　廊下からメイド服姿で入ってきた汐しおノ宮みやさんは、人形のように可か憐れんだった。


    　こんな妹がほしかった。そしたら、学校でぼっちでも帰宅するたびに幸せな日々を送れたと思う。


    「最高の転入生が来た！」「神に感謝！」


    　このあたりの野太い声は男子たちのほうからだ。


    　そう、汐ノ宮さんの容姿でメイド服が似合わないわけがないのだ。ウェーブのかかった小柄なツインテール少女にメイド服だぞ。牛丼に紅ショウガ、うな丼に山さん椒しようぐらいに似合う。


    　……料理をたとえにしたら安っぽくなったけど、似合ってることが伝わればそれでいい。


    　サムズアップどころか、両手を振り上げて勝利宣言している女子までいた。でも、その気持ちは痛いほどわかる。これは「勝った」と思える。


    　そんな勝者こと汐ノ宮さんが俺のほうにやってきた。


    「どうでしょうか、波は久ぐ礼れ君？　わたくし、こういう服は初めてで、着こなせているのかどうか……」


    　胸元で不安そうに手を組むしぐさがあざとい。


    　でも、ツインテールでメイド服という時点であまりにもあざといので些さ細さいなことにこだわるべきではないだろう。何事も徹底したほうがいい。あざとさの倍々ゲームを繰り返していけばいい。


    「汐ノ宮さん、何の心配もいらない」


    　無論、メイド服は本格的なお屋敷のものなんかじゃない。量販店で買えるコスプレグッズだ。けど、ツインテールメイドにはそのほうが合う。


    　どうせ、ツインテールの美少女メイドなど本物のお屋敷にはいない。日本で一箇所ぐらいはいるのかもしれないけど……それは犯罪の香りがする。基本的にフィクショナルな存在だ。だからコスプレグッズとの相性が良いのだ。


    「そ、そうですか！　それなら、よかったですわ！」


    　ぱっと汐ノ宮さんの表情が笑顔に変わる。


    　この表情を素すでやれるというのはとんでもない才能だと思う。


    　俺が異能力バトルの主人公なら、このシチュエーションでヒロインの頭なでなでとかできるだろうに、このドレインのせいで……いや、ドレインがなくても現実にそんなことやったらセクハラで訴えられても文句言えない。現実は本当にクソゲーだ。


    「何も言うことないよ。人ひと研けんの店での接客もそれでお願いしたいぐらいだ」


    「それは……恥ずかしいので、要検討ですわね……。ですが、着替えの時間が短縮できるという意味ではよいのでしょうか……。あっ！」


    　汐しおノ宮みやさんの視線が廊下のほうに向かった。


    　そこにはちょうど大だい福ふくが通りがかっていた。


    　その大福のために汐ノ宮さんは手を振っていたのだ。


    　普通の男子だったら幸せでたまらないシチュエーションだが、大福は草食系男子っぽく「あ、ども……」と軽く会え釈しやくして、去っていった。


    　あそこまでマイペースでいられるのもすごいな。ものすごく無欲な奴やつなんだろうか。


    　人研の設営の打ち合わせなどで数回顔を合わせているが、まだ大福のひととなりを測りかねている。まあ、打ち合わせで数回顔を合わせただけで把は握あくできるというのが甘い考えなのかもしれない。


    　ちなみに俺の視界にはずっとメイド長が入っているのだが、脳内フォトショップで消している。素直にメイド服汐ノ宮さんを堪たん能のうさせてほしい。


    「ランラン、いい！」「すごい子が加入したわ！」「メイド長が何者かよくわからないけど！」


    　女子のほうも汐ノ宮さんを受け入れてくれているようで、その点もよかった。ランランという呼び方が自然発生的に一部で定着している。


    　俺が言うなよって話だが、汐ノ宮さんは癖くせが強いキャラなので同性に受け入れられるか怪しいところがあった。


    　メイド長と衝突した案件で多少丸くなっていると思うが、おかしいことはおかしいと言うのは汐ノ宮さんの性格によるところが大きいからすぐには変わらないだろう。


    　そういう意味では、二学期頭から西高セイコー祭さいの準備があって、そこに汐ノ宮さんが参加する流れになるというのはよかったかもしれない。これで女子の間での距離も縮まるはずだ。


    　まあ、人の心配する前に、自分も男子との距離を縮めて、男友達を作れという話なのだが……これは今後の課題としていきたい。今は待つ時だ。いずれチャンスは来る、はず……。


    　少なくとも、不安について考えるのはもっとあとにしたい。


    　なにせ、まだこのクラスの本命が出てきてないのだ。


    　おそらく多くの人間がその本命が出てくるのを待っているだろう。こういうのは聞かずともわかる。たとえ、ぼっちでも俺だってこのクラスの一員なのだ。


    　真打登場の前に、担任の坊ぼう城じよう先生は勝手にメイドの女子生徒を俺の近くからカシャカシャ撮っていた。男の教師がすると警察事案っぽいが、女同士だからセーフ。それでもギリギリだと思うが。きっとクラスの思い出をまとめているだけだと信じたい。


    「ああ、一い身しん田でんさんの能力があれば、大幅に年齢のサバが読めるんだけどな～」


    　クラスの男子は誰も俺に話しかけてはこないが、先生は普通にこうやって声をかけてくることがある。


    　多分だけど、生徒と教師という関係性の違いだろう。


    　友達ができないというのは水平の人間関係の問題だ。


    　一方で生徒と教師なら垂直の関係性なので、極端な話、礼儀正しく接すればそれでＯＫなのだ。かといって、先生とばかり仲良くしゃべっても、友達はできないので何の解決にもならんのだが……。


    「波は久ぐ礼れ君、一身田さんの異能力を一日レンタルできる異能力とかってないのかしら？　もちろん合コンとかの日に使うの」


    「坊ぼう城じよう先生、婚活での実利的な側面を意識しすぎでは……」


    「私も十二年前はこんなにかわいかったのよ。あの時に婚活してたら、ゴリゴリに男釣れたわよね」


    　女子高生が婚活したら絶対ヤバいし、その婚活、危ない男しか来ないぞ……。


    「さあ、そろそろね」


    　先生が廊下のほうにスマホを向けた。


    　ということは、本命が入ってくるのか。


    　やがて高たか鷲わしがメイド服姿で教室に入ってきた。


    　足取りは生まれたばかりの子鹿のようにぎこちない。ここで胸を張れるほどの気概は高鷲にもないのだ。けど、今はそのほうがかわいげがあっていい。


    　つややかな長い黒髪が、メイド服と完全調和している。


    　そして、羞しゆう恥ちの表情が自然と高鷲の毒やトゲをやわらげて、非の打ち所がない美少女に仕立て上げていた。


    　俺は心の中で「うおおおおお！」と叫んだ。


    　いくらなんでも声に出すわけにはいかなかったからだ。そんなことしたら、あだ名を「グレ君」から「叫んだらいいと思ってる奴やつ」あたりに変更される。


    　とはいえ、男子の中には実際に声を出している奴もいた。


    　性格や内面を審査対象外にすれば、最強の奴が来た。メイド喫茶とかに通いつめる人の気持ちが正直、わかった。


    「あれは反則だわ……」「ハマリすぎ……」


    　女子からもそんな声がする。とくに親しくなかろうとも、美しいものには相応の評価が与えられるのだ。


    「ち、恥ち辱じよくだわ……」


    　高たか鷲わし本人はずっとうつむいて異能力が発動しないようにしているが、ちょっと見ただけでもガチガチに緊きん張ちようしているのがわかった。


    　たしかに高鷲の異能力の特性からしても、注目を浴びれば浴びるほど『ココロオープン』がオープンしてしまうリスクは上がる。何があっても、視線を上には上げられないだろう。


    　できるだけ猫背になって、あまり目立たないようにしているようだが、そんなことをしても美しさは隠しきれていない。


    　その高鷲は女子の集団に入る前にＵターンして、廊下近くで邪魔にならないように立ち尽くしている俺のほうにやってきた。


    「グレ君、何か感想ある……？」


    　ほんの一瞬だけ、俺を見て、即座に視線をそらした。


    　正直、どういう意図でそんなことを聞いてきたのか、よくわからないが、ここは自分の心に素直にいくべきだろう。


    「優勝だ」


    「意味不明なんだけど」


    　俺は素直になりきれなかった。


    　それなら、きれいだとでも言うべきところだった。俺も照れくささが残っていたのだ。


    　でも、弁護させてほしい。高鷲が俺のほうに来たことで、俺までどことなく目立つ感じになっているのだ。ここで変な発言をしたりして万が一「二人は付き合ってるの？」みたいな話を噂うわさ好きの女子に立てられたら──ってそれはないか。


    　とにかく、長話ができる空気じゃなかったのは事実だ。その時の高鷲は完かん璧ぺきな『姫』になっていた。クラスのカーストの最上位の奴やつでも土ど下げ座ざしなきゃいけないようなところにいた。カーストの外側の俺にはまぶしすぎた。


    「いいと……思う」


    「まっ、褒ほめ言葉として解釈しておくわ」


    　高鷲が口元を少しゆるめた。その様子を見られただけでも収穫だった。


    「お前がメイド服を着るとは思わなかった」


    「人ひと研けん以外でも、友達作るからね……」


    　小声だったけれど、高鷲のその言葉は重かった。


    　受験当日の学生みたいな、戦いに出向く人間のような顔をしていた。


    　ああ、あの勝負のこと、真剣に考えてるんだな。


    　メイド服まで突っぱねていたら、クラスではいよいよ孤立する。ここは外交努力として呑のんでやろうということか。高鷲は高鷲なりにこの西高セイコー祭さいに懸けているのだ。決して売り言葉に買い言葉で俺に友達作り対決を挑んだだけじゃない。


    「ちなみに今は予行演習だからしょうがないけど、西高セイコー祭さい当日に見に来たりしたらコロスから」


    「あ、うん……」


    　こっちの言葉はもっと重かった。


    　俺もあまりうかうかしてはいられない。いや、うかうかしているわけでも油断しているわけでもないんだけど……男友達を作れるチャンスってそんなにないんだよな……。


    　男友達ガチャとかってないかな……。ないな。友達って金で作るものじゃない、よな……多分……。


    「うわー！　高たか鷲わしさん、メイドというより、もっと偉い人って感じだよねー！」


    　一い身しん田でんさんが女子の集団の中で声を上げていた。


    　それが呼び水になって、女子たちが似たり寄ったりの感想を言い合う。


    　そのまま高鷲はメイド服姿の女子のところに自然と吸い込まれていった。


    　喫茶店としてのクオリティは知らんが、メイドのクオリティは破格のものになったと思う。これならどれだけコーヒーがゲロマズでも許される。


    「高鷲さん、本当に美人さんだね！」


    　一身田さんがまた声をかける。長身のままの一身田さんと高鷲のツーショットはとても絵になった。ごっこ遊びの空気じゃなくて、まともなメイド喫茶の店員二人に見える。


    「あ、あなたもその長身、かっこいい、んじゃない……？」
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    　高たか鷲わしはうつむいたまま、どうにか一い身しん田でんさんを褒ほめた。その時気づいたが、高鷲は人を評価する語ご彙いは貧困だ。罵ば倒とうの十分の一ぐらいしかない。


    「あなたも似合ってるわ。皮肉とかじゃなくて、その……ちゃんとした意味で」


    　視線は合わせられないが、その代わり、高鷲はできるだけまともな返答で応じようとしていた。その努力だけは、俺には痛いほどわかった。少なくとも毒舌キャラの怖さはない。


    「こういう服着ると、そわそわしちゃうけど……が、頑張ろうね……」


    「そうね。服を着て立ってるだけなら私でもできるし、サボってないと思われる程度にほどほどにやるわ」


    　あれ、ごく自然と高鷲と一身田さん、仲良くなれそうじゃないか……？


    　高鷲の態度はまだ相手を無条件に受け入れるというほどのものじゃない。


    　殻からみたいなものはやっぱりある。でも、以前ほど強固な殻じゃない。少なくとも、殻についていた他人を傷つけるトゲは消えつつある。


    　その変化に一身田さんが気づいてくれたなら、友達になれる可能性はある。


    　もしかして俺はメモリアルな場に立ち会っているのだろうか。


    　高鷲が独立独歩で友達を作れる場に。


    　──となると、俺は高鷲との勝負にすごくあっさり負けるのでは……。


    　おかしいぞ……。あの高鷲がそんな短期間で友達など作れるわけがないとタカをくくってたのに……雲行きが怪しくなってるぞ……。


    　現状、荷物を運んでただけのモブが俺の立ち位置だ。クラスに貢こう献けんできていると言えば、聞こえはいいが、どっちかというとお情けで仕事をもらっているといったほうが近いだろう。こんな仕事しかドレイン持ちの俺には任せられないからな……。


    　まさに今、俺は男子の誰ともしゃべっていない。


    　見事にぽつんと孤立している。


    　周囲にはいくらでも男子がいるが、その誰ともつながっていない。


    　これって大変よろしくない状態なんじゃないか……？


    　このままでは中学同様、地獄の修学旅行になる……。


    　俺は背筋が寒くなるのを感じながら、気を紛まぎらわすようにメイドたちで盛り上がっている教室の中央を見ていた。


    　机が抜けた教室は普段の感覚よりはるかに広かった。


    　その教室に野の島じま君が「クッキー出してみたよ～。試作品だけど、こんなのでどうかな？」と入ってくる。


    　彼の異能力は手からお菓か子しを出せるというもので、彼がいたことでクラスの出し物も大義名分的に喫茶店になったところがある。


    　異能力者の高校なので、どうせなら異能力を前面に押し出したほうがいいのだ。


    　当然、俺みたいに押し出すと不祥事になる異能力もあるので、ものによるけど。


    　みんなが教室中央の野の島じま君に群がっていく。


    「おいしい」という無難な感想が聞こえてくる。そう、コミュニケーションはそれぐらい無難でいいのだ。食レポみたいな、たいそうな発言はいらないのだ。


    　けど、俺はその中に入っていくのすら尻込みしてしまう。


    　理由はあった。人口密度が高すぎて、ドレイン持ちの俺が近づくと迷惑だ。


    　──けど、それは言い訳だろう。


    　もっと人数が少なくても俺は勇気がなくて入っていけなかった。


    　まあ……彼の異能力と俺の異能力って相性悪いし……。彼の近くにいると、能力の発動を邪魔してしまう……。一度、おいしさを吸い取ったことがあった。


    　しかも、今は手に荷物持ってるから取りに行きづらいし……。


    　違う。どんどん言い訳リストを作るな。


    　どんなに上じよう手ずな言い訳ができても何も解決しない。


    　それは身を守っているようであって、援軍が来ない砦とりでで籠ろう城じようしているようなものだ。結局、渇ききって死ぬしかないんだ。


    　しかし、俺はその場にとどまっていた。


    　足を踏み出すことができない。


    　友達とは呼べないような距離感の集団に入っていくことができない。


    　もし、そこで「なんで、こいつ来てんだよ」みたいな目をちょっとでもされたら、多分最低五年は忘れられなくなる……。


    　この調子じゃ、男友達なんて夢のまた夢だな……。


    　なにせ俺が作ろうとしていないんだから、できるわけがない。


    　大学に入りたいと言って、受験に行かない奴やつみたいなものだ。


    　結局、俺は夏休みでも根本的なところは何一つ変わってないんだな。少し関係が改善したエリアスだって、元から知り合いだったわけだし……。俺から動いたというか、愛あい河かが画策して会わせてくれたわけだし……。


    　その間も高たか鷲わしと一い身しん田でんさんはお菓か子しの試食に並びながら、何か話している。


    　ほぼ互角と思っていたのに、とてつもなく水をあけられてしまっている……。


    「波は久ぐ礼れ君、不安そうな顔しすぎよ」


    　ぽつんと取り残されていた俺に話しかけてきたのは、近くにいた坊ぼう城じよう先生だった。


    　ぼっちに対するフォローに来てくれたのだろう。担任からすれば、リア充も俺も生徒の一人で、平等なのだ。


    「すいません、顔にはあまり出さないようにしているんですけど……」


    　辛しん気き臭くさい顔しても状況がよくなることは絶対にないからな。むしろ、反感を買うだけだ。


    　ぼっちだからといって、いかにもつらいですという顔はまずい。いよいよクラスで孤立する。そんな奴やつと仲良くなりたい奴など存在しない。


    　しかし、ぼっちであることを担任に心配されるのも。これはこれできつい──


    「好きな女子がほかの男子にとられたらヤバいとか思ってたでしょ」


    　なんでか、この担任はドヤ顔をしていた。まあまあ、小こ憎にくらしい顔だった。


    「あなたは、いったい何を言っているんですか……？」


    　どうやら、このアラサー担任、全然見当違いなことを考えていたらしい。


    　心の声なんてものは高たか鷲わしみたいな例外しか読み取れないものだが、それにしてもずれすぎだろう。いくら国語の教師じゃないとしても、読解力がなさすぎる！


    「高鷲さんは猫でも知ってるとおり見事な女神っぷりだし、汐しおノ宮みやさんもゴリゴリにキュートよね。一い身しん田でんさんは一つ前の席だから、お世話になってるし気になるのかしら」


    　まだ誤解に気づいてないのか、何も考えずにしゃべってるだけなのか、どっちだ？


    　あと、猫でも知ってるという表現も、坊ぼう城じよう先生の決まり文句なので本当に猫が知っているわけではない。


    「私が男なら全員攻略したいと思うわ」


    　このまましゃべらせておくの、危険だな。


    「先生、女子が気になるっていうのは、健全な男子高校生の思考法です。こっちはぼっちなんですよ。恋愛を考える余裕なんてないです。どうやって友達作るかで止まってるんですから」


    　それが俺の偽いつわらざる感情だ。


    　悲しいけど、恋愛がどうとか考えられるところまでたどり着いてないから！　それこそ、「お前、好きな女子とかいんの？」とか話す男子がいないから！


    「……ごめん」


    　先生は俺に対して合がつ掌しようした。


    「いえ、しっかり謝罪されるのも微妙なんですが……。あと、それ、死者に対するやつだから。まだ俺には可能性程度はありますから」


    「けど、人ひと研けんって波は久ぐ礼れ君以外全員女子よね。いずれ恋愛の方向に話が転ぶこともあるかもしれないから、その時は気をつけなさいね。高校生でも修しゆ羅ら場ばって普通に起きるし。若さゆえの過ちでも、許される範囲にしときなさいね」


    　意味だけならわかるが、杞き憂ゆうだろう。


    「俺たちには関係ないことですよ」


    　そのあとの理由が我ながら完かん璧ぺきすぎて泣けてくる。


    「だって、俺の異能力はドレインですから」


    「そういえば、そうね。じゃあ、安全だわ」


    　そこで太たい鼓こ判ばん押すのもどうよと思うけど、まあ、そういうことだ。


    　けど、もし俺の異能力がドレインじゃなくて、全然違うものだったら誰かと恋に落ちたなんてこともありえただろうか？


    　だとすれば、たとえば、愛あい河かとデートしたり……やめよう。たとえ話は空むなしくなるだけだ。


    　それに恋愛より先に男友達だ。中ボスより先にラスボスを倒しに行く発想は改めろ。


    「先生、男友達ってどうやったら作れるんでしょうか……？」


    「何それ、私にケンカ売ってるの？」


    　聞く相手を間違えた。


    「いや、同性の友達をどうやったら作れるかってことです」


    　坊ぼう城じよう先生は一応、思考する顔になったが、


    「気の合う子とは自然に仲良くなるし、そうじゃない子とは無理だったわね」


    　あまり参考にならない回答が来ただけだった。


    「責任まではとれないけど、波は久ぐ礼れ君はいつか友達できると思うよ。だって、人格はまともだから。こういうのって案外大学に入ったら途端にどうとでもなったりするし」


    　先生が真面目まじめに答えてくれていることは干え支とが一周り違ってもわかる。


    　でも、それは俺を安心させるものにはなってないのだ。


    「じゃあ、高校の間だと、どうなんでしょうか……？」


    　俺が抱かかえてる問題は高校においてのことだからだ……。大学生とか社会人とか、そこまでの長期計画じゃない。


    「……ごめん。私、そこまで孤立してたことってないし、異能力者でもないから……」


    　もう一度合がつ掌しようされた。俺は生き仏か。


    　俺と気が合う男子などいるんだろうか。


    　一方、高たか鷲わしと話してる一い身しん田でんさんはそれなりに楽しげに見えた。ちょうど、体のサイズを長身から元のものに戻しているところだった。


    「ふう、やっぱり、これが一番落ち着くよ」


    「小さくなったり、大きくなったりすると、その、疲労とか感じるものなの……？」


    　高鷲は一身田さんの胸のあたりを見ながら尋ねていた。別に胸に興味があるのではなく、あいつなりに相手の顔に比較的近いところを見ようしてるんだろう。


    「そうだね。まさにこんなメイド服着て仮装してる感覚かな？　だから、今はダブルパンチで疲れてるかも」


    　一身田さんもいつもより口数が多い気がする。メイド服という特殊な服のせいで、気分が舞い上がっているんだろうか。


    　視線が合わなくても、気が合うことはあるのかな。


    



    　　　　★


    



    　人ひと研けんのシミュレーション室でも、西高セイコー祭さいの準備がはじまった。


    　こちらでも、まずは自分のクラスとやることは同じで、余計な机と椅い子すをかたづけるところからスタートする。


    　こういった力仕事は当然、俺と大だい福ふくがやる。


    　大福がいてくれてありがたい。男が一人なのと二人いるのとでは全然違う。


    　俺が一メートル前で机を持って歩き、その後ろから大福がついてくる格好だ。一応、俺のほうが人研という依頼主側に当たるので先導して前を歩いている。


    「大福が手伝ってくれて助かるけど、生徒会のほうは大丈夫なのか？」


    　俺が言うのもおかしいけど、外部の人間が人研に尽くすメリットが読めない。


    　この大福という男は聖人ではあるまいか。あるいは名前的に福の神の化身かもしれない。


    「生徒会の人手はすでに足りてるからね。バリバリ仕事する人がいるから雑用以外はだいたい暇ひまなんだ」


    　大福はまったく偉そうな態度は見せない。どっちかというと、やれやれといった態度で始終過ごしている。これは元々のものらしい。


    「それってエリアスのことだよな？」


    「そうそう。竜たつ田た川がわ副会長。彼女一人で三人分ぐらい働いてるからね」


    　幼おさな馴な染じみが褒ほめられるのはエリアスであっても、悪い気はしなかった。


    「あれで言動がまともだったら言うことないんだけどな……」


    「だねえ」


    　大福は語尾を伸ばして答える。


    「ままならないものだよね。あんなにかわいいのに彼氏いないとか、奇跡だよ」


    　そうか。アレな奴やつすぎて忘れていたが、あいつも美少女のカテゴリーに入る存在なんだよな。


    　しかも、なんとも豊満な胸をしてるし。将来、あの胸をもむ男が出てくるんだろうか。あっ、余計なことを考えたらムカついてきたので忘れよう……。


    　エリアスの胸より、もっと大事なことがあるのだ。


    　俺と大福って今日も違和感なく会話が続いてないか？


    　それも、しっかり会話を続けようという努力もほとんど払ってないのに。


    　もちろん、机を運ぶという作業中のことにすぎないし、俺は一メートル以上前を歩いているから、首をちょいちょい後ろに向けてはいるものの、大福の顔もろくに見られてないわけだけど、会話のキャッチボールはできている。


    　まさか、本当に夏休みの間に俺は成長したのか──なんて妄もう想そうはしない。


    　きっと大福のキャラのおかげだ。


    　大福卜ぼく全ぜんという男は、何も拒こばみはしないのだ。


    　とりあえず全部受け入れてくれる。短い間ではあるが、これまで何かを大だい福ふくが拒んだところを見たことがない。エリアスの無む茶ちや振ぶりにさえちゃんと従って、今も俺たちを手伝ってくれているじゃないか。


    　だから俺みたいなコミュ力０のぼっちにすら（いくらなんでも卑ひ屈くつすぎた。コミュ力15ぐらいにしてくれ）、しっかりと受け止めて会話ができる。


    　とはいえ、そんな大福と同じ仕事をしているというのは、男友達を作る最大のチャンスなんじゃないのか!?　むしろ、ほかにチャンスの萌ほう芽がらしきものも何もない。クラスで今から友達作るのよりは、まだ難易度低いと思うし。


    　いや、まあ、クラスで男友達を作れないと班行動をする修学旅行で詰つむのには変わりはないんだけど……まずは大福と仲良くなって高たか鷲わしとの勝負に勝つことを考えていきたい。


    　しかも俺と大福の間にはエリアスという共通の話題がある。


    「エリアスが迷惑かけて申し訳ない。幼おさな馴な染じみとして謝罪しとく」


    　とくに本気で謝ってるわけではない。こうやってエリアスをダシにして話を広げていくのだ。エリアスもたまには役に立つ。まあ、異能力は俺の千倍役に立つんだが。


    「いやいや。あれで副会長に助けられてもいるから」


    　ちゃんとエリアスの話題を大福は受け止めてくれた。やはり、共通の知り合いは話のタネとして最高だ。


    　俺の脳内にＳＤキャラのエリアスが五体並んだ。


    　大福との話に困ったら、お助けアイテムとして、このチビエリアスを投入していこう。


    　これはいける！　仲良くなれる！　つまり、高鷲にも勝てる！


    　しかし、意気込んだところに、さらりと背後から爆弾が投げ込まれた。


    「業なり平ひらは副会長と付き合ったりはしないの？」


    「ふえぇっ!?」


    　自分の声帯からこんな声出るのかといった声が出た。


    　努力して、エリアスと付き合ってる自分を想像しようとしたが、俺に皮肉を言ってくるエリアスの顔がすぐに浮かんだので諦あきらめた。


    　それどころか、頭の中のチビエリアスたちが一斉に俺にペットボトルのキャップをぶつけてきた。


    　ついでに「このキャップとでも付き合ったらいいんじゃないかい？」とか笑いながら言ってきた。しかも、五体いるのでうるさい。想像上のこととはいえ、ムカつく。


    　おのれ、エリアスめ！　お前がかわいいことは認めるが、かわいいだけだからな！　お前の邪悪なところを俺はよく知ってるぞ！


    「幼馴染は付き合わないといけない法律なんてないぞ」


    　少しばかり間があいた。


    　ぼっちはこういう間に敏びん感かんなのであまりあけないでもらえると助かる。


    「そっか。ドレインだと難しいよね。いろいろとできないし」


    　どうも変な納得の仕方をされている気がする。


    「むしろ、大だい福ふくはどうなんだ？　わざわざ聞いてくるあたり、怪しいんだけど」


    　ここは当然、聞き返す流れになる。


    　まさか、こんなに早くコイバナをやることになるとは思わなかった。


    　こうも気軽に、相手にコイバナって振っていいものなのか？　もっと親密にならないとダメだと考えていた。だって、プライベートに関わることだし……。


    　だが、大福の言動は気になる。どうも恋の鞘さや当あてっぽさがあるんだよな。


    　客観的事実として、エリアスは美少女だ。


    　それと、エリアスは巨乳だ（これも客観的事実）。


    　以上より、エリアスを狙ねらっている男子がいてもおかしくはない。


    　さあ、どう出る？　大福？


    「う～ん、副会長は性格がちょっときつすぎるんだよね……。言動がとにかく積極的すぎるっていうか……」


    　リアルなダメ出しが来たぞ！　生々しすぎる！


    「ああいうタイプだと仮に付き合っても相手に主導権を握にぎられ続けて、そのうち一方的に飽きられそうだから……僕はパスかな……」


    「思ったより真剣にシミュレーションしてるな……」


    　高校生のコイバナのノリじゃないだろ。実際にしたことないから想像でしかないけど、なんか違うと思う。


    　坊ぼう城じよう先生が合コン会場でしてそうな話になってしまった。


    「もう少し、のんびりしてる子のほうがいいかな。どこかにそういう子いないかな」


    「見つかるといいな……。俺は恋人は最初から諦あきらめてるから考えたことないけど、大福にいい彼女ができることは祈ってるよ」


    「うん、中三以来、彼女がいないからそろそろほしいよ」


    　さらりと大福は言った。まったくの自然体だった。


    　──だが、俺は心中穏やかじゃなかった。


    　彼女いたんだ……。中学の時にはいたんだ……。


    　なんだろう、背信行為などどこにもないのに裏切られた気分になっている……。待て待て……。彼女がいた男とは友達になれないとか、そんなルールはない。


    　まずは友達！


    　俺はほんとにその一歩からはじめないといけない。


    



    　机を運び終わったらレイアウトのターンになった。西高セイコー祭さいも近づいているし、そろそろ配置を確認したほうがいい。高たか鷲わしとか、そういうのすごくこだわりそうだし。


    　セレクトショップらしい、それらしい棚を部屋に並べる。こんなの、どこにあったのかと思うが、ちゃんと空あき教室から引っ張ってきたらしい。高校って探せば、意外となんでもあるものだ。


    「こういう備品ってね、処分が難しいのよ。税金で買ってるものだからね。それで面倒だから、倉庫とか空き教室とかにぶち込んでおくの」


    　高鷲がリアリストらしいことを言った。


    　まず、愛あい河かの棚だ。棚に百円均一の雑貨を並べていく。


    「しかし、コップとか器とか、値段を聞かないと一桁大きい値段を言われてもまったくわからん。鑑定士でもなければ、そんなのだいたいの人間はわからんだろうけど」


    　オシャレ雑貨の店に千二百円の値札をつけて並べられていても、何一つ違和感はない。


    「そうですよ！　百円でもその価値は無限大なんです！」


    「いや、価値は百円でしょ」と高鷲が職人みたいに今回もクソリプ入れてきたが、無視する。


    「価値はともかくとして、オシャレ度は高いと思うぞ。さすが愛河だ！」


    「わーい、褒ほめられちゃいました！　将来、結婚してもこうやってオシャレな部屋にします！」


    　愛河が両手を頬ほおにわざとらしく当てた。


    　その言葉にどきりとした。


    　今、結婚って言葉を出す意味って何だ……？　もしや、俺に気があるとか……。


    　やめろ。その「もしや」に価値は一切ない。


    「そういえば、えーりんはどんな人と結婚したいですか？」


    　愛河が後ろから高鷲の両肩に手を置いた。すごいな。一学期中にしっかりと高鷲と和解したとはいえ、凶暴なトラとスキンシップとってるようなものだぞ……。


    　だが、その質問はかなり興味があった。


    　高鷲、果たしてどう答える？


    「一いつ緒しよにいても、ムカつかなくて、かつ無能じゃない人間」


    　重い。しかも、リアル。


    　しかも、真顔で言いやがった。いっそ、照れながら「そんなの、知らないわよ……」とか言ってくれたほうがなんぼかよかった。


    「えーりん、もっと楽しい回答ってないんですかー？　ねえ、ねえ？」


    　愛河、トラがおとなしいからって調子に乗ってたらそのうち殺されるぞ……。


    「どうでもいいけど、菖蒲あやめ池いけさんの手ってあったかいわね。手が冷たい人は心があったかいって言うけど、だとしたら、手があったかい人は心が以下略」


    「お前、その真顔をやめろ！　機械みたいな冷静で辛しん辣らつな対応をやめろ！」


    「やたらと人間にまとわりついてくる羽虫っているわよね。なんか、そういうのが来てる感じ」


    　だから、それを真顔で言うな！


    　それでも愛あい河かのほうもこりずにそのまま腕を後ろから高たか鷲わしの前に伸ばした。男女ならカップルでしかやらないレベルの接近具合だ。


    「もう、友達同士なんだから、もうちょっと愛河の話に付き合ってくださいよー。好きなタイプとかはいないんですかー？」


    「だから、無能じゃない人間って言ってるでしょ。始終一いつ緒しよにいる奴やつが無能だったら腹が立って仕方がないでしょ？　『いい人』なだけでは足りないの。それだったら猫でも飼うわよ。そのほうがかわいい分、ムカつかないし」


    　ダメだ。根本的に話が噛かみ合ってない。悲しいほどに噛み合ってない。


    「あのさ、汐しおノ宮みやさんはどんなコンセプトにしたのかな……？」


    　見ていられなくなって、俺は汐ノ宮さんに話を振った。


    　汐ノ宮さんは旅行記や詩集、猫の写真集、新書といった本をちょっとずつ棚に入れていた。これはまさしくセレクトショップ感がある。


    「本はメイド長と相談して決めましたの」


    　たしかにメイド長はじっと棚のラインナップを凝ぎよう視ししていた。


    　メイド長がどういう意見を出してきたのか謎なぞだが、それっぽいものになっているのでいいんじゃないだろうか。そもそも、あいつ、本って読むのかな。


    「本のいくつかは今回買ってみましたの」


    「それ、かなりお金がかかったんじゃ……？」


    「中古品が中心ですし、大半はわたくしの私物を持ってきただけですわ。もし私物が売れたら、新品を買いなおしますの」


    　なるほど。そういう考え方もあるのか。どの本も見た感じはきれいだから、安く売る必要もなさそうだし。


    「いいね、いいね。これぞブックカフェって感じがあるよ」


    　大だい福ふくも興味深そうに本を眺めていた。汐ノ宮さんの棚だけ見れば、小こ粋いきなブックカフェだ。


    「汐ノ宮さんって趣しゆ味みがいいね」


    　わずかに大福の目元が笑った。全体的に表情の変化が小さい。


    「いい意味で落ち着いているよね。こういうお店を提案した僕としてもうれしいよ」


    　だが、言葉では抜かりなく汐ノ宮さんを褒ほめる。俺なら、女子を褒める時、表現がキモくないかとためらってしまうのだが、大福は迷いなく汐ノ宮さんがうれしくなることを言っていた。


    　これが中学の時から彼女がいた人間と、ぼっちの俺の差だろうか……。


    「そんな。これもメイド長のアドバイスのおかげですわ。分厚い本は避けて、気軽に読めるものだけにしましたの」


    　メイド長、まともな意見を出してたんだな。それは大事だ。背伸びして読もうとした本が四百ページを軽く超えてると、その時点でパスってなっちゃうからな……。


    　しかし、大だい福ふくめ、人を褒ほめるのも上じよう手ずだな。


    　こういうところを盗んでいって、俺も成長しなければ……。


    　そして、最後の高たか鷲わしの棚は──


    　俺から見ると、よくわからないＣＤが並んでいた。


    　あと、売り物じゃないと思うが、相撲すもうグッズが空あきスペースを埋めている。まったく統一感がない。


    　力士の手形付きサイン色紙とか、ポストカードとか、扇せん子すとか、湯呑とか、バスタオルとか、果ては軍ぐん配ばいまである！　この軍配は絶対に高いやつだろ！


    「いまいち、ＣＤの集まりが悪かったから、相撲グッズを並べることにしたの」


    「ただのお前のコレクションの展示だな……。セレクトショップというか、ほぼ相撲グッズショップだ」


    　ちなみに俺は棚をあてがわれていない。


    　事前に高鷲から「グレ君がどうせセンスいいもの置くとか無理でしょ」とか煽あおられた。怒るどころか、これ幸いとばかりにセンスがないと言って、本当に置かなかった。


    　実際、中途半端なものを置けば、人格まで否定した高鷲の毒舌がやってくるし、男子高校生の棚とか俺が想像してもろくでもないものになるのは見えていたので、参加しない口実ができたのはありがたかった。


    　ただでさえ、俺は誰とでも仲良くなれるように、広く浅くを意識している面がある（口で言うとアレだから誰にも言えないけど）。なので、こだわりの品みたいなのはよくわからない。


    「まあ、これもまたアリなんじゃないかな。こういう空間は買い物を楽しむというより、雰ふん囲い気きを楽しむものだしさ。高鷲さんらしさが出ていて、いいと思うよ」


    　大福が何かのプロかというほどに見事にフォローに入っていた。


    　お前は優等生か。いや、生徒会の人間だから、普通に優等生なのか。


    「あなたも見る目があるじゃない。小こ兵ひようながらも粘り強い相撲で関せき脇わけまで昇進するタイプよ」


    　どんなタイプだ、どんな！


    　高鷲は当然のように、自分のフィールドに持ち込んで話をしようとする。もうちょっと相手に合わせようとしろ。気をつかえ。とはいえ、そんな俺もぼっちなので、説得力がカケラもないのだが。だから、あくまでもツッコミも心の中でしている。口で言うと、「お前が言うな」感が出る。


    「そうかな。僕なんてせいぜい、十両と前まえ頭がしら下位を行ったりきたりで、なかなか前頭に定着できない関取ってところさ」


    　なんで大福も相撲ネタ対応できるんだ!?


    「あなた、なかなか面おも白しろいじゃない。人ひと研けんに入らない？」


    「雑用とはいえ、僕が引き抜かれたら副会長が怒りそうだから遠慮しとくよ」


    　断り方もスマートだ。俺がとった戦法と同じく、エリアスをダシに使った。


    　でも、こうもすぐに断るということは、人研は眼中にないということか。まあ、一般的に見れば怪しすぎるけど……。


    　そのあと、俺は大だい福ふくを意識的に観察した。


    　大福は決してでしゃばったりしない。しかし、ずっと蚊か帳やの外というのとは違って、違和感なく会話をさしはさめる。よく切れるメスみたいに、すっと自然と入り込む。


    　俺もでしゃばってはないはずなんだけど……ただ入れない人って空気が出ているんだよな……。何が違うんだ……？　話に入っても、強引に押し入るみたいになって後悔する時も多いし……。


    　商品兼展示品を並べる作業は割合あっさり終わった。


    　そのあとも大福は汐しおノ宮みやさんと関西の鉄道事情について話し、愛あい河かには格闘技のことを質問したりして、話をつないでいた。


    　明らかに俺より会話上じよう手ずだ。


    　学ぶことはあるはずだ。大福は遊び人的なチャラい奴やつじゃない。俺でも大福のようになれる可能性はある。


    　そして、その大福の対応力は俺にもきっちり発揮された。


    　どんな音楽を聴いてるのかと大福に尋ねられたので、人気のヘラクレイトスというバンド名を答えた。


    「ヘラクレイトスはセカンドアルバムのほうがいいよね」


    「わかる！　わかる！　本当にそうなんだよ！　ブレイクする直前が一番いい法則！」


    　やった！　売れてるバンドの話題に対応する準備してた努力が初めて報われた！


    　俺も大福と音楽談義できっちり盛り上がっていた。


    「ライブも素晴らしいから行ってみてよ。最近は会場が大きくなってるけど、その分チケットは取りやすくなってるから」


    「……俺、ドレインがあるからライブは無理なんだ……。聴き専なんだ……」


    　こういう時、普段はそこまで気にしてないハンディキャップが大きく見える。


    　ライブはあこがれだが、一生行くことができない。客が五人ぐらいのお通つ夜やムードのライブとかなら理論上は行けるけど、そんなの気まずくて俺が行きたくない。バンドメンバーがＭＣで客を数えられるレベルとか地獄だろう。


    「じゃあ、ライブＤＶＤ貸そうか？」


    　俺はその言葉に硬直した。


    　そして、大福の言葉を脳内で反はん芻すうした。


    　口元がぴくぴく動いているのが自分でもわかる。


    「ん？　どうしたの？　なんか、まずいことでもあった？」


    「いや、俺、人から本とか借りるの、夢だったんだ……」


    　だって、そういうの友達からしか借りられないからな……。俺には貸してくれる人間関係がずっとなかった……。気になったら自費で買うしかなかった。資本主義に貢こう献けんしまくっていた。


    　逆に言えば、大だい福ふくは俺に躊ちゆう躇ちよなくＤＶＤを貸すと言ってくれている。


    　つまり、俺と大福は友達と言ってもいいのではあるまいか!?


    　そんな解釈もできるんじゃないか!?


    　いや、はしょりすぎなのはわかっている。


    　大福はエリアスに派遣されてきた助すけっ人とだ。


    　その助っ人が派遣先で会話を合わせるのは普通のことだ。これだけで友達という扱いにしてしまったら、人ひと研けんの女子全員を俺の彼女と言ってるようなものである。事実誤認も甚はなはだしい。


    　それでも──


    　大福となら友達になれるかもしれない。


    　俺はちらっと高たか鷲わしのほうを見た。


    　人研を介さずに俺も友達を作るぞ！


    　ちなみに高鷲はまったく俺のほうを見ていなかった。限りなくどうでもいいらしい。


    「じゃあ、業なり平ひら、明日ＤＶＤ持ってくるね」


    「うん！　絶対返すからな！　借りパクとかは絶対にしないからな！」


    　高鷲に「なんで、いちいちそんなこと誓約してるのよ」と横よこ槍やりを入れられたが、些さ細さいなことだ。


    　翌日、大福は本当にＤＶＤを貸してくれた。


    　すぐに梱こん包ぽう用ようのぷちぷちに入れて傷がつかないようにして、カバンに入れた。貸してもらったＤＶＤに傷がつくことは絶対に避けねばならん。それで、不信感が芽生えたら終わりだ。


    



    　　　　★


    



    　そして時が経つのは早く──というか、そもそもそんなに日がなくて、西高セイコー祭さいがある週の月曜が来た。


    　西高祭は土日にあるので、次の土曜から西高祭がはじまる。


    　直前に準備をするのは面倒なので、放課後にはもうシミュレーション室の配置作業は終わらせていた。どうせ、人研の活動なんて、あってないようなものだし、西高祭の店の仕様になっていても問題ないだろう。


    　今日は生徒会の仕事があって、大福はまだ来ていない。さすがに西高祭一週間前で多少はやることがあるようだ。ＤＶＤを俺が返却した日に言っていた。


    　本番同様に、棚は設置済みだし、店の前に貼る【『セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』】という看板代わりの紙も印刷できている。これは汐しおノ宮みやさんが作ってきてくれた。メイド長がパソコンの横について指導してくれたらしい。


    「よし、これで明日から西高セイコー祭さいだって言われても困らないな！」


    「いや、困ることは困るでしょ」


    　静かにクソリプを入れつつ。高たか鷲わしはシミュレーション室をゆっくりと巡回する。意地悪な小こ姑じゆうとっぽさがある。


    「どうも、質素で貧相ね。あまりにも空あき教室の印象が強すぎるわ。少なくとも、意識は高くないでしょ」


    　高鷲にケチをつけられた。


    「そんなこと言っても、まさしく空き教室だからしょうがないだろ……」


    「多少なりともこだわりがいるわ。値札だって、ちゃんとした値札を買ってきたほうがいいと思うわ。それだけで安物っぽさが減るし」


    　意見はわかる。問題があるとすれば、俺が何か買ってきても、百二十パーセント高鷲はまたケチをつけるということだ。それはムカつく。なので、俺が買いに行く流れにはしたくない。


    「はいはーい！　じゃあ、愛あい河かが買ってきますよ！」


    　愛河は嫌いやな顔一つせず、買い物に行くと主張した。このやさしさを高鷲に移植したい。


    「菖蒲あやめ池いけさん、どうせ駅ビル三階か、サンチョパンサ最上階にある百円均一ショップを使う気でしょ……？　さらに安くっぽくなる装飾するのだけはやめてね……？」


    　高鷲は百円均一女王の愛河を警戒していた。その二箇所は愛河にとって二大百円均一スポットであり、俺たちも何度か話を聞かされているし、俺も個人的に使ったことがある。


    「じゃあ、お前のほうから事前に具体的に指定しとけよ。それならリスクも減る。あと、サンチョパンサのほうに俺もついていくわ。缶コーヒーを二ケースほど買っておきたいし」


    　店名は『意識高い系』だが、量販店サンチョパンサで安く済ませてしまうのだ。意識は高く、コストは低くが正しい文化祭である。愛河一人に行かせるのも悪いから、ちょうどいい。


    「そうね、グレ君が行くなら連帯責任になるし、ちょうどいいわね」


    　結論部分の「ちょうどいい」だけ俺と同じだが、内容が大幅に異なっていた……。


    「あっ、いいですね！　業なり平ひら君、行きましょう！　愛河もジュース三十本ぐらいなら持てますし！」


    　いや、三十本も買ったら余ると思うし、どのみち俺が持つぞ……。これで女子に三十本持たせて自分が手ぶらというのは、どんなに俺がクズでも選択できん！


    「じゃあ、愛河と行ってくる。汐しおノ宮みやさんは高鷲が余計なことをしないか見張っておいてくれ」


    「何事もありませんわ。わたくしは高鷲さんを信頼していますから」


    　菩ぼ薩さつのような笑みで汐しおノ宮みやさんが返事をした。


    　この同好会、女子の人格のプラスとマイナスが極端すぎる。


    



    　残念なことに高たか鷲わしの言葉がある意味、的中した。


    　サンチョパンサ最上階の百円均一ショップのフロアに着くと、マジで愛あい河かは余計なものまで買おうとしだした。


    「商品用コップ、もっと追加で買っておきましょうか」


    「いや、もういいって！　どうせ二日しかないから余ったら面倒だし！」


    　愛河の財さい布ふのヒモがゆるみそうになると、俺が適てき宜ぎ止めるというスタイルになった。なんにでも興味を持つ飼い犬をリードする主人の状態になっている。


    　しかし、そんなところも含めてまんざらじゃない気分の自分がいる。


    　愛河と街を歩いてると自分にかわいい彼女ができたような疑似感覚が味わえるのだ。


    　もちろん、疑似感覚だ。しかも、一メートル以上離れてるため、付き合ってると通行人も認識しないと思う。むしろ、部活は同じだけど、とくに仲は良くないのかなとか思われてる気もする。


    　それでも俺が脳内でどう思おうが自由だ。それに、一メートルだろうが二メートルだろうが、どれだけ離れていても愛河は笑顔を俺に向けてくれる。そんな女子、母親以外だと、愛河が初めてかもしれない。
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    　ありがとう、愛あい河か！　愛河の幸せは俺が守る！


    　まあ、たいていの男には格闘技習ってる愛河が一人で勝てるけど。


    「どうしました、業なり平ひら君？　愛河を離れて見てる時のパパみたいな顔してますけど？」


    　不思議そうな顔で、愛河が首をかしげている。


    　ある意味、心を読まれているが読まれても問題なかった。


    　そっか、恋愛感情じゃなくて、父娘おやこの愛情みたいになってるんだな……。


    「いや、なんでもない。値札も買ったし、必要なものはだいたい揃そろったかな」


    「あと、二十分ぐらいいていいですか？」


    　まあまあしっかり見る時間だな。


    「うん、最悪、高たか鷲わしにＬＩＮＥで遅くなるって言っておけばいいし。別に直帰しても、荷物は明日学校に持っていけばいいし」


    「はい！　じゃあ、じっくり物色しますね！」


    　百円均一のチェーン店で、どうしてこんな曇りのない笑顔が見られるんだろうというほどの笑顔だった。その笑顔には億の価値がある。


    　ドレインがなければ、俺、愛河に告白してるのかな？


    　また意味のない空想だ。ドレインがなければ、俺の人生そのものがまったく別になっていた。


    　愛河はまだ全然、品定めに飽きてないようだけど、俺のほうは飽きてきていた。買う気もないのに、ペンを見比べていた。


    　そのせいで脳が余計なことを考えるようになってきていた。


    　ドレインで恋ができないことがつらいとよく嘆いていたけど──


    　むしろ、俺が本気で女子に恋をしたら、苦しくてやっていけないんじゃないか？


    　恋をしていないからこそ、俺はかろうじて精神を保っているんじゃないか？


    　そういえば、ほかのことがどうでもよくなるような恋愛なんて、したことがないもんな。修しゆ羅ら場ばも、逃避行も、振られたことすらもない。


    　おそらく、愛河との距離感も今がちょうどいいんだ。これ以上、近づいたりしたら、そこに待ってるのは、結局悲劇だけだ。ドレインがあるまま、恋愛が成じよう就じゆすることなどないのだから。


    　ていうか、付き合うこと前提にしているあたり、非モテっぽい思考法だな。何か、気を紛まぎらわすことをしよう……。


    　俺はＬＩＮＥで高鷲に、まだけっこうかかるから帰っててもいいと連絡をした。


    『グレ君が監督役でいてよかったわ。菖蒲あやめ池いけさん、百円均一に来ると人格変わるから』


    　返信はすぐに来た。


    『あながち否定できない……』


    　予定よりかなり時間がかかって、ようやく俺たちは西高セイコーへの帰途についた。距離があるから電車を使う。ラッシュにはまだ時間があるので、俺でも安全に乗れる。安全なのは俺じゃなくてほかの客だが。


    　ホームで電車を待っている間（なお、それぞれ別のドアの乗車位置）、愛あい河かが装飾用のテープや値札が入っている袋を見て、うれしそうに笑った。思い入れでもあるみたいにわざわざ値札カードを手に取っている。


    「愛河、これが夢だったんです」


    「値札カードを買うのが……？」


    　百円均一マニアの愛河ならありうる。


    「違いますよ～。文化祭の買い出しです。愛河、女子から警戒されてた時期が長かったんで、中学でもあんまりお仕事もらえてなかったんですよね」


    「そっか。愛河は愛河で普通の学校生活、送れてなかったんだよな……」


    　今の愛河が元気すぎて忘れそうになるが、あの高たか鷲わしがぼっちと判断して声をかけたぐらい、愛河は浮いていた。


    「ですよ。だから、愛河、こうやって普通の青春を送れる日を待ってたんです。普通に遊んで、普通に恋をして、素敵だと思いませんか？」


    　恋という言葉でまた俺の気持ちが変に揺らいだ。震度四ぐらいだった。


    「『普通に勉強して』っていうのが抜けてないか？」


    「それは、まあ、置いておきましょう」


    　まさか、俺と恋しないかなんて言えないので、冗談しか返せない。いっそ、愛河の異能力がなければ……。いや、俺が告こくれるわけないよな。


    「だから、愛河と業なり平ひら君とえーりんとランランと、ずっと友達でいましょうね！」


    「うん、だな。高鷲がいると七十回愚ぐ痴ちを言われそうだけど」


    「それこそ、えーりんの醍だい醐ご味みじゃないですか」


    　もう、ツウみたいな意見になってるな。愛河の人を受け入れすぎるところも問題かもしれない。


    　うん、愛河が言うように俺たちは、ずっと友達でいるのが最善なのだ。


    　でないと、せっかく同好会になった人ひと研けんは空中分解してしまう。


    　電車が入線してきた。俺と愛河は違うドアから車内に入る。


    　缶ジュースを満載したビニール袋が動かす時に、少し手に食い込んだ。このジュースの重さが、俺のドレインの業ごうの重さのような気がした。違うか。こんな軽いものだったら、俺はもっと幸せになっていたはずだ。


    　かくして必要な物品も揃そろって、あとは西高セイコー祭さいを待つだけになった。
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    　十月最初の土日、この二日が西高セイコー祭さいだ。


    　二日間は誰でも西高に入っていい。女子高とかだと招待券を持っている家族だけしか入れないとかいった場所もあるらしいが、うちは広く一般に開かれている。


    　むしろ、異能力者というマイノリティーのことを知ってもらうという崇すう高こうな目的も、本来はあったらしい。とくに校区内の異能力者の中学生なんかには、来てくれと連絡を入れているはずだ。異能力者の子供がいる保護者向けに、ある種の入学説明会みたいなのをしてる部屋もある。


    　こういうイベントはもし大雨にぶつかったりすると、その時点で終了ムードが漂う危険があるが、西高祭はその点、恵まれていたようで、二日とも晴れそうだ。


    　天気を操る異能力者が情熱でも傾けたんだろうか？　いや、そんな壮大な異能力を使える奴やつはさすがに西高でもいないか。


    　俺たちのような少人数の部活や同好会で何かをやる奴は、クラスの出し物よりそちらを優先していい。建前上、俺のクラスはそうなっていた。でも、本当に何もしてなかったら、陰で何を言われるかわからないので、前日に居残って、かなり働いておいた。


    　なので愛あい河かを除くメンバーは、西高祭スタートの九時、シミュレーション室に集まっていた。助すけっ人との大だい福ふくも来ている。愛河はシフトの関係上、最初はクラスの出し物に参加している。


    　この部屋が今日と明日は、セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』になる。


    　俺と大福が運んだ棚を置き、同じく不要備品としてあったボロいソファとテーブルの応接セットを引っ張り出してカフェスペースを作っている。かろうじてアンティークっぽさが出ていると言えなくもない。


    　百点満点とはお世辞にも言えないが、少人数で体てい裁さいを整えたという点では、その努力は評価されてしかるべきだろう。


    　少なくとも写真展示でおしまいというようなことよりは絶対にいい。


    　九時になると、校内放送が「今から西高祭一日目をスタートします！」と元気に告げた。


    「よーし！　どこに出しても恥ずかしくない文化祭にいたしましょうね！」


    　汐しおノ宮みやさんがメイド長と一いつ緒しよに手を振り上げていた。こういうところは、汐ノ宮さんはちょっと愛河に近い。二人とも、表に出ている本性が善なのだ。


    　一方で、俺は高たか鷲わしにこんな命令を受けていた。


    「グレ君、このチラシを撒まいてきて」


    　チラシには必要最低限のこんな情報が載っていた。


    



    ゆったりまったりカフェとコレクターズアイテム（雑貨）、カフェ『意識高い系』


    買い物や展示見学だけでも歓迎！


    



    「お前、こんなの作ってたんだな……」


    「参加するからには全力を尽くすわ。デザインは姉にやらせたの。見てのとおり、デザインって次元のものでもないけどね。フォントいじった程度でしょ」


    　お姉さんもいい迷惑だな。せめて、姉に感謝の言葉を向けろ。


    「千円でやらせたら、テキトーなものを作られたけど、ないよりはマシね」


    　視線が下を向いているので、汐しおノ宮みやさんと比べるとやる気が伝わりづらいが、高たか鷲わしが気合いを入れているのはおそらく事実だろう。千円は払ったみたいだし。


    　人が押し寄せなくても、そんなに目立たない内容にしたとはいえ、ずっと閑かん古こ鳥どりが鳴いているのはつらい。


    「それに、ドリ子も言ってたけど、いい活動をした同好会は同好会費もいただけるのよ。今後の活動のための資金がこの二日の頑張りにかかってるわけ」


    　なるほど。どうせなら、優秀な展示として表彰されて、同好会費をゲットしたいところだ。たこ焼きとか焼きそばとか定番の食品を売るより目立つから、俺たちは有利かもしれない。


    　金のためだからなのか、高鷲がいつもより積極的に感じる。


    　こんなにやる気になっている高鷲を見ていると、こころなしかうれしい。おそらく、これは不良がたまにいいことをしてると、よりよく見える現象に近いのだと思う。


    「チラシを貼ってる場所にゲリラ的に上から貼っていって。当日に上から割り込んでも、そうそう気づかれないだろうし、大丈夫よ」


    　悪質な戦略だが、間違ってはいないと思う。問題は自分でやらずに、人にやらせるところだ。


    「頑張ってね、グレ君」


    　指示を出されたにすぎないが、それでも頑張ってと言われると、わずかながらでもうれしいものだと思った。


    「わかった。やってくる。でもさ、全力を尽くすっていうなら、お前も何かしろよ」


    　高鷲は汐ノ宮さんの売り物の本を一冊取ってきて、ソファに座った。


    　明らかに俺の言葉を聞いたがゆえの当てつけ的な行為である。


    「お前、自分はくつろぐからよろしくっていう意思表示かよ……」


    「違うわ。サクラという高度な手よ。これなら、お客さんも入りやすいし、くつろいでいいんだってわかるでしょ？」


    　よく口が回るなと感心した。


    　なお、サクラの効果のほうは、とくに西高セイコー祭さいの序盤は無意味だ。いきなり校舎の五階から見に来る奴やつなどいない。


    「じゃあ、まだ人が少ないうちに貼りにいくか。少しでも周知しておきたいしな」


    「ああ、僕も手を貸すよ。ちょっと、いい手があるんだ」


    　大だい福ふくが話に入ってきた。


    　今も大福は低血圧そうな、眠たげな目をしているが、かなり頭は回る。


    　おそらくだが、生徒会で長く裏方にいるからだろう。そういうところにいると人間は「自分ならこの時、こうするな」などと口に出さずとも考える。


    「手があるって何をするんだ？　ＳＮＳを使うとか？」


    　後ろから高たか鷲わしが「ＳＮＳはそんなに万能じゃないわよ」といらんことを言ってきた。


    　ぱんぱんと大福が弱々しい柏かしわ手でを打った。


    　すると、窓から何匹もカラスが入ってくる。


    　そいつらは行儀よく、壁際に横一列に並んだ。カラスは知能が高いというが、それだけじゃないだろう。大福の異能力による力も大きいと思う。


    「ああ、カラスを利用するってわけか」


    「そうそう。カラスにチラシを届けてもらえば目立つかなって。人間がやるより絶対に話題になるでしょ」


    「大福、お前、策士だな」


    　ツイッターでも、長文の言論ツイートよりかわいい動物の写真をアップするほうが圧倒的に拡散されるという。きっと、正解だ。カラスがかわいい動物にカテゴライズされるかは怪しいが、チラシを持ってるならＯＫだろう。
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    「人生で大事なことはカラスが教えてくれたよ」


    　これはギャグなのか、ガチなのか、ちょっとわからない。


    　大だい福ふくはしばらくカラスと見つめ合っていた。意思疎通中なのだろう。知らない奴やつが見たら、この光景も少し異様かもしれない。


    　こういうテレパシー系の会話方法をとれる異能力もある。少なくとも大福が「カー」「カー」と口で言って、カラスと対話するよりは自然だ。


    「近くでよく見ると、カラスってかわいいですわね」


    　しゃがみこんで、汐しおノ宮みやさんもカラスと見つめ合っていた。遠目からでも絵になる光景だ。


    「カラスは怖そうなイメージを持たれてるけど、むしろ臆おく病びような鳥なんだ。街で見かけてもいじめないであげてね」


    「当然ですわ。小動物をいじめるだなんて、卑ひ劣れつ漢かんのすることですから！」


    　たしかに汐ノ宮さんが子猫に危害を加えてたりしたら、世も末だ。


    　やがて、カラスたちは「カァー」「カァッ」と鳴いて、チラシを一枚ずつくわえて出ていった。話が成立したようだ。


    「西高セイコー祭さいは異能力者の祭典でもあるからね。異能力で宣伝するほうが正しいでしょ」


    　また後ろで「大福君、グレ君より頼りになるわね。グレ君より」と高たか鷲わしが俺を煽あおってきたが、無視する。


    「僕の目標はカラスみたいに生きることだからね。目立たないけど、ちゃんとやることはやる、そういう生き方がしたい」


    　中二病っぽい発言のようだが、本人は素すらしい。たしかにかっこつけている感じはない。


    「感心してないで、グレ君も行ってきてね。異能力が使えないなら、足で稼かせがないといけないわよ」


    「チラシ、用意したとはいえ、ソファでくつろいでいるお前が言うなよ」


    「チラシを貼るのと並行して西高祭をざっと見てきていいわよ」


    　その交換条件はそれなりに魅力的だった。


    　昼頃になって混みはじめる前にざっと眺めるのは悪くない。むしろ、俺の異能力的に最初からそれを込みで言ってると思われる。


    　十一時から高鷲と汐ノ宮さんはクラスのカフェで店員をしないといけない。その間は俺とかほかの人員でこの五階の穴を埋める必要がある。


    　これって、高鷲なりの俺への気づかいなんだ。


    　感謝の意を伝えようと高鷲に視線を向けたが、条件反射のように、さっと本で顔を隠された。あまり見るなっていうことだろう。


    「お前、さりげなく気がきくな」


    　しょうがないので、口で言う。


    　高たか鷲わしはこっちに目を向けず、本を読んだまま、手だけをぱたぱた振った。


    「キモいこと言ってないで、労働よろしく」


    「わかった。行ってくる……」


    　チラシの束を持って、俺は部屋を出ていった。


    　俺も「ありがとう」って素直に言ってないからお互い様か。


    



    　　　　★


    



    　西高セイコー祭さいはまだはじまったばかりということもあり、校舎内の出し物はどこもすいていた。


    　俺のクラスの横を通ってみたが、こちらのメイド喫茶もまだガラガラだった。


    　別に不人気というわけじゃないと思う。校舎内のものは、どうしても外の屋台とかよりはピークが遅れる。


    　一方、外に出ると、お客さんが屋台に並んでいたり、空を飛べる異能力者が人を抱かかえて、空に浮かせるパフォーマンスをやって、注目を集めたりしていた。


    　ほかにも風を出す能力者による暴風体験とか、わかりやすい異能力を持っている奴やつは、それを使って出し物をしている。


    　ああいう力を持ってる奴は得してるな……。


    　近隣に住む一般住民にとって、やはり、異能力を扱ったブースが気になるらしい。力を持っていても、日常生活では、異能力をほぼ出さない人間も多い。


    　空気の流れを作って、お手玉の大道芸をやってる異能力者なんかもいた。空気を使ってるので、ズルと言えばズルだが、かえって空気でお手玉を空高くまで飛ばしたりして、拍手を浴びていた。


    　将来、コンパとかでやったら、絶対目立つだろうな。これぞ異能力って感じだし。


    　ナチュラルにうらやましい……。


    　パフォーマンスを見ていたら、数分、じっと立ち止まっていた。


    　まずい、まずい……職務をまっとうできないまま帰ったら、高鷲に三年はうじうじ言われるぞ……。とっととチラシを貼ってから、校舎内でも見物するか……。


    　野外の会場の各所に置いてあるＰＲボードは、貼りつけられたチラシでぐちゃぐちゃになっていた。直後に真上から貼って隠すのはＮＧだが、ある程度かぶさるのはセーフだとか、微妙な不文律があるのだ。


    　できるだけ隙すき間まを見つけて、こういうところに『意識高い系』のチラシを貼りつける。


    　ほかにＰＲ用のチラシを置いている台も入り口付近にあるので、そこにもチラシを置いておく。


    　どれほどの効果があるかといえば、ほとんどないだろうけど、それでもやらないよりはマシだ。焼け石に水とはいえ、水はかけたほうがいい。


    「あっ、業なり平ひらじゃないか」


    　屋台のほうから声がしたと思ったら、エリアスが例の『副会長聖水』を売っていた。


    　案の定、ラベルにはエリアスの顔が貼ってある。「水の異能力者が一生懸命作りました」なんてロゴも入っている。


    「お前、ついに一般来場者にもこれを売るつもりか……」


    「だから、なんでこのペットボトルを見るたびにそんな変な反応になるんだ！　水を操る異能力者が水を売ってるだけだよ！　文句があるならはっきり言ったらどうなんだ？」


    　そうだな……。誤解されないことを信じよう……。


    「開始早々、業平と会ったとか、縁えん起ぎが悪いなあ。黒猫に横切られるより百倍きついよ。夏休み以降、不ふ吉きつな空気が続いてる気がする……」


    「俺もお前に憎にくまれ口叩たたかれて開始早々、嫌いやな気分だよ」


    　本来幼おさな馴な染じみにこんなこと言われたらショックで一日寝込むかもしれないが、エリアスは毎度のことなので傷も浅い。蚊にかまれる程度の威力もない。


    「だいたい、夏休みは……そんなひどい思い出じゃないだろ……」


    　俺としては多少なりとも和解したつもりでいたのだ。こういう当てつけは納得できない。


    「そ、そうだね……。君に言いたいことは言ったわけだし……。その部分は撤回する……」


    　思ったより、あっさりと俺の言葉が受け入れられた。エリアスもやわらかくなったんだろうか。


    　ただ、そこで俺が何も言わなかったので、変な間ができた。


    　しまった、すぐにありがとうとか言うべきだったか？　でも、ありがとうはおかしいよな……。何を言っても、また文句が来るならしょうがなかった。


    「それで……わたしが貸した大だい福ふくのほうは上う手まくやってるかい？」


    　エリアスが話をそらすみたいに、そう言った。そうだ、それを言えばよかった。こっちが真っ先にお礼を言うべきところだった。エリアスの憎まれ口先制攻撃で順番が逆になった。


    「ああ、頼りにしすぎて悪いぐらいだ。自己主張が強くないように見えて、やるべきことはしっかりやってくれるし」


    　俺の高評価にエリアスもまんざらでもなさそうだった。


    「まっ、そうだろうね。大福はやる気はかなりある奴やつなんだよ。ただ、わたしみたいにもっとアグレッシブな人間がいると、どうしても相対的に目立たなくなっちゃうんだよね」


    　そういうの自分で言っちゃうのがこいつらしい。自己肯定力が高すぎる。


    　そこでエリアスは自分用のペットボトルをごくりと一口飲んだ。


    「だから、外に放り出してみたら、意外と活躍してくれるんじゃないかと思ったんだよ。花が咲かないのは、土が悪いせいかもしれないからね。違う土に移し替えてみる実験をしてみたわけさ」


    「ほぉ……」と思わず、声が出た。


    「ん？　どうしたのさ？」


    「お前、意外と同僚のこと、ちゃんと考えてるんだな。将来、いい上司になるんじゃないか」


    　かあぁっとエリアスの顔が段階的に赤くなっていった。敵である俺に褒ほめられたからだろう。


    「余計なことは言わなくていいんだよ！　罰として『副会長聖水』を一本買っていけ！」


    「押し売りかよ……」


    　そう言いつつ、俺は五十円チケットを一枚出す。


    　五百円で十枚つづりのチケットで、西高セイコー祭さいはこれで買い物をする。偽造しようと思えば、いくらでもできるショボい印刷だが、そんなセコい犯罪をしようとする奴やつはいくらなんでもいないだろう。


    　俺はエリアスからペットボトルを一本受け取る。


    　一時的に俺に距離が近づく程度のことなら、エリアスは慣れているのか、気にしない。ドレインはずっと近くにいるとヤバいが、ちょっと接近するだけならほぼ害はない。


    　その場で開栓して俺も一口飲んだ。


    「ただ、大だい福ふくはいい奴なんだけど、行動力もあるから、そこだけは気をつけたほうがいいかもね」


    「言っている意味がちっともわからん」


    　エリアスの言葉は警告のように聞こえたが、問題点がつかめない。


    「つまり、大福は業なり平ひらと似ているようで、それとは違う人種ってことだよ。業平なら二割の確率でしか動かないところで、大福は六割強の確率で動く」


    「三倍の開きがあるのかよ……」


    「ひょうひょうとしていて、普段はカラスみたいに目立たない裏方タイプだけど、あいつは業平みたいにぼっちマインドの人間じゃないんだ。その点に関しては注意したほうがいいよ。変なところで食い違いが出てくるかもしれない」


    「忠告してくれてるんだと思うんだけど、全部抽象的でよくわからん……」


    　それに現時点で、大福は何のトラブルも起こしてない。


    　あいつがいきなり誰かに暴言を吐いたり、殴なぐりかかってくるということは、いくらなんでもありえないだろう。異能力からしても、誰かを傷つけることはないと思う。バトル漫画なら、カラスを一斉にけしかけるとかありそうだが。


    「これでも、まだわからないか……。ごめん、君を過大評価していた。業平は所しよ詮せん、ぼっちだった」


    　バカを見る目で、エリアスに見られた。なんだ、その理り不ふ尽じんな失望は……。


    　エリアスがまたペットボトルの水を一口飲んだので、しばらく妙な間ができた。相手が幼おさな馴な染じみじゃなかったら、ありがたくない間だった。


    「業なり平ひらは友達がほしいだろ？」


    「ノドから手が出るほどほしい」


    「それと同じようなことを大だい福ふくは大福の次元で考えてるってことだよ。わたしが言えるのはここまでだ。大福が考えそうなことは、何も悪いことじゃないし、なら、同じ生徒会のわたしがあまり邪魔をするのもよくないからね。わたしは業平と大福の間で中立の姿勢をとるよ。それが副会長のわたしの立場さ」


    　同僚を自然といたわっている空気をエリアスは出している。クラスで会う時よりは四割増しぐらいで大物感があった。


    　つまり、大福も男友達を探してるってことか？


    　なら、何も問題ないじゃん。


    　むしろ、ウィン・ウィンの関係だぞ！　いや、高たか鷲わしとの友達作り競争にも勝てるから、ウィン・ウィン・ウィンとすら言える！


    　ついに修学旅行前に念願の男友達ができる！　もっとも、クラスが違うから、修学旅行の班決めはやはり地獄だが……。ほんと、修学旅行、急きゆう遽きよ中止にならないかな……。


    　だが、俺の浮かれた気持ちとは対照的に、エリアスはバカな奴やつを見る目を俺に向けていた。


    　どうも、俺はエリアスのわずかな期待を裏切り続けているらしい。以前は一切期待されてなかったと思うので、そういう意味ではマシになったと考えよう。


    「多分、業平はわたしが言ってることをちっとも理解してないようだけど別にいいや。はいはい、商品買ったら、散った、散った。業平の異能力はそれだけで営業妨害だからね」


    　エリアスは、しっしとわざとらしく手を振った。


    「お前、客に対して態度が悪すぎるぞ。しかも強制的に買わせたくせに」


    　とはいえ、たしかにずっと雑談をしていたら、居残り組の高鷲にイヤミでも言われそうだし、そろそろ移動するか。せっかくだから、ほかのところも見ておきたい。


    



    　校舎の掲示板の上にも『意識高い系』のチラシを貼っていったら、やがて二年五組の前に来た。愛あい河かのクラスだ。


    　暗幕が廊下に少しはみ出ていて、そこにパンプキンヘッドとか、白いお化けの紙がついていたので、お化け屋敷だとすぐにわかった。


    　そういや、この時間、愛河がお化け役やってるんだったな。


    　ならば、行ってみるしかあるまい。


    　なんでも、このクラスのお化け屋敷は愛河も安心して参加できるようなものにしようという発想で生まれたらしい。それだけ愛あい河かがクラスに馴な染じんでいることがうれしい。もう、サキュバスと呼ばれることだってないだろう。


    　お化けという怖がらせる役なら、きっと愛河の異能力もあまり発動しないはずだ。


    　それだけで決まったということは、いくらなんでもないだろうけど、理屈が多ければ多いほど、出し物がかぶった時、認定される公算が大きくなる。


    　愛河、遊びに来てくださいって言ってたよな。愛河のことだから、社交辞令じゃなくて本心だよな。じゃあ、行ってもいいよな……。


    　そして、俺はチケット二枚を受付で渡した。


    　ただ、俺の顔を見た受付にまずい顔をされた。


    「あの……幽霊役に近づきすぎないでくださいね……」


    　ドレインを警戒されている……。わかっていることではあるが、悲しい……。


    「ニアミスぐらいなら、マジで被害もないですから……。一分も幽霊の真ん前で立ち止まることとかないでしょ……？」


    　冷静に考えれば、いるかいないかわからないお化けより、接触すると実際に意識を失わせて、衰すい弱じやく状態に陥らせる俺のほうが怖いのか……。


    　おどかすほうに怯おびえられるという理り不ふ尽じんな目に遭あいながら入室した。


    　顔にぺちぺち、やわらかいものが当たるが、これは消しゴムらしい。そういや、消しゴムだけを動かせる異能力者がいた気がする。おそらく、小学校時代、届きそうで届かないところに消しゴムがあったりして、動け、動けと念じたりでもしてたんだろうな……。


    　通路の両側からはお化け役が出てくる。


    「うわー！　ぬらりひょんだぞー。あっ、波は久ぐ礼れだ！」


    「こっちは三つ目よー。げっ、波久礼君！」


    「ある意味、西高セイコー最恐の波久礼業なり平ひらだ……」


    　みんな、こっちに気づいて、ビビっている。反応が本来のものと逆！


    「あんたら、ほとんどイジメの領域だぞ！」


    　やはり一学期の表彰集会の件で、同学年では俺の悪名が鳴り響ひびいている……。


    　不可抗力だったという情報は、愛河経由でも伝わっているはずなのに！


    　チケット二枚百円分で、とても不快な気分になるって、どんなプレイだ。お化け屋敷でするのは恐怖体験であって、不快体験じゃないぞ！


    　もやもやしたものを抱いだきつつ、出口のほうに進む。教室を使ってるから広さは知れている。


    　そして、出口手前でそれはいきなり現れた。


    　幽霊っぽい白い服を着た愛河が飛び出してきたのだ。


    　頭には、いかにも幽霊ですという、白い三さん角かく巾きんまでついている。


    「じゃーん、幽霊ですよ～！　うらめしや～、うらめしや～」


    　両手を幽霊っぽく、下に垂らすようにして、愛あい河かがにっこりスマイルでやってきた。


    　その時、俺はまた胸が苦しくなるのを感じた。


    　愛河の異能力が俺に惚ほれろと言っているっ……！


    　油断していた。おどかす仕事なら愛河でも問題ない、そう考えていた。


    　そんなことはない。かわいいものはかわいい！


    　というか、こんなかわいい幽霊がいていいのか!?


    　たしかに幽霊というのは、生前の情報をある程度引き継いだ情報で出てくるはずである。ムチムチのマッチョ兄貴の幽霊が、可か憐れんな病弱美少女の幽霊になるなんてことはありえない。


    　ということは美少女が死ねば、美少女の幽霊が生まれるというわけである。逆に、普通の人が死ねば普通の幽霊となる。


    　つまり、死後も生前のヒエラルキーは維持されるわけじゃないか！


    　なんだ、それ！　死すら解放でもなんでもないのか！


    　まさに地獄！　死んでるだけに地獄！


    　……しまった。よくわからないところで熱くなってしまった。


    　問題なのは、俺の前に美少女幽霊が、笑顔でやってきていることだ。


    「あれ、業なり平ひら君じゃないですか！　こんなところで会うだなんて奇遇ですね～」


    　もう、おどかす気すらないな、愛河……。


    「あのさ、思いのほか、近いからもう少しだけ離れよう……」


    　室内が暗いせいもあってか、愛河の距離がけっこう近い。


    　長話をするとなると、悪影響が出かねない。


    「いや～、今のところ、愛河の幽霊役は大成功ですよ！　最後の最後で、胸がドキドキして落ち着かないってお客さんが何人もいました！」


    　それ、多分、チャームの異能力が発動してるせいだぞ……。


    　吊つり橋効果って言葉があるぐらいだ。お化け屋敷に対する不安なのか、恋情なのか、客も訳わからなくなっているのだろう。


    「一応、設定としては、『あなたを道連れにして引き込んじゃいます。あの世でこそ一いつ緒しよに暮らしましょう』っていうセリフがあるんです」


    　愛河みたいな美少女とあの世で一緒に暮らせるならご褒ほう美びなのでは!?


    「この幽霊さんは生前は愛する人と一緒になれなかったんです。それで、不幸にも死んでしまったあとも、幽霊になってここにとどまっているんです」


    　いかにも幽霊になりそうな設定だ。きっと、身分違いの恋とか、あるいは幽霊のほうが病で死んでしまったとか、何か事情があったんだろう。


    　でないと、こんな美少女に好きですと言われたら、たいていの男はそのままＯＫするからだ。悩む余地すらあんまりない。


    「愛あい河かは悔くいがないように、この世でしっかり愛する人を見つけたいです」


    　うん、俺もできれば愛河のその愛する人になりたい。


    　待て待て、これはあくまでも異能力の効果だ……。


    　騙だまされるな……。早まるな……。


    「できれば、業なり平ひら君みたいに心のやさしい人と愛し合えたら、幸せなんですけどね～」


    　愛河は手を胸の前で合わせて、愛する少女のようなしぐさをする。


    　く、くそっ！　きっと演技の一部なんだろうけど、屈してしまいそうだ！


    　落ち着け、やさしい人ですねという言葉は、女子が男を振る時の常じよう套とう句くのはずだ。「やさしい人なんですけど（顔は好みじゃない）」といった感じで、メインの断る理由を覆おおい隠す時に使うのだ。


    　でも、愛河にかぎって、そんなひどい使用法は行わないだろう。これは本当に俺のやさしさが評価されているということでは……。脈があるのでは……。


    　このドレインがなかったら、付き合ってくださいと叫びたい！


    　それぐらい、心がたかぶっている。


    　けど、これはあくまでも増幅している感情だ。人ひと研けんの俺は痛いほどよく知っている……。


    　おのれ、愛河を支配する異能力「サキュバス」め！　そうか、お化け屋敷だから悪魔であるサキュバスが出たって何も問題ないのか!?　高度な戦術なのか!?
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    「わ、悪い……。このままだと、変になりそうだから俺は出る……」


    「そうですか。店番やってる高たか鷲わしさんやランランによろしく言っておいてくださいね！」


    　俺は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの表情でお化け屋敷を出た。


    　廊下に出ると、受付にいる愛あい河かのクラスの女子がにやりと笑っていた。


    「最後の最後で、すごい仕掛けがあるでしょ。午前の部最高の趣向なの」


    「ト、トラブルがないようにだけ気をつかってくれよ……」


    　俺はまだ落ち着かない胸を押さえながら、五階を目指した。


    



    　　　　★


    



    　わかってはいたことだったが、人ひと研けんブースには誰も客がいなかった。


    　人研メンバー＋大だい福ふくがソファに座ったり、ぽつんと立っていたりして確実に喪もの空気がある。


    　しかも、この時間、愛河が幽霊をやっている関係で、陽の空気を作れる奴やつがまったくいないのだ。メイド長は幽霊だが、とくに喪や負の空気を出すというわけでもなく、むしろ、空気のように立ってる汐しおノ宮みやさんの横でなじんでいた。


    「ものすごく、なんか言いたそうね」


    　ソファで売り物の本を開いている高鷲に言われた。落ち着き払った顔をしているが、内心で何を思っているかは不明だ。案外、焦あせっているのかもしれない。


    「まだ、はじまったばかりだ。大丈夫、大丈夫……」


    　大丈夫と二回言っている時点で俺も焦っているのは確実だった。


    「そうよ。なにせ、明日もあるわけだし……。つまり、半分以上あるということ……」


    　あっ、高鷲もまずいと思いはじめてるな……。同好会費どころじゃないもんな……。


    　もう少し人の出入りがほしい。それにしては、売り物が客に媚こびてなさすぎるが、でも客には来てほしい。人間とはそういうアンビバレントなものなのだ。


    　ただ、人研全員が暗くなっているわけではなかった。


    　汐ノ宮さんは自分の棚をちょこちょこいじって、お客さんが来るのを待ちわびていた。期待が不安に勝っている。


    　いかにも念願の自分の店を持ったばかりの女店主という風ふ情ぜいがある。


    「メイド長、どうです？　とても似合っているですって？　よかったですわ！」


    　あの謎なぞの生物は何を基準に褒ほめているんだろう。


    「おしゃれだと思うよ。汐ノ宮さん」


    　そこにあまり存在感のない大福が乗っかっていった。まただ。また、さらりと女子を褒めた。うらやましい。ああいうことを俺はやれない。あの時、ああ言えばよかったなとか、夜になって反省することが過去の経験上、多すぎて、どうしても二の足を踏んでしまう。


    「ほんとですの!?　頑張ったかいがありましたわ！」


    　汐しおノ宮みやさんもはしゃいでいた。局所的にはちゃんと人ひと研けん内部でも盛り上がっている。


    　逆に言えば、この喪もの空気は高たか鷲わし一人が出してるわけか……。


    　客が少なくてもあまり痛々しくない形式にしたとはいえ、貴重な文化祭だ。いい思い出を作りたいのだろう。俺にはわかる。


    　なぜなら、俺もまったく同感だからだ。


    　異能力のせいで、普通からかけ離れているからこそ、高鷲も俺もむしろ通俗的な幸せがほしくてたまらないのだ。


    　それが目立たないありふれたものだとしても、経験したことがない人間にとってはごちそうに見える。


    　チェーン店のハンバーガーを食べたことがない人間は、一回ぐらい食べてみたいと思うだろうし、回転寿司に行ったことのない人間は一度ぐらい入ってみたいと思うはずだ。


    　どっちも食べたことあるから、そういうものなのかはわからないけど。ていうか、俺はセミを食べたことないけど食べたいと思ったことないので、ハンバーガーを食べたことない人も、別に食べたくないのかな……。しまった。自分が脳内で出したたとえを自分で否定してしまった……。


    　と、とにかく……普通というものは普通じゃない人間にとっては、そうそう手に入らないものなのだ。


    　今回、俺と高鷲がとった道は違う。


    　俺は勝ちの目がなさすぎるので、人研の中でも裏方にまわった。つまり、逃げた。


    　けれど、そこで高鷲は攻めに出た。棚に商品を並べて売った。戦うことを選んだ。


    　──逆に言えば、負けることもあるということだ。


    　そのリスクを高鷲はとらないといけない。


    　現状、俺にできることは何もない。


    　せいぜい客が来ることを祈るだけだ。


    　数人でいいので、入店してくれて、ついでに飲み物を注文してくつろいでくれ！


    　それで一気にこの部屋に存在意義が出る！


    　祈りは、思いのほか、あっさり通じた。


    　なんと一い身しん田でんさんがシミュレーション室に入ってきたのだ！！！！！


    ※とても重要なことなので、！　を並べて強調しました。


    「こんにちは、自分のシフトの前にざっとまわってるんだ。この部屋って二年二組率、高いよね」


    　シフトの前だから、一身田さんはメイド服じゃなくて制服姿だった。少しだけ残念。


    　ちらりと一身田さんが高鷲のほうを見た。


    　間違いない。高たか鷲わしに会うために、一い身しん田でんさんはわざわざ五階までの階段をのぼってきたのだ！


    　俺には高鷲が、秀ひで吉よしが死んだと聞かされた時の徳とく川がわ家いえ康やすに見えた。


    　わかりづらいたとえだが、それだけ高鷲に好機が訪れたということだ。


    　今だ！　今こそ友達を作る時だ！


    　まあ、友達作り勝負としては、俺が負けになるんだけど……そんな些さ細さいなこと、この際どうでもいい！　お前が勝ったら好き勝手俺に命令しろ！


    　だが、高鷲は視線をあさっての方向に向けたまま、ソファから動こうとしない。


    　なまじ、どっしり座ってくつろいでいただけに立ちづらいのだろう。重心、完全に後方に来てるしな。まさか、知り合いが来るだなんて考えてもいなかっただろうし。


    　けど、ここで動かなかったら、終わりだぞ。


    　相撲すもうで言えば、横綱を土俵際まで追いつめてるような状態だぞ！


    　行け、高鷲！　お前は名前に「鷲」の一文字を持っている。獲物を勝ち取れ！


    　わずかに高鷲が腰を浮かしたように見え──


    「一身田さん、こんにちは。セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』ですわ。おすすめの本を棚に並べていますの。缶コーヒーなどもありますから、よかったらゆっくりしていってくださいませ」


    　先に汐しおノ宮みやさんが話しかけちゃったよ！


    　余計に話しづらくなっちゃったじゃないか。何してるんだ……。


    　高鷲の重心はまた後ろに戻っている。ソファに撤退してしまった。


    　置いていた本をまた開きだしたけど、あれ、絶対に頭に内容、入ってないだろ。


    「へえ！　狛こま犬いぬの写真集なんてあるんだ！」


    　ほら、話題が汐ノ宮さんの本に移った！


    　いや、これで汐ノ宮さんと一身田さんが友達になれば、それはそれで大変意義深いんだけど。だけど、だけど……。


    「こういう親子のタイプの狛犬はとくに愛らしいですわね」


    「ほんとだ。子供狛犬がお母さんにひっついてる」


    　どうするんだ！　完全に狛犬トークになっている……。


    　高鷲はその間も何食わぬ顔で本を読んでいた。


    　けど、それは何食わぬ顔を装よそおっているだけだ。二人のところに入りたいのだ。


    　しかし、二人の話が盛り上がっているために入り込む余地が見つからない。


    　俺の独断と偏見による想像だが、そんなにはずれてはいないだろう。ココロオープンが発動してなくても、それぐらいはわかる。


    　一瞬、高鷲が二人のほうを見た。やっぱり、タイミングを見計らっている。


    　高たか鷲わし、こういうのは力押しで強引に入っていくべきなんだ。「私も交ぜて」って一言言えばいいんだ。ウィットに富んだ会話とか不要なんだ。


    　人は自分じゃないことのほうが意識がよくまわるというが、これはまさしくそれだ。


    　できることなら、高鷲の背中を押してやりたかった。


    　なんなら、物理的に押して、二人の狛こま犬いぬトークの間に突っ込ませたかった。


    　言うまでもなく、できない。


    　ドレインがある俺は動けない。


    　つまるところ、高鷲と同じだ。


    　こんなていたらくじゃ、友達が作れないのも当然だよな。俺たちって負け組なんだな……。


    　大だい福ふくは会話中の二人をぽけぇっとした顔で見ていた。大福は俺（と高鷲）が現在、みじめな気持ちになっているのに気づいてるだろうか？


    　まあ、こんな非建設的な心理戦のことなんて思いもよらないよな。


    　汐しおノ宮みやさん、お願いだから、高鷲にも話を振ってやってくれないか？　高鷲はここで自分から入ってこれるほど力はないんだ。君にならできる。むしろ、君にしかできない。


    「ちなみに狛犬といっても、厳密には狛犬と獅し子しに分かれているんですわ。頭に角がついてるかどうかで区別できるんですわよ」


    「あっ、このたんこぶみたいなの、角なんだ！」


    　ああ、ますます狛犬トリビアに！


    　そっちじゃない！　ベクトルを高鷲に向けてやってくれ！


    　自分のことでもないのに、俺は変な汗をかいていた。


    　落ち着かん……。商品の冷やした缶コーヒーを飲みたくなってきた。どうして、俺までそわそわしているんだ。


    　いまだに高鷲は本に目を落としている。


    　もう、その本はしまえ！　本を閉じて現実に目を向けろ！


    　二人の会話に突っ込むのはハードだけど、勇気を見せろ！


    　しかし、事態は意外にも好転した。


    「こっちは高鷲さんのセレクションなのかな？」


    　一い身しん田でんさんが高鷲の棚に興味を示したのだ。


    　再びのチャンス到来。


    　ノーアウト一・二塁のところでダブルプレーに倒れたものの、相手ピッチャーの連続四球で再び、ツーアウトながら満塁といった状態である。


    　高鷲が立った。ついに重い腰が上がった。


    「えっと……これは売るＣＤがあまりなくて、相撲すもうグッズを並べてみたんだけど……。一身田さんはわかるかしら……？」


    　高たか鷲わしはかすかに半笑いになる。突然呼ばれた動揺もあって、笑っていいのかどうかわからなくて、かといって話しかけられてうれしいという気持ちもあって、とにかくいろんな感情がないまぜになっていた。


    　でも、その顔はおそらく俺以外に気づかれる前に仏ぶつ頂ちよう面づら寄りのクールなものに戻る。笑顔で応対する能力はまだ高鷲にはない。それはしょうがない。


    「これ、私物だよね？　高鷲さんって、すごく相撲すもうが好きなんだね。私のところにまで情熱が伝わってくるよ！」


    　よし！　あとは楽しくしゃべるだけだ！


    　しゃべれ、しゃべれ、高鷲！　ラッシュだ！　会話のラッシュだ！　内容は何でもいい。今は長く話すことだけ考えろ！　長く話せば、それだけでポイントになる！　長い会話は自動的に友達っぽさを出せる！


    「そう、かしら……？」


    　おい、その返答は二十点だぞ……。


    　情報量が少なすぎて、話が途切れるリスクが高まる……。


    　なんで、こんなに手に汗握にぎる攻防になっているのか。あっさり押し切って俺を安心させてほしい。人ひと研けんなしで、クラスで友達を作る一世一代のチャンスだぞ。


    「私、相撲はあまりわからないな……。横綱ぐらいしか知らない……」


    　やはり、一般の女子高生に相撲ネタは無理があったか。


    　うかつに相撲の素晴らしさを高鷲が説明する流れになっても、教えるだけの展開になってしまい、悩ましい。


    「こっちはＣＤなんだね。これも高鷲さんが選んだものなの？」


    　よかった。一い身しん田でんさんのほうから話をつないでくれた。首の皮一枚つながったぞ。


    　会話のキャッチボールはまだ続いている。


    「ええ、私のＣＤだけど……」


    　こいつ……。俺を罵ば倒とうする時に見せていたあの豊富な語ご彙い力りよくはどこに行ったんだ……？


    　はがゆい。はがゆすぎる。


    　俺に向けてる毒舌の語彙力の三割でも使えば、なんとでもなるだろ！


    「よかったら……ＣＤも見ていかない……？」


    　高鷲がそう切り返した。


    　なるほど。一身田さんがＣＤを見ている間、会話はしなくてすむ。一時休戦というわけか。


    　だが、リスクも大きい。音楽の話も一身田さんができないとなったら、もうネタがない。


    　そして、一度途切れた会話を紡つむぎなおすのは、だらだら話を続けるよりはるかに難しい。


    　共通の話題もない状態で、話を再開するような能力など高鷲にはない。


    　それでも、その日、幸運の女神はなぜか高鷲に微ほほ笑えんでいた。


    「あっ、『極東より愛を込めて』のアルバムだ。それに『ジュンジュラ』もある」


    　一い身しん田でんさんの口からそんな単語が飛び出した瞬間、確信が持てた。


    　二人は音楽の趣しゆ味みが近い。


    「あなた、まさか『ジュンジュラ』……『ジュン・ジュライ・ノーヴェンバー』を知ってるの？」


    　高たか鷲わしも信じられないといった顔をしていた。


    「ギター・ヴォーカル、ピアノにドラムっていう変則体制のスリーピースバンドが登場した時はびっくりしたよ！　あのヴォーカルの渋さっていうか、明らかに若い勢いとは違うところで戦ってるところがいいっていうか、大人の色気ってああいうのだなって！　歌詞も達観してるというか、むしろ諦あきらめちゃってるところがあるっていうか、地に足がついてるのがいいよね。とりあえず愛とか夢とか語ればいいっていうバンドとは全然違う！」


    　しゃべる、しゃべる！　一身田さんがしゃべる！


    　水を得た魚ってこういうことを言うのかと俺は思った。


    「じゃあ、あなた、まさか『オヴィリヴィアン・フェイク』とかも知ってるの……？」


    「ヴォーカルの親がイギリス人のバンドでしょ。英詞の発音が本物だと聞いててほっとするよね。復活後の配信限定シングルを聞いた時にはまったんだけど、昔の曲も掘り起こして聞いてみてるよ。ほぼ英詞でハードルは高いけど、大好き！」


    　俺は氷水で冷やしてある缶ジュースを二本取り出した。


    「高鷲、一身田さん、このジュースは俺からのサービス。ソファでゆっくり音楽談義してください」


    　高鷲が何か余計なことを言いそうだったので、先にこの部屋のコンセプトを口にする。


    「ここはゆっくり語り合う場所だから、ノドが渇くまで語り合ってくれ」


    　もはや俺は何もする必要がなかった。


    　そこから先は濃密（と俺には聞こえる）な音楽の話がしばらく続いたのだった。


    　高鷲の言葉は、人ひと研けんで話す時の七割ほどの速度と量だった。それでちょうどよかった。いつものまくしたてて、言い負かすところがない。コミュニケーションをとるのにほどよい間があった。


    　多分、それは意図したものじゃなくて、慣れない人間を相手にして、様子をうかがう形になってしまってるせいだろう。でも、それがよかった。ちょうど一身田さんとの会話を噛かみ合わせていた。


    　なにより、高鷲がうれしそうに見えた。


    　視線も合わせられないし、愛あい河かみたいな誰にでもわかる笑顔じゃないけど、楽しんでいることは同じ音楽を趣味に持つ一身田さんにも伝わっているはずだ。


    「三枚目だったかな。九年前に出た春はる彦ひこのソロアルバム。すごくかっこいいよね。若い時の曲よりずっといいよ」


    「それは言えてるわね。バンド時代のとくに初期の曲は、こいつ、英詞が無む茶ちや苦く茶ちやだし、日本語すらおかしいし、偏差値低すぎるだろって思ってたんだけど、三十代になってから、ぐっと深みが増したわね」


    　まだ、ちょっと高たか鷲わしの発言、春はる彦ひこというアーティストへのディスが含まれてるけど、許容範囲だろう。一い身しん田でんさんも「だよねー。初期のアルバム、曲の横に謎なぞポエム、ついてたりしたよね」などと言っていた。ファンの中での共通認識らしい。


    　なお、二人が話をしている間、お客さんはほぼ現れなかった。二人ほど入ってきたけど、すぐに出ていってしまった。俺の店番としての活躍機会は皆かい無むだった。


    　それはそれでいい。セレクトショップ＆カフェは空すいていていいのだ。


    　汐しおノ宮みやさんは大だい福ふくと割りと親しげに話しており、時折、メイド長の動きが気になる以外はこちらも問題ないようだった。


    　まあ、俺はむなしく突っ立っているだけなのだが……部屋にいるのがほぼ身内なだけ、マシである。アウェーの環境でのぼっち状態よりはいい。欲を言えば、誰かとしゃべりたいけど……。手を動かすような仕事もないし……。


    　そんなふうに俺が困っている時、いつもこの天使が助けに来てくれる──ような気がする。


    　十時五十分頃、愛あい河かが帰ってきた！


    「お疲れ様でーす！　調子はどうですか？」


    　天使どころか、頭に幽霊の三さん角かく巾きんがついている。取り外し忘れてるんだろうけど、これはこれでかわいいので黙っていよう。


    「調子はいいとも言えるし、悪いとも言える」


    　部分的に高鷲などにいいところはあるけど、あんまりお客さん自体は来てないということを要約したら、曖あい昧まい模も糊ことした返事になってしまった。


    　ただ、そこはコミュ力のステータスがずば抜けている愛河だ。すぐに高鷲・一身田さんペアに目がいった。


    「ハグルマはあそこで解散せずにやってたら、もっと高評価されてた可能性もあったよね」


    「ラストアルバムは次のジャンルへと進む要素を内包してたものね。ジャケットも現代アートみたいな感じだったし。でも、ギタリストの趣しゆ味みにほかのメンバーがついていけなかったとしたら、バンドとしては潮時だったのかもしれないわ」


    　高鷲は視線を合わせないままだけど、おそらく最低でも二十分は会話を続けていた。


    　しかも、その二十分、高鷲はよく動いていた。


    　商品として置いているＣＤを見せたり、ブックレットを出して一身田さんと盛り上がったり。何も知らない人間が見たら、普通の女子高生に見えた。


    「いい感じですね」


    　愛河が小声で俺のほうを見て、言った。


    「うん」


    　そう答えてから、俺は思った。仲が良かったら、言葉はこんなに少なくてすむのだと。今の俺は「うん」としか言ってない。それで十分なんだ。


    　もし愛あい河かが男だったら、親友が一人いるからもうそれで万事解決ってことになっていたんだろうか。


    　でも、同性だったらまた違う空気感になってるんだろうか。愛河が異能力のせいとはいえ、同性の中で長く孤立してたのは事実なのだ。


    　友達の問題って、もしかすると、恋愛よりも難しいのかもしれない……。


    「さてと、そろそろ十一時ですから、交代の時間ですね」


    　やる気を見せるように愛河が右腕を振り上げた。その二の腕、もっと見ていたい。


    「あっ、そうだった！　目的を忘れてたよ！」


    　一い身しん田でんさんが高い声を出した。


    「十一時から私も高たか鷲わしさんも汐しおノ宮みやさんも、クラスのカフェで接客の仕事が入ってるの。それでここを見るついでに二人を呼びに来たんだった……」


    　高鷲本人は今回はクラスに合わせると言っていたけど、土壇場で逃げ出すおそれもまったくないとは言えないし、そういう点では、監視の意味でも事前に来るのは正しい判断だ。


    　それに二人は（メイド服な意味で）我がクラスの大きな戦力だ。欠くわけにはいかない。


    「本当ですわね。わたくしも失念していましたわ……」


    　汐ノ宮さんも大だい福ふくとの会話をぱちんと打ち切った。


    　三人はぞろぞろとシミュレーション室を出ていく。人口密度が半分になった。


    「三人のメイド服姿か…………………………………………いいね」


    　大福がむっつりキャラっぽいことを言った。


    　ここは乗っかるのが正解だろう。


    「言うまでもなく、最高だ。スマホの撮影機能ってこの日のためにできたのではとすら思う」


    　高鷲がいないので、俺たちのこういう会話も許される。やはり表現の自由って大事だ。


    　その時、窓からハウリングのような音が響ひびいた。


    　ちょうど窓の下では、運動場の特設ステージがよく見える。あそこでマイクテストをやってるせいだろう。昼が近づいて、来場者も増えてくる時間だ。メイン級のイベントが続く時間だ。


    　ただ、ふっと、そのマイクの喧けん騒そうがわびしさを感じさせた。


    　あそこは俺が行くことのない世界なんだよな。


    　俺の西高セイコー祭さいは今年も裏方でごちゃごちゃやっているうちに終わる。


    　無論、文化祭には無数の裏方が必要だ。実行委員の大半はステージに立つこともないどころか、下へ手たをすれば、文化祭をまわって楽しむ時間すらない。実行委員すらそうなのだから、俺なんて裏の中の裏みたいな存在だ。


    　とはいえ、華やかなステージがうらやましいと思うのはしょうがない。


    　こういうところで目立つ奴やつは、社会人になってもなんだかんだで活躍するのかな。


    　人に使われる側と人を使う側、その選別はさりげなく高校でもおそらく行われている。


    　これでも去年の西高セイコー祭さいよりはよほどマシなんだが。


    　去年は「無」すぎて、マジでほとんど記憶にない。つらかった記憶すら思い出せない。


    「ステージはここからでも見えるんだね」


    　大だい福ふくが窓のほうに寄っていった。大福もマイクの音が気になったらしい。


    「でも、どうせならメイド喫茶が見たいんだけどさ」


    「さすがに青空メイド喫茶はないだろ……」


    　大福って、欲望には案外忠実だな。俺だって窓から見えるなら、ぜひとも見たいけど。


    「そんなに気になるなら、二人ともカフェに行ってきたらどうですか？」


    　愛あい河かが仏みたいなことを言った。


    　そういえば、いつのまにか三さん角かく巾きんがはずれている。幽霊は成じよう仏ぶつして仏になったらしい。


    「え？」「いいんですか？」


    　大福のほうは敬語になっていた。


    「思い出は作りにいかないと作れませんからね。西高祭はたったの二日しかないですから。その間の店番は愛河がやっておきますよ！」


    　こんなに俺にやさしくしてくれるの、学校で愛河しかいないので俺はやさしさが受け止め切れていない。ラッキーと素直に思えないぐらいだ。あっ、ていうか、そもそも無理だ。


    「愛河、気持ちはとんでもなくうれしいんだけど、愛河一人で店番をやらすのは心配だ。ただでさえ、ここは過か疎そってるから男の客だけになることもあるだろうし、店番が一人だったら、客も愛河に目がいくし……」


    　まあ、柔道黒帯みたいなのが来ないかぎり、愛河が勝てるのかもしれないが、勝てればそれでいいって問題じゃない。愛河の西高祭の思い出がひどいものになる。


    「それなら、クラスの子が遊びに来てくれますからクリアできますよ。女子が三人は来るでしょうからお気になさらず！」


    　俺が考えつく懸け念ねんぐらい、当事者の愛河が把は握あくしてないわけがないということか。


    「あと、愛河もえーりんの友達ですから。えーりんのこと、心配なんですよね。変な接客してないかなとか……」


    　少しわざとらしく愛河は言って、右手で口元を覆おおった。冗談ぽかったけど、三割は真実が含まれてると思った。


    　そして、また満開の八月のヒマワリみたいな笑顔が俺たちに向けられた。


    「というわけで、お二人、どうぞ行ってきてください！」


    　俺はリアルに愛河に向かって手を合わせた。合がつ掌しよう。


    　般はん若にや心しん経ぎようを唱えられたら、絶対に唱えていただろう。


    「業なり平ひら君、おおげさですよ～」


    「決してそんなことはない。それだけはわかる」


    　かわいいし、性格もいい。天はけっこう二物を与えてくる。


    「業平、行こう。善は急げだよ」


    「そうだな。時は金なりだ」


    　大だい福ふくの表情はこれまでになく、真剣だった。戦う男の顔だった。


    　俺たちの心は変なところで一つになっていた。こうなると友達かそうでないかすら、あまり関係なかった。


    



    　クラスのカフェはさっき通りかかった時とは打って変わって、大盛況だった。


    　満席なので、入れ替え制をとっている。たしかに二日しかない文化祭で、二時間とか粘られると困る。


    　それでも廊下で並ばされるぐらいに混んでいる。もっとも、この程度の待ち時間、どうということはない。それだけの価値はある。


    「『氷の姫』がメイド服着てるらしいぞ」「よく了承したよな」「誰か、弱みでも握にぎってるんじゃないのか？」


    　前で並んでいる客がそんなことを言っていた。たしかに俺はあいつの異能力を知っているから弱みを握っていると言えなくもないが、それを利用できるほどの状況にはない。


    　あいつの店員としての参加は一応、自発的なものだ。


    　人ひと研けん以外で友達を作るとなると、毎日顔を合わせるクラスの人間はまず候補に挙がる。あいつは店員をやることで、クラスとの関係改善を図ったと思われる。


    　そして、ついに俺たちの番が来た。


    「はーい、お二人様ですね。お待たせいたしまし──わっ！　波は久ぐ礼れ君と大福君じゃありませんか！　店番はどうしたんです？」


    　キュートな汐しおノ宮みやさんが、珍客に驚いていた。


    「クラスの女子がけっこう来るから大丈夫だと愛あい河かが言ってた。二人のことも気になってたし、俺たちもそんなに空あけないつもりだから」


    「なるほろほろろ……」


    　メイド服でその謎なぞの口くち癖ぐせ、猛もう烈れつにかわいい。


    　ネームプレートには「らんらん」とひらがなで書いてある。俺が妄もう想そうしてたあざとすぎるネタが具現化されていた。でも、あざとくていい。それがいい。


    　ちなみにメイド長は理髪店のポールみたく、入り口前で突っ立っている。通行人は見もしないので、おそらく一般客には見えない仕様になっているのだろう。


    「じゃあ、波は久ぐ礼れ君、大だい福ふく君……。いえ、ご主人様、特別席へご案内いたしますわ」


    　そうか。ご主人様と呼ばれるシステムなのか。


    　さりげなく大福は右の拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめていた。


    　大福は感情表現は地味だが、じっくりと表現をする。


    　でも、特別席の正体がわかって、俺のテンションは少し下落した。


    　部屋の隅すみの、実質的な隔離スペースに俺たちは通された。


    　とくに俺の席は大福寄りのテーブルからかなり離れている。つまり、俺専用席ってことだ……。大福が一人で座ってるところに勝手に俺が合席をしたような格好だ……。


    「なんか、悪いね……」


    「いや、ドレインだからな……。そっちが申し訳なく思う必要はまったくない」


    　それに隅だからこそ、人ひと研けんメンバーの働きがかえって、観察しやすい。


    　高たか鷲わしは本当にいた。本当にメイド服だった。準備期間で一度見たが、いいものは何度見たっていい。それになんだって準備より本番を見たほうが盛り上がる。


    　ただ、あまり接客には出ない。というか、常に汐しおノ宮みやさんか一い身しん田でんさんを視線で追っている。


    　その二人とだけ会話して切り抜けるつもりだな……。


    　一身田さんがちょうど何かフォローのようなことを言っていた。「もじもじしてるのもかわいいよ」とかそんなことを言ったらしい。高鷲の表情がゆるんだ。


    　鷲というか、餌え付づけされてるインコだな。


    　一身田さんにかまってもらえている時、高鷲の不安がさっと抜ける。


    　やはり、高鷲には一身田さんが必要だ。


    　と、汐ノ宮さんが高鷲のところに行って、何か話しかけた。


    　途端に高鷲がすごく嫌いやそうな顔になった。


    　俺たちがらみの案件なのはほぼ確実だ。高鷲がゆっくりとこっちにやってくる。


    　あれ、来るんだ？　むしろ引きずられても来ないと予想していたんだが……。


    　そして、透明なカップに入ったオレンジジュース二つを俺たちのテーブルに乱暴に置いた。


    　黄色の液体が大きく揺れるが、なんとかこぼれなかった。


    「いや、まだ注文してないんだけど──」


    　もう、高鷲は戻っていってしまっていた。で、やたらとスマホをいじっている。ガチのメイドなら勤務態度最低である。


    　で、こんなメッセージがＬＩＮＥに来た。


    『飲んだらすぐ帰れ。隅っこネズミ野郎』


    　怒ってる……。かなり怒ってる……。


    　まだＬＩＮＥの通知は続く。


    『私を嘲あざ笑わらったらどうなるか、思い知らせてあげようか』


    『報復は必ず行う』


    『古来、謀む反ほん人にんは三族皆殺しだったそうね』


    『す、すいません……』


    　あわてて、謝罪の言葉を入力した。まずは謝罪だ。言い訳は後でいい。


    　そんな慌てる俺を見て、大だい福ふくが笑った。


    「ごめん、態度の悪いメイドから呪じゆ詛そのＬＩＮＥがきてて……」


    「いいよ、続けて。それにしても、業なり平ひらって高たか鷲わしさんと仲いいんだね」


    「え……？　そう解釈されるような要素ないぞ……、むしろ、現在進行形で報復宣言されてるんだけど……」


    　さっきから脅きよう迫はくに近いような言葉が送られてきている。警察に持ち込んだら立件できる。


    「だって、『氷の姫』とＬＩＮＥできてる男子なんてほかにいないよ」


    「……そういう解釈も成り立つのか」


    　そんなことを大福としゃべっていたら、『早く飲め。そして鼻から出せ』と催促にきっちりまた呪詛付きで通知が来たので、俺はオレンジジュースを口に入れた。ちょっとむせた。


    　でも、高鷲の横では一い身しん田でんさんが笑っているのが見えて、俺の心も温かくなった。オレンジジュースは冷たかった。


    　俺も友達作り競争、負けてられないな。冷静に考えたら、俺が負けた場合、高鷲にとんでもない命令をされる……。お菓か子し買ってこい程度じゃすまない……。ヤバい……。


    　二分後、俺は真面目まじめな顔で教室を出た。


    　大福はもっといたかったようだが、高鷲にこれ以上逆らうのは不可能だ。


    「業平、覚悟を決めたような顔してるね。賢者モード？」


    　大福に変なことを言われた。


    「もしかして、誰かに告白でもするの？」


    　そんなコイバナは俺には無縁だ。でも──


    「今、割りと大きな勝負をしてる最中って点では近いかな……」


    



    　　　　★


    



    　──時刻は十四時前。


    　一番のかき入れ時が終わった。とはいえ、五階の『意識高い系』の集客率はずっと低い水準で推移していた。宣伝チラシを貼りつけた程度で客足が増えたら、どこも苦労はしないということか。


    　部屋自体は途中まで愛あい河かの友達が来てたせいで、華やかではあったが、それは純粋な意味では客ではない。それでも百円均一で仕入れた愛河の雑貨が百円──つまり西高セイコー祭さいのチケット二枚でいくつか売れた。


    　そこに高たか鷲わしと汐しおノ宮みやさんが戻ってきた。


    「男子のいやらしい視線ってよくわかるものね。勉強になったわ」


    　開口一番、冷たい声で高鷲に言われた。まあまあ、怖かった。


    「さてと、私は誰かさんの精神攻撃のせいで疲れたし、少しここで休憩するわ」


    　大儀そうに、高鷲はソファに座った。若干、わざとらしい。


    「じゃあ、業なり平ひら君、一いつ緒しよに回りませんか？」


    　愛あい河かに誘われた。それだけで去年のすべての幸せの総量を超えてる可能性がある。美少女に文化祭を回ろうと言われることとか、人生で一度あるかどうかだ。


    　とはいえ、俺はさっき軽く見てきたし、店番をほかのメンバーに押しつけるのは問題がある。自己中心的すぎ──


    「私が一人で残ってるから、みんな行ってきたら？」


    　その言葉に寒気がしてしまった。


    「お前、どうして普通に善意を示せる……？　本当に高鷲か……？」


    「グレ君、明日以降に、無む茶ちや苦く茶ちや怒るから」


    　明後日あさつての方向見たままの高鷲に言われた。


    「時間差で怒るのやめろ！　せめて、今、キレてくれ！　負債みたいにするな！」


    「西高セイコー祭さいの様子なら、クラスのシフトが終わった帰りに、ざっと見たわよ。講堂でやってるライブすら見てきたわ」


    　そっか、こいつ、そつなくこなしていたのか。そういえば、二人のシフトって十三時までだったな。時間ぴったりに終われなかったとしても、小一時間あったのか。


    「結論からいくと、どれも低レベルだったわ。学生バンドも、やってる自分たちが楽しい次元でしかなくて、オーディエンス側を楽しませるところにまでは至ってないわ。わかりやすい曲をやってるだけのコピーバンドよ」


    　何様のつもりだよと思ったが、高鷲は耳が肥えているので、そういう結論にもなるのだろう。


    「だから、今は休息の時間なの。あなたたちで行ってきなさい。私はてこでも動かないわよ」


    　少しわかりづらくはあるが、やっぱりこれは高鷲なりの善意なんだろう。ここまで言わせて、逆らうとかえって高鷲の顔をつぶすことになる。


    「えーりん、ありがとうございます！　愛してます！　じゃあ、業平君、レッツ・エンジョイ西高祭ですよ！」


    　人生でそこまで楽しいことってないだろと思うほどに、愛河ははしゃいでいる。俺が同じ言動をしたら、死ぬほどキモいだろうが、美少女がやると全然アリになる。やはり、人間は平等ではないのでは……。少なくとも、俺より愛河のほうが現実的に見て、価値あるもんな……。


    　そこで卑ひ屈くつになってどうする。これで愛河と西高祭を回れる。最高じゃないか。


    　そうか、俺が非モテ脳だから選せん択たく肢しに入れてなかったが、男女で文化祭をめぐるぐらい、普通なのか……。


    　しかし、となると、大だい福ふくと汐しおノ宮みやさんが残ってしまう。愛あい河かと二人きりというのは最高だが、四人で行動するという形にするべきでは──


    「じゃあ、汐ノ宮さん、よかったら僕と一いつ緒しよに行かない？」


    　大福が汐ノ宮さんをナチュラルに誘さそっていた。


    　な……。女子にそんな気軽に声をかけられるだと……!?


    　この大福という男、いかにも草食系の代表みたいな奴やつなのに、そんなことができるのか……。それ、デートに誘うようなもの──いや、言いすぎか。それだと俺は愛河にデートに誘われたことになる。やはり、一般人の感覚ではそんなに突飛なことじゃないんだ。


    　そういえば、エリアスが俺と大福は違うと言っていたが、こういう意味なのだろうか。


    「わたくしなんかでいいんですの？」


    　汐ノ宮さんはおしとやかなので、すぐに快諾せずに自分で大丈夫かと確認するフェイズをはさむ。諸しよ葛かつ亮りようの三さん顧この礼れいみたいなものだ。


    「一人で回るのは寂さびしいし、あっちも二人で回るみたいだから」


    　あっ、そういうことか。大福からしたら、俺と愛河が付き合ってる可能性が否定できないから、当然のように四人グループで行こうぜとは言えないということか（これは自意識過か剰じようなのではなくて、あくまでも可能性の問題だ。自意識過剰なんじゃない）。


    　ならば、大福は自動的に汐ノ宮さんを誘うことになる。


    「もちろん、ほかに行動する人がいるなら、そっちを優先して。いきなりの提案でびっくりしちゃったらごめん」


    　大福の言葉はやはりローテンションだが、誠実ではある。


    「わたくしと行動すると、メイド長がついてきますわよ？」


    「あ……なるほどね……」


    　これは大福も考えてなかったらしい。


    「別にいいよ。異能力のことは気にしないから。なんなら、僕の友達のカラスも連れていこうか？」


    　大福はそう言ったけど、内心メイド長が邪魔だなとか思ってるだろうな。ペットの犬とは訳が違うからな。むしろ、訳がわからないからな……。


    



    　こうして、男女ペアでの西高セイコー祭さいめぐりが実現したわけだ。


    　とはいえ、最初のうちは四人で校内展示をぶらぶら見た。なんとしても見たいものがあるわけでもないので、すぐに分散するのもおかしいし。


    　俺は異能力の関係上、一番後ろから汐ノ宮さんと大福のペアも眺めていたが、大福は丁てい寧ねいに汐しおノ宮みやさんをエスコートしていた。しかも、異性を意識しすぎて挙動不審なんてこともなく、俺と回ってた時ぐらい淡々としているのだ。相変わらず、大だい福ふくはそつがない。


    　俺のほうは、この状況を愛あい河かと同じクラスの奴やつが見たら、付き合ってると誤解するのではなどと痛々しいことを考えたりしていた。が、またしても一メートル以上離れてるせいで、どっちみちカップル感が出てなかった。はい、問題なし。


    　途中で汐ノ宮さんが講堂の演劇に興味があると言ったので、そこで俺たちは分かれることになった。


    「愛河は外の屋台をもっと見て回りたいですねー」


    「じゃあ、そっち行こうか。悪いけど、先導してくれ。並ぶと不都合がある……」


    　夏祭りの時もそうだったが、人が多い箇所でのドレインはとてつもなく邪魔だ。常に動いてる分にはいいのだけど、列に並んだりして止まると周囲に被害が及ぶ。


    「はーい。まずはここから近いタコ焼きとクレープを狙ねらおうと思います」


    「わかった。ちょっと離れたところで待機してる」


    　これがカップルなら間違いなく一いつ緒しよに並ぶのだが、そういうことはできない。無論、薄情なのでも、空気読めないのでもなく、ドレインのせいである。


    　しかし、タコ焼きとクレープって食い合わせとしてどうなんだろう。どっちも小麦粉だし、近いジャンルと言えば近いのだろうか？


    　しばらくすると、「お待たせしましたー！」とタコ焼きを持った愛河が戻ってきた。


    　俺は愛河からタコ焼きを二つ分けてもらった。それだけで、すでに去年の西高セイコー祭さいより確実によい思い出になった。


    「うん、この素しろ人うとくさい、粉っぽい焼き加減がまた、いかにも文化祭っぽくていいですね！」


    「それ、褒ほめてるのか……？　でも、言いたいことはわかる」


    　本場の、もっとちゃんとしたタコ焼きって中がトロトロの印象があるが、あれは学生が文化祭でやるには難しいのだ。しっかり焼いたボールタイプにどうしてもなる。


    　タコ焼きを食べた直後に、今度は愛河はクレープに並んだ。


    　ずっと立ち食いを続けるのは大変なので、俺たちは穴場である学食の前に移動した。文化祭の間、学食は休みだし、西高祭のメイン会場からも離れているので自販機横に置いてあるベンチが空あいている。


    　俺と愛河はそれぞれ、ベンチの両端に座る。これなら一メートル離れていることになる。


    　他人が見たら破局寸前カップルの距離感だ。これで実はお互いに意識してますっていうのはフィクションでしかない。どのみち、愛河はクレープのほうに意識をやっていた。


    　まっ、俺としてはおいしそうにクレープを食べている愛河を見ていられるだけで幸せだ。完全なるぼっちだった去年の俺は、誰かの表情をいとおしく見る権利すらなかった。


    「業なり平ひら君も一口食べます？」


    　愛あい河かが噛かみ痕あとのついたクレープをこちらに向けた。


    　あっ、俺の視線がほしそうにしてると受け取られただろうか……？


    　もしや、これは間接キスか？　ダメだ。これはタコ焼きをもらうのとは意味が違う。


    「気持ちだけ受け取っておく……」


    「そうですかー。たしかにクレープってシェアしづらいですよね」


    　そう言って愛河は二口目をかじりつく。


    「チョコ、ほっぺたについたぞ」


    「おっと、それははしたないですね。どのへんですか？」


    　この会話の感じ、悪くないなと思いながら、「愛河からしたら左の真ん中あたり、そう、そのへん」と指示を出した。


    　それで、クレープが残り半分ほどになったあたりで、


    「えーりん、とっても努力してますよね」


    　と愛河がにこやかに微ほほ笑えんだ。


    「愛河がお化け屋敷から帰ってきた時、えーりんがしゃべってたの、クラスの子ですよね？　あなたと一いつ緒しよにいて楽しいですって気持ち、相手の人にも伝わったはずですよ」


    　きっちりと愛河は高たか鷲わしのことを見守っていたのだ。


    　ありがとうと言いたかったけど、高鷲に代わって、そう言うのはおかしい気がした。


    「一い身しん田でんさんっていうクラスの女子で、灰あ汁くが強い性格の子じゃないから高鷲には向いてるんだ。ぐいぐい押すキャラはよほどウマが合わないと高鷲は拒否反応を示すからな」


    「やっぱり、業なり平ひら君もしっかりえーりんの保護者をしてますね♪」


    　クレープのせいか、いつもより愛河が上機嫌に見える。でも、保護者って表現は高鷲本人に聞かれたら、制裁が来るレベルのやつだ。


    「同類だから見えるんだ。逆に言うと、俺は同類のことしか見えてないんだけど……」


    　ふと、それで愛河からの感想を聞きたい奴やつがいた。


    「愛河から見て、大だい福ふくってどう？」


    　そう尋ねたのは、大福と俺は違うと、エリアスが含みのあることを言っていたからだ。


    　聞いた自分も抽象的な質問だなと感じた。でも、具体的に質問するのもそれはそれで、はばかられた。付き合いたいとか言われたら、なんかショック受けそうだし……。


    「いい人だと思いますよー」


    　足をぶらぶらさせながら、愛河が言う。


    　誰も傷つけない、無難な表現だ。しかし、もっと突っ込んだ言葉がそれに続いた。


    「ですが、少なくとも大福君は愛河のことは興味ないでしょうから、愛河もそれ以上はとくに感想とかはないです」


    　受け取りようによっては毒のある言葉で聞いた俺のほうが焦あせった。


    　口にした愛あい河かのほうは笑顔を維持している。


    「え……それって、愛河は大だい福ふくに嫌われてるって思ってるってことか……？」


    　愛河は首を左右に振った。


    「いえ、単純に大福君はほかの人のこと、見てるなーってだけのことです。ほら、彼って人ひと研けんのメンバーじゃなくて助すけっ人とじゃないですか。だから、みんなを均等に見るってことはないんですよ。順番ができるんです」


    「なるほど……」


    　こういう「なるほど」は会話が途切れがちになるのであまり言ってはいけないのだが、使ってしまった。


    　やはり、愛河の人間観察力は俺よりはるかに高い。


    　高いのはわかっても、具体的に何が言いたいのかはいまいちわからんけど。


    「大福君、ランランを誘さそったのは積極的だなと、愛河は思いましたよ」


    「それは、愛河が俺を誘ってくれたから、その流れだろう」


    「う～ん、まあ、そういう考え方もできますけどね。でも、そこで一押しできるのって、やっぱりすごくないですか？」


    　愛河はとても楽しそうに、どことなくいたずらっぽさもある調子で話す。


    　まるで、愛河には人研とその関係者全員の行動が見えてるみたいだった。


    「そうだな……。俺なら言えなかったな……」


    　しまった。また卑ひ屈くつな発言をしてしまった。学習能力ないな、俺……。


    「それに愛河は業なり平ひら君と西高セイコー祭さい、回りたかったので！」


    　愛河は俺に極上のスマイルを向けて、ラスト一口のクレープを口に入れた。


    　とんでもなくうれしかった。


    　お世辞だとしても、誰かに文化祭を一いつ緒しよに回りたい人間と認められるのはありがたい。それは人間として価値があるよと言われたも同然なのだ。


    「ありがとう、マジでありがとう」


    「お礼を言われるようなこと、愛河は何もしてないですって。むしろ、愛河はまだまだ業平君にお礼をしなきゃいけない立場ですし」


    　お礼という表現に俺は少しときめきそうになる。


    「えーりんとの仲を取り持って、しかも愛河を助けてくれましたから」


    　愛河は座ったまま、猫パンチみたいな手の動きでクレープを包んでた紙をゴミ箱に投げた。


    　すとんと紙はゴミ箱に落ちた。ゴミを捨てるだけでも、愛河がやると絵になる。やっぱり、人間は平等じゃない。俺より愛河のほうがすぐれている。


    　しかし、これ、もし俺が愛河と同じ女子だったら、ものすごくつらく感じたりするんだろうか？　俺が愛河といてうれしいのは男と女という別のジャンルに属してるからだろうか？


    　俺がリア充を見た時にムカついたり、負けた感じになったりするように。


    　やめよう……。何の発展性もない考察だ。


    「さてと、次は焼きそばに並びますね。それとワッフルも」


    「た、食べ過ぎじゃないか……？　しかもクレープのあとにワッフル食べるか……？」


    　小麦粉を食べないとおかしくなる病気か。


    「え～、文化祭の屋台は別腹ですよ」


    　愛あい河かはおなかをさすってみせる。


    　なぜか、そのしぐさだけで、エロく感じた……。おかしいだろ。愛河は食べ足りないと言ってるだけだ。


    　それから、ちらっと愛河は制服をめくって、へそのあたりを見た。


    「うん、まだまだ入ります。問題ありません」


    　でも、俺のほうは問題があった。


    　おかしいだろ……。水着姿だって見たことあるのに、どうしておなかがちらっと見えただけで、落ち着かなくなるんだよ……。


    　結局、愛河と屋台めぐりをしているうちに、そろそろ戻るべき時間になったので、『意識高い系』に帰った。たしかに、一人で食べ物の屋台回るのは味気ないから呼ばれただけのような気がしてきた……。
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    　でも、愛あい河かと西高セイコー祭さいを回れたって事実と比べたら、そんなこと、些さ細さいなことだ。


    　俺は十年後も二十年後も、美少女と文化祭を一いつ緒しよにめぐったって言い続けてやる。


    



    　　　　★


    



    　高たか鷲わしが言うには『意識高い系』にも後半はぽつぽつ客が来たらしい。


    　俺と愛河が戻ってからも、そういう動きはあったので、間違いではない。ちなみに、大だい福ふく・汐しおノ宮みやさんペアは俺たちが戻ってきた十分後に戻ってきた。ちょうど劇が終わったらしい。


    　西高祭の参加者数が減りだすはずの後半に客が増えたというのは、校舎内の展示も冷やかしてから帰るかという人たちが最後に寄ったせいだろう。


    　あくまでぽつぽつといった調子で、初日が終わった。


    　個人的には去年よりはるかにマシな西高祭だったので、合格点をあげたい。


    　去年はひたすら、早く西高祭が終わることを祈りながら、何の出し物もない裏庭でフランクフルトをかじっていた。講堂の後ろで学生バンドのライブを見るぐらいはできたのだが、前に来て盛り上がってる奴やつらと自分との温度差に絶望して、退出してしまったのだ。


    　文化祭みたいなハレの日には、よりドレインというハンディキャップを感じて絶望する。


    　それに対して、今年はなんとカフェに男子と行くというイベントも成立したし（文字列だけ見るとＢＬっぽいが、そういう意味ではないです）、愛河と屋台をめぐれたし、大躍進である。


    　大福ともそこそこしゃべれているし、これは上う手まくいけば明日ぐらいにＬＩＮＥの交換をして、そのまま友達にということも可能なのでは!?


    　高鷲と一い身しん田でんさんが仲良くなったとしても、高鷲の性格上、決定的なことがないと友達と認められないだろう。その間に、俺が大福と友達ということになれば逆転勝ちもある！　それなら、今年の西高祭は最高の思い出になるな！


    　しかし、そんな俺とは対照的にというか、自分にも、他人にも厳しい奴がいた。


    「こんなんじゃダメだわ。客が少なすぎる」


    　もちろん、高鷲だ。


    　初日終了後、シミュレーション室に戻った『意識高い系』の中で、高鷲は売上記録の紙に視線を落としていた。


    　ジュース数本と愛河の雑貨がそこそこ売れて、あと汐ノ宮さんの本が二冊売れた。


    　高鷲のＣＤは案の定、一枚も売れてない。


    　もしや、自分のだけまったく売れなくて、悔くやしいのか？


    　わかる人にだけわかる品しな揃ぞろえだから、そりゃそうだろうが。


    「出し物としては成立してるからいいんじゃないか？　もともと繁はん盛じようすることやるなんて話じゃなかったし」


    「だとしても、まだやれることはあるわ。私は文化祭を不完全燃焼で終わらせた記憶を残したくないの」


    　強い語調で高たか鷲わしは言う。


    　意味はわかる。


    　高鷲は「文化祭をやりきった感」がほしいのだ。


    　無難に置きにいって、逃げきったという気持ちを避けたいのだ。あと、あわよくば同好会費もほしい。


    　友達作り競争をしてるとはいえ、結局のところ、西高セイコー祭さいにおける俺と高鷲の間での勝利条件は共通なのだ。


    　西高祭を充実させたい。


    　高校三年間が黒歴史だったなんて記憶を持って、将来を生きたくない。


    　案ぐらいは俺の中にあった。


    「方法はないこともない。でも、効果があるかは結果次第だけどな。そんなに簡単じゃないぞ」


    「もったいぶらなくていいから、早く話しなさい」


    　高鷲の目が俺の策を待っている。悪い気はしなかった。


    　俺は策と呼ぶほどでもない策を話した。結局、それは可能性を示したにすぎないからだ。そこでどう転ぶかがまったくわからない。


    　高鷲は俺が話し終わるまで、視線が合わない範囲で俺のほうを凝ぎよう視ししていた。にらんでるようにすら見えたが、これはやる気になってるだけのはずだ。


    「なかなか使えそうな話を聞かせてもらったわ。ありがとう」


    　その瞬間、高鷲の顔に「ありがとう」と言う人間の顔には決して浮かぶことのない邪悪な笑みが浮かんだので、嫌いやな予感がした。


    「その方法で最大限の戦果を引き出してみせるわ。そして、ついでに同好会費ももぎとろうじゃない」


    　嫌な予感は直後にきっちり当たった。


    「ミスコンに出て。汐ノ宮さん」
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    　西高セイコー祭さいの花形というと、なんだろうか？


    　それは二つのステージだ。


    　一つは講堂で行われる演劇や軽音楽部のステージ。


    　今年の演劇部は闇やみに立体映像を映し出せる異能力者が在ざい籍せきしてるし、軽音楽部にも音をその空間内に効果的に反射させて、音響効果を大幅に高められる異能力者がいる。


    　どちらも迫力の面では、並の高校文化祭には負けない。


    　まあ、俺が講堂で見学するとなると、後ろからそうっと見るしかないので、さほど臨場感も味わえないのだが……。


    　そして、もう一つは、運動場の特設ステージである。


    　とくに二日目はミス西高が選ばれるほか、各種イベントが盛りだくさんである。


    　初日はミスター西高が選出されたらしいが、こっちのほうは興味ない。まったくもって興味がない。そんなところに出る男子は百パーセント、自意識過か剰じようのウェイ系なのだ。


    　で、そのミスコン──正式名称は「ミス西高」に高たか鷲わしは「出ろ」と言った。


    　当然、「出る」ではない。


    「る」と「ろ」で似ているようで大違いである。


    　高鷲は親を人質にとられても絶対に出ないだろう。


    「ミスコンに出て。汐しおノ宮みやさん」


    　汐ノ宮さんに高鷲は白羽の矢を立てた。ここに弓矢があったら、本当に狙ねらったかもしれない。


    「グレ君が今言った提案を完かん遂すいするの。『ステージに出まくってアピール作戦』で集客率十五倍よ！」


    　しかも、きっちりと俺のせいであるかのように責任転嫁っぽい発言を加えることを忘れないあたり高鷲である。


    　やっぱり余計な提案をしてしまっただろうか……？


    　俺の提案は、高鷲が言ったように、『ステージに出まくってアピール作戦』だ。


    　運動場のほうのステージでやってる各種イベントの多くは参加型で、直前まで参加者を募集している。


    　そこで上位に食い込めば、当然目立つ。


    　まして人ひと研けんがことごとく上位を独占するなんてことになれば、『意識高い系』も大いに目立つというわけだ。


    　だが、これはあくまでも理想論である。


    　ステージで片っ端から一位になるような策はないのだ。


    　だから、高たか鷲わしに「理想論お疲れ様」と一いつ蹴しゆうされて終わりだと思っていた。


    　が──高鷲はむしろ邪悪な笑みで「ありがとう」と言った。


    　俺は封印されていた悪魔を呼び覚ましてしまったのかもしれない……。


    「ええっ!?　わたくしがミス西高セイコーだなんて……。分ぶん不ふ相そう応おうですわ……」


    　驚いて開いた口を汐しおノ宮みやさんは手でふさぐ。ここで「よーし、わたくしにお任せ！」なんて言うキャラではない。というか、そんなキャラは人ひと研けんには所属しない。


    「それに、そういったことであれば、わたくしなんかより愛あい河かさんが……あっ！」


    　汐ノ宮さんもそれが不可能だと言っているうちに気づいたようだ。愛河がわざとらしく、頭をかいた。


    「愛河が出ちゃったら、異能力でパニックを引き起こしちゃうかもしれないんですよね……。一学期にひどいことをやらかしちゃいまして……」


    　そう、ミスコンなんてものに愛河が参加できるわけがない。ダイナマイトを体にくくりつけて、キャンプファイヤーするぐらい危機意識がない行為だ。


    「そういうことよ。だから、消去法で汐ノ宮さんしかいないの」


    「いや、消去法なら一応お前って選せん択たく肢しも残って──」


    「さっき、汐ノ宮さんは分不相応と言ったけど、そんなことはない。勝機はあるわ」


    　俺の高鷲へのツッコミは当然無視された。「黙れ」と言われるよりはライトな対応だ。


    「それに、私は毒舌だからこそウソはつかないわ。あなたが言うようにミスコンに出るのが分不相応ならちゃんと言ってるから。そこは安心しなさい。あなたはかわいいわ」


    　嫌いやなフォローだが、汐ノ宮さんはそれもそうかといった顔になった。


    「まず、あなたのお嬢様キャラならきっとほかの勘かん違ちがいした参加者どもと比べて差別化が図れる」


    　その言葉から、高鷲もミスコンに出るような奴やつが嫌いであるということはよくわかる。ある意味で、俺と気が合う。


    「しかも、あなたは一学期末に西高に来てる。西高ではまだあなたを知らない生徒も多いはず。つまり、新鮮ということよ。こういうの、新鮮なほうが印象としてすぐれてるでしょ」


    「でもさ、高鷲、審査員が学生なら、新鮮さより知名度があるほうが有利なんじゃ──」


    「黙ってて」


    　都合の悪そうな俺の意見は即座に却下された。


    「汐ノ宮さんには情報が多いの。情報が多い者が勝つ。グローバル社会もミスコンも同じよ」


    　グローバル社会とミスコンを同一視するな。


    「で、ですが、それならわたくしに加えて高鷲さんも参加なさるべきでは？　そしたらミスコンで人研が一位になれる可能性も高まってＰＲもしやすくなりますわ」


    　汐ノ宮さんが真正面から正論で応じてきた。ほんと、それ。


    　メイド長も「ニャー」と鳴いて、おそらく同意を表している。


    「それは嫌いや」


    　理屈を並べて納得させようとしてたくせに、自分のことは感情論かよ！


    　セコい。でも、高たか鷲わしが出るわけないからわかっていた結論ではあった……。


    「ま～、えーりんはミス西高セイコーに出ちゃうようなキャラじゃないですよね。ミス西高なんかで舞台に出てしまうと、うっかり視線が合っちゃうかもしれませんし」


    　誰にでもやさしい愛あい河かが高鷲擁よう護ごの側にまわった。ココロオープンが発動すると、ヤバいのはわかる。たしかに観客とは合わなくても、司会者と視線が合うかもしれないし、ミスコンに出て終始うつむいているというのはおかしい。


    　しかし、このまま汐しおノ宮みやさんだけ、生いけ贄にえにするというのは道義的にまずいと思うのだ。


    「あのさ、百歩譲って、汐ノ宮さんがミスコンに出て、『意識高い系』の宣伝をしてもらうとしてもだ。汐ノ宮さんだけに負担になっちゃうのはよくないだろ」


    「そうよ」


    　意外にも高鷲があっさりと同意した。


    「死なばもろとも。一いち蓮れん托たく生しよう。私たち人ひと研けんは運命共同体。一人の傷は全員の傷も同じよ」


    　不気味な表現の見本市みたいになってるけど、大丈夫なのか……？


    「運動場のステージはミスコンだけのためにあるわけじゃないわ。私たちほかの人研メンバーも全員一つずつ出るわ」


    　高鷲は西高祭のタイムスケジュールを出した。


    　ミス西高以外にもお菓か子し早食い対決、クイズ対抗戦といった名称が躍っている。


    「この中で、菖蒲あやめ池いけさんは勉強があまり得意じゃないからクイズは無理でしょ。となると、消去法でお菓子早食い対決ね」


    　一蓮托生とか言ってた割りに、内部の人間に対する言葉がきつすぎる！


    「そうですよね～。愛河、ちょっと日本史は弥や生よい時代から先が苦手なんで、クイズは無理ですね～」


    　にこやかに本人が言ってるから別にいいんだろうけど、それ、ほぼ日本史のすべてだ。


    「じゃあ、菖蒲池さん、縄じよう文もん時代のこと、詳くわしいの？　まあ、菖蒲池さんのお勉強タイムではないから、置いておくわね」


    「うわ～、えーりんの愛が痛いです！」


    　愛河にとってはこれも愛らしい。もしや、愛河ってＭなんだろうか……。


    「さて、菖蒲池さんが出ないとなると、クイズ大会は二人チームでの参加だから、私とグレ君しか残ってないわね」


    　理屈ではそうなる。


    「あと、別に菖蒲池さんへの愛はどうでもいいわ。愛よりも勉強を優先してね。レベルの低い大学に入ると、周囲の生徒のレベルも低いから、危機感にすら気づけないわよ。無知であることがわからないことが最大の無知だから」


    「大丈夫ですよ。愛あい河か、えーりんの中にある愛を感じ取れますから♪」


    　愛河が後ろから高たか鷲わしの背中に手を置いた。その愛が幻でないことを俺としては祈るぐらいしかできない。


    　でも、少なくとも愛河と高鷲の間でスキンシップ（かなり一方通行だが）がとれるようになっているのは事実で、これはよい兆候と見ていいのではないか。そもそも、愛河以外に高鷲にべったりひっつける奴やつなんて、女子でも誰一人としていないだろう。


    「なんだかんだでチームワークがとれてるね。さすが、同じ同好会だと思うよ」


    　大だい福ふくがそう言ったが皮肉なのか、本気なのかよくわからなかった。


    　──こうして翌日の予定が高鷲の独断専行により、決められたわけである。


    　明日もある以上、打ち上げをするわけにもいかず、ここで解散となった。


    



    　俺はいつもと違う余よ韻いんが漂っている学校の中を歩いて、自転車置き場に向かった。学校全体がどことなくうわついている。


    　と、背後から視線を感じた。


    　そんなに人から恨うらみを買ってはいないと思うが、約一名エリアスから徹底的に恨まれているし、その線かと思ったら違った。


    　振り向くと愛河が立っていた。


    「今日はえーりんと業なり平ひら君の間の友情を感じ取ることができた一日でした！」


    「友情か……。言葉にすると、うさんくさいし、そらぞらしいけど……あいつなりに俺のことを考えてくれてた気はしないこともなかった」


    　理由をつけて、俺が西高セイコー祭さいを見られる時間を捻ねん出しゆつしてくれた。それはきっと本当だ。


    「そういうのは愛河、詳くわしいですから！」


    　あんまり答えにはなってないけど、愛河の笑みには自信が宿っている。


    「もちろん、業平君もえーりんのこと、考えてましたよね。えーりんも、口には出してくれないけど、感謝してると思いますよ！」


    「愛河、性善説で生きていくと思わぬところで裏切られるぞ」


    　確証がないし、照れくさいので認めたくないという意識もある。それと、愛河はマジで将来騙だまされたりとかしないでほしい。


    「これからも頑張ってくださいね」


    　愛河は俺の後ろにまわって、その背中をぽんと物理的に押した。


    　いくらドレインの効果があっても、タッチするぐらいならリスクもほぼない。食べ物を落とした時の三秒ルールみたいなものだ。それでもそんなことを本当にするのは、愛河ぐらいだろうけど。


    　もう、愛あい河かはまた俺の前に戻ってきている。


    「愛河、業なり平ひら君とえーりんの間には今後も男女の友情が続くと思うんです！　それはすごいことですよ！　愛河もほかで見たことがないです！」


    「う、うん、そのエール、ありがたく受け取っておく……」


    　俺はともかく、高たか鷲わしは絶対に認めないだろうけどな……。『友達というのにも格というものがあるでしょ』とか言いそうな気がする。


    「それと、もしかしたらですけど、将来的には二人の仲がもっと急接近なんてこともあるかもです！　ファイトですっ！」


    　愛河が右手を振り上げて、応援してるぞというポーズをとった。控えめに言って、ものすごくかわいい。


    　しかし……こんなことをわざわざ帰りがけに俺に言ってきたということは──


    　これはつまり、俺と高鷲が付き合う可能性があると、愛河は思っているということでよいのだろうか。


    「人ひと研けんでカップルができたらいいですねっ！　愛河もキューピッドになりたいです！」


    　うん、本当にそうらしい。


    　ない。


    　ほんとにない。


    　チンパンジーがハーバード大に合格するぐらい、ない。


    　そういえば、愛河は屋台めぐりの時にお礼がしたいとか言っていた。


    　もしや、俺と高鷲をくっつけることがお礼に当たるのだろうか……？


    　できれば、死ぬまでの間に誰かと恋をして、せめてキスぐらいはさせてほしいが、ドレインの影響力を考えると、難しい。仮にできても、即座に顔を離すという、ロマンの欠片かけらもない行為になるのは確実である。


    　最低でも、それが高鷲であることはない。


    　学校の中で、一番会話してる女子かもしれないのに、そういうのがまったく想定できない。


    「じゃあ、愛河はこれにて！　また、明日お会いしましょう！」


    　そう言って、愛河はたたたっと駆けていった。


    「男友達作るだけで、こっちは全力なんだよな……」


    　とぼとぼ自転車をこいでる帰り道、ふっと思い出した。


    「そもそも、友達作り競争中だ……」


    　あいつが一い身しん田でんさんを友達だと認める前に、どうにかしないといけない。


    　どうにかといっても、二人を裂くというのは卑ひ劣れつすぎるから、俺が先に友達を作るしかない。


    「……大だい福ふくしかいないな」


    　でも、いきなり友達になってくれって言ったら、きっとキモいよな……。
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    　そして、西高セイコー祭さい二日目。


    　この日もセレクトショップ＆カフェ『意識高い系』は静かにスタートした。


    　九時の開始時点から校舎の一番上にあるここにぞろぞろ入られても不気味だが。


    　この日の朝は、愛あい河かはお化け役、大だい福ふくもクラスのほうで出張っていて、部屋にはメイド長を入れて四人しかいない。


    「お菓か子し早食い大会は十時、ミスコンは十二時、クイズ大会は十四時。この三つの弾で人ひと研けんは西高祭に爪跡を残すの」


    　窓の外からステージを見ながら、高たか鷲わしがつぶやいた。発言も言い方も犯罪者っぽい。


    「付け焼き刃も付け焼き刃の作戦だから、あんまり期待を高く持たないほうがいいと思うぞ。いい感じに転べばラッキーぐらいでいい」


    「負け犬根性がしみついているわね。でも、それもしょうがないわ。グレ君は負け犬だから」


    　淡々と高鷲は言ってるけど、俺はこんなこと言われて淡々と受け流すべきなのか、たまにわからなくなる。


    「そして、私も基本的に負け犬なのよ。友達がいなくて苦しんでいたもの。心までうつむいていたわ」


    　高鷲は部屋の中にぐるっと視線をまわした。


    　その態度はそこはかとなく、革命家っぽい感じもあった。


    「だからこそ、人研の名を広めて、この『意識高い系』に人を呼び込むの。ついでに同好会費ももらって、藤ふじ原わらの道みち長ながぐらい豪遊してやるわ！」


    「同好会費なんて、そんな大金じゃないとは思うが……熱意は伝わった」


    「わたくしは、すでに十分楽しめておりますけれど」


    　汐しおノ宮みやさんはちょこんとソファに座っている。その横でメイド長がちゃんとメイドらしく控えている。少なくとも高鷲の熱量はそんなに伝わってない。


    「汐ノ宮さん、あなたは好人物だけど、だいたい五つぐらい欠点があるわ。そのうち、一つが現状に満足しちゃうところよ」


    　全部欠点言うわけでもないのに数だけ多くしておくの、失礼すぎる。


    　まあ、大半の人間は五つぐらいは欠点あるだろうが、そういう問題じゃないよな……。


    「このお店が、引きも切らぬ大だい繁はん盛じよう店てんというなら、そこの維持だけでいい思い出になるでしょうよ。でも、ここはそういう環境じゃないわ。こもっていれば、去年のグレ君の西高祭の思い出のごとくになるわよ」


    「そこで俺を引き合いに出すな！　自分の身を切れ！」


    　たしかにとんでもなく悲ひ惨さんだったけど。悲惨というか、何もなかった。


    　一応、クラスでの打ち上げも二日目の夜にクラスであった（らしい）。


    　西高セイコー祭さい二日目は、学校の下校時間が特例で延長される。打ち上げをやっていいぞという学校側の粋いきな計らいだ。はっきり言って、そんな計らい、してもらわなくてよかった。


    　無論、参加などしていない。話す相手がいないのがわかっていたからだ。


    　話す相手がいない打ち上げなど、自分から銃弾飛び交う紛争地帯に行って、きっちり脳天に銃弾を受けて、死ぬようなものである。飛んで火に入って焼け死ぬ羽虫である。


    　俺は羽虫より知能があったので、行かなかった。蛮勇と真の勇気の区別もつく。


    　とはいえ、やはり行かなかった日の夜に感じた罪悪感は忘れがたい……。


    　なぜ、自由参加のイベントに参加しなかったことで、罪悪感が生じるのか謎なぞなのだが、二日間の代休のあとに登校する時、すごく嫌いやな気持ちがした。


    　で、クラスの連中が打ち上げ楽しかったなとか話しているのを聞くと、いつも暗い自分の顔がさらに暗くなる気がした。


    「ダメだ……。地獄の釜かまのふたが開いたみたいに嫌な記憶がもわもわと出てきた……」


    「高たか鷲わしさん、あまり、その……波は久ぐ礼れ君をからかうのは、親愛の表現とはいえ、行きすぎに聞こえる時もありますわ……」


    　優等生タイプの汐しおノ宮みやさんは俺の味方をしてくれる。メイド長もなぜか俺のほうに寄ってきた。こいつも味方なんだろうか。それと、汐ノ宮さんが言うような親愛の表現によるものではない。


    　その汐ノ宮さんの肩を高鷲はぽんぽんと叩たたいた。高鷲がそういうボディタッチをするのはめったにない。


    「この思い出作りはあなたのためでもあるのよ。ミス西高、頑張ってね」


    　こいつ、話をそらしたうえに、一方的に恩を売るという高等テクニックを！


    「わかりました……。ミス西高に出ることはもとより昨日わたしくが決めたことですわ。逃げも隠れもいたしませんわ！」


    　汐ノ宮さん、こういうところは度胸がある。ていうか、人に注意とか堂々としちゃえる性格の時点で、行動力があるに決まってるのだ。


    「ありがとう。きっと、あなたならやれるわ。きっと、きっと」


    「きっと」を乱発して価値を下落させるな。


    　それでも高鷲が言ってることに一理はあることを、俺も認めないわけにはいかなかった。


    　自分の内にこもっていれば、思い出は弱くなる。


    　リア充じゃない俺たちは、進んで思い出を作りに行くしかない。


    　籠ろう城じようしてはダメだ。籠城して勝てるのは援軍が来る場合のみで、リア充じゃないぼっちに援軍などいるわけがないのだ。


    「まずは十時のお菓か子し早食い対決ね。菖蒲あやめ池いけさんならやれるわ、きっと」
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    　そして、『意識高い系』に客が三人しか来ないうちに十時になった。


    　やっぱり昨日の張り紙の効果はあんまりなかった。多分、何もなかった。雑貨置いてますみたいな情報で、「よっしゃ！　絶対行こう！」って思う奴やつなどいない。


    　部屋には九時から変わらず、俺、高たか鷲わし、汐しおノ宮みやさん、メイド長がいる。客が来ても、いづらいのか、あまり見もせずに去ってしまう。これ、店員が多いメリットよりデメリットのほうがデカいな。もう、今更そんな営業努力を考える気もしないが。


    　それに店のことより外のステージが気になる。


    　五階からもステージはよく見えるので、俺たちは窓から愛あい河かの登場を待つ。


    　その愛河はなんと幽霊の格好をしていた！


    「お化け屋敷から着替えるのが面倒で、そのまま来ちゃいました～」


    　どうやら素すらしいのだが、すでにその時点で観衆からは笑いが漏もれている。これは目立つ！


    「人間関係研究会では、五階でセレクトショップ＆カフェ『意識高い系』をやってまーす！　みんな来てくださいね！　かわいい雑貨や本を扱ってます！　何も買わなくていいからゆっくりしていってください！　来てくれないと呪のろっちゃいますよ～」


    　きっちり幽霊ポーズをとって、愛河は好評を得ていた。


    　愛河みたいな美少女幽霊に呪われたら、もはや、ただのラブコメだろ。


    「それと、言うまでもないですが、二年五組でやってるお化け屋敷もお願いします！　こっちは来たら呪いますよ～。だって、そういう場所ですからね」


    　女子の司会者が「ＰＲは勝ってからですよ！」とツッコミを入れて、またウケていた。


    　この司会者、声量を自動調節できる異能力者なので、マイクなしでもマイクみたいに声を響ひびかせていた。普段はとくに使い道がない異能力を存分に発揮できるからか、司会者もテンション高めだ。司会者は司会者でハレの舞台なのだ。


    「じゃあ、勝ったらもっとＰＲしちゃいます！　ところでＰＲって何の略ですか？　プロのリアクション……？」


    　司会者が「それは少なくとも違うでしょ！」とちゃんとツッコミで対応してくれた。


    　さらに会場が沸いて、漫才コンビのようにすら見える。


    「すごい……。もう見事に愛河の独壇場だ……」


    　五階からでも、愛河が一人、きらきらと目立っているのがよくわかった。


    「あの子には、元からアイドルになる才があるのね。ドリ子がアイドルに仕立て上げようとしたのもうなずけるわ」


    　高たか鷲わしも五階からなら視線が合うこともないのか、安心して見学している。


    　早食いの挑戦者は合計十人。


    　多いのか少ないのかよくわからんが、同時に五十人もステージには上がれないし、この程度の人数でいいんだろう。


    　それぞれの参加者の前には某ぼう有名スナック菓が子しが一袋ずつ置かれている。コーンを使った、軽い食感のやつだ。おじさんとネズミが描いてある。食品なのにネズミでいいのか。


    　それにプラスして、紙コップに入った水が一杯。


    　司会者がルールを説明する。


    　もっとも、お菓子を全部食べて、水も飲み干した時点で挙手しろというだけの簡単なものだ。どうせ、文化祭のイベントなのだから、厳格なルーリングなどあるまい。


    　ちなみに純粋な速さを競うために、異能力の使用は禁止。もし、お菓子を早食いできる異能力者がいたら、それで終わってしまうからな。そんな奴やつ、さすがにいないけど。


    「じゃあ、司会者の私が手から炎を出したら、スタートしてくださいね！　いち、に、さんっ！」


    　最後の「さんっ」が一段と大きくなって、五階にもはっきりと聞こえた。


    「グレ君、菖蒲あやめ池いけさんはどこまでいけると思う？」


    「愛あい河かは意外と大食いだから、上位は目指せるんじゃないか。食べるのも早いし」


    　昨日、愛河と屋台をひたすらめぐったからな。愛河はダイエットとか気にせずに、ジャンクフードを食べまくる人間だ。食べても太らない体質らしい。


    「あ、彼女、大食いなのね」


    　初めて気づいたような言い方だったが、よく考えれば、普段の弁当箱が通常の倍の大きさだったりするわけじゃないから、知らないのもしょうがないか。


    「グレ君と菖蒲池さんは友達だものね。友達なら知っていて、おかしくないわよね」


    　高鷲はわざわざ友達という言葉を強調気味に言う。


    「なんか、トゲがあるように聞こえるんだけど、昨日の西高セイコー祭さいでバクバク食べてたって根拠しかないからな……。一学期にお前抜きで二人だけで焼き肉食べ放題に行ったとか、そういうのないぞ……？」


    「そんなこと、勘かん繰ぐるわけないでしょ。グレ君が菖蒲池さんだけ誘さそう度胸なんてないんだから」


    　それは、まあ、そうなんだけど、部屋が変な空気になったのは間違いない。


    　やはり、俺と高鷲の間はつうかあってわけじゃない。ちょくちょく気まずくなる。


    　俺と高鷲がいまだに友達ではなくて、同盟者だと言うのにも根拠があるというわけだ。


    「あっ、はじまりましたわよ！」


    　俺たちの空気はあまり気にせずに汐しおノ宮みやさんが声を上げた。


    　ちょうど、ステージ後方のスクリーンに映像がアップになるので、状況はそれなりに把は握あくできる。


    　さあ、愛あい河か、食え！　ひたすらに食え！


    　しかし、その時の愛河の動きはかなり特殊なものだった。


    　そのスナック菓が子しをわしづかみにすると──


    　容よう赦しやなく、紙コップの中に突っ込み──


    　ぬれた手ごと、口に押し込んだ！


    　スナック菓子を水にひたすって、いったいどこの風習だよ!?


    「おっと！　菖蒲あやめ池いけ選手、衝撃的な食べ方をしています！　お菓子を水につけて、食べやすくしているのでしょうか!?」


    　司会者もこれは無視できないと思ったのか、説明を加える。


    　ステージ前の聴衆も衝撃を受けているようだった。


    　しかし、そんな中で、愛河だけがぶれない。


    　すぐさま、わしづかみ第二陣をやり、また力任せにコップに押し込む。


    　ふにゃふにゃになったスナック菓子を口に入れる。


    　その愛河の顔は真面目まじめだ。一点の曇りもない。


    　つまり、ネタで変な作戦に出たわけではなく、勝ちに行ったのだ。


    「なるほど。本来ノドが詰つまった時の救済策である水を潤じゆん滑かつ油ゆのように使うとは、やるわね」


    　高たか鷲わしの態度が、完全に主人公を褒ほめる敵役のそれだった。


    「ですが、スナック菓子の数はそれなりのものですわよ……。どこまで、あれが機能するかと言われれば怪しいですわ……」


    　汐ノ宮さんもバトル漫画の解説役みたいな感じで続く。


    　たしかに、汐ノ宮さんが指摘するように、これはコップにつけるという手間が入っている分、ひたすら口にお菓子を入れる奴やつより、遅れをとる。


    　これでは、とても勝利などおぼつかないのではないか？


    　しかし、それは素人しろうとの考えだった。


    　いや、スナック菓子早食いの玄人くろうとなんて聞いたことないけど。


    　最初はリードしていたほかの参加者のペースが途中から落ちだした。


    　スナック菓子に口内の水分を奪われて、飲み込めなくなったのか！


    　あわてて水を飲む奴もいるが、そこでかえってむせていた。焦あせりが致命傷を生んでいる！


    　その点、愛河はまったくペースが変わらない。


    　まるで、同じ速度でお菓子を食べ続ける機械のように、その作業を繰り返している。


    「そうか！　スナック菓子が水でふやけたことで、噛かむ回数が激減するのね！　むしろ舌で押しつぶすぐらいで十分のはず」


    　高たか鷲わしが心底感心していた。


    　ものすごく、どうでもいい次元のことのようだが、たしかに愛あい河かの行動は革新的だった。


    「あの子、テストはダメなのに、こういうところはすごく賢いのね。エジソンと呼ぶわ」


    「そのあだ名、別に女子はうれしくないだろ！」


    　司会者が「ここで菖蒲あやめ池いけ選手、驚異的な追い上げ！」などと実況もしていたが、その表現は正確ではない。


    　愛河はペースなど上げてはいない。黙々と自分のペースを守っているだけだ。


    　ただ、ほかの参加者が口にスナック菓が子しを必要以上に詰つめ込んで、ペースを乱して自滅しているのだ。


    　競争は一種の異常な状態だ。平常心を保つことは難しい。心ははやる。


    　しかし、そこで自分が動けるペースをオーバーしてしまえば、その負荷は必ず自分にかかってくる！


    　お菓子早食いに慣れている奴やつなどいないから、自分のペースなど誰もわからない。誰もが短期決戦を目指す。けれども、思いのほか、スナック菓子一袋はきつい！　先に口の中が埋まる！


    　その中で、愛河だけが周囲を意識せず、自分のペースを堅持している。


    　まるで自分は幽霊だから、生きてる者の焦しよう燥そう感かんなど知らぬ存ぜぬと言っているかのよう。


    「超長距離の耐久マラソンなんかだと、序盤と終盤では苦しみの違いで人格すら変わってしまうというわ。そこでいい成績を出せるのは、ずっと同じ体調で走れる人間なの」


    　高鷲、こんな余興なみたいな競争で語りすぎだろ。


    　だが、この勝負、愛河が勝てそうなのは事実！


    　最後にわずかに残った水を飲み干して、愛河が手を挙げた。


    「菖蒲池愛河、食べ終わりましたっ！」


    　聴衆から歓声が上がる。そのうちのごく一部は五階からの俺の声だ。


    「やりましたわ！」


    　汐しおノ宮みやさんは、喜びをメイド長に抱き着くということで表現していた。メイド長にそういう使用法もあるのか。


    　一位になった愛河にはスナック菓子が箱単位で贈呈され、それとＰＲタイムが与えられた。本当は勝つまでＰＲしちゃダメだったんだけど、すでに愛河はやっていた。なので二度目のＰＲになった。


    「校舎の五階唯ゆい一いつのお店、『意識高い系』です！　雑貨も売ってますし、カフェとしても使えます！　西高セイコー祭さいをさんざん見尽くして、疲れたなーと思ったら、来てください！」


    　司会者が「幽霊なのにお化け屋敷のほうも宣伝しなくていいんですか？」と適切な指摘をした。この司会者、けっこうやり手だ。


    「あっ、二年五組のお化け屋敷もよろしくお願いします！　こっちも絶賛活動中です！　まあ、愛あい河かはこれから休憩時間なんですけど」


    　校庭でまた笑いが起こる。


    「素晴らしい、素晴らしいわ」


    　隣となりの高たか鷲わしが真顔で言った。


    　真顔なので、やっぱり活躍した主人公を品定めしている悪役みたいである。


    　これが異能力バトル漫画なら、高鷲は敵を洗脳するタイプの異能力か、髪を伸ばして武器にするタイプの異能力を使うと思う。とにかく、味方向きの異能力じゃないことはたしかだ。


    「何が、どう具体的に素晴らしいんだ？」


    「今、菖蒲あやめ池いけさんは最高に輝いてるでしょ。この記憶はきっと今後も彼女の中できらめき続けると思うの」


    　それで、俺は改めて感じた。


    　高鷲が西高セイコー祭さいでいい思い出を作りたいことだけは、建前でもなんでもなくガチもガチなんだと。


    　ほどほどにやりすごすなんて発想じゃない。高鷲にとっては、西高祭は祭りというより、勝負の場なのだ。


    　リアルが友達や彼氏・彼女がいて充実している奴やつは、日常生活すべてがかけがえのないものだろう。でも、ぼっちにとって、日常は灰色だ。


    　なら、せめてイベントのある時ぐらい輝いて、よい記憶として胸に留とどめたい。


    「俺もクイズ大会、全力を尽くすからな」


    　しらけた調子で参加したら失礼に当たる。


    「友達作り競争じゃ敵同士だけど、クイズは誠心誠意共闘してやる」


    　窓のほうから、俺の側に高鷲はちゃんと顔を向けた。一瞬でも視線は向けてくれた。


    「あっ、そこは力は出さなくてもどうでもいいわよ。私一人で勝てるだろうし」


    「おい！　俺のやる気を返せ！」


    　俺が見事なピエロになるだろ……。


    「そんなことより」


    　俺のやる気は「そんなこと」で片づけられた。このやる気を供く養ようしないと怨おん霊りようになりそうだ……。報むくわれなさすぎる……。


    「汐しおノ宮みやさん、ミス西高、任せたわよ」


    「はい！　人ひと研けんに恥じない戦いを見せますわ！」


    　汐ノ宮さんはやる気だが、一般的には人研に所属してる時点で、まあまあ恥はじである。


    　普通の生徒は人間関係研究会には入らない。就活時の面接で、入ってた部活を聞かれた時、面接官に答えづらい。


    「どんな手を使っても勝ちなさい」


    　いや、ミスコンに卑ひ怯きような策も何もないだろ……。


    　もし、高たか鷲わしがミス西高セイコーに出たらほかの参加者の靴くつに画が鋲びようでも入れるのだろうか。


    　リアルに入れそうだなと俺は想像した。


    



    　　　　★


    



    　お菓か子し早食い大会は十分で終わって、そのあとボールを操れる異能力を持つ生徒の大道芸的なパフォーマンスのあと、ミス西高の予選があった。予選が必要なほど参加者がいたのか。けっこう、自意識高い奴やつって多いんだな。


    　これは基本的に顔の審査で、去年のミス西高と三位だった現三年生女子などが審査員をやっていた。それと、もう一人妙な審査員がいた。


    　とくに何も携たずさわってないが、うちの顧問、坊ぼう城じよう先生だ。


    「私は、もし合コンに来たら男を持っていかれるな、合コンには呼びたくないなって子に投票したいと思います。私ならではの画期的な審査基準でしょ？」


    　坊城先生、ヤケクソか！　ていうか、今の生活、なんだかんだで楽しんでるだろ！


    　会場からは男子生徒が「結婚してー！」「嫁に来てー！」「三十歳には見えなーい！」といったヤジ（？）が飛んでいた。ちなみに「嫁に来てー！」と言ってたのは女子の声。なんだかんだで愛されている。


    「よーし！　卒業したら職員室に来なさい！　それと三十歳じゃないから！　二十六歳と二十八か月だから！」


    　二十八歳か……。自じ虐ぎやくネタをネタとして面おも白しろくできる人間がうらやましい。俺みたいに本当に痛い人間は自虐ネタが成立しないのだ。自虐ネタにできる時点で救いが残されているのだ。


    　結局、ドキドキして結果を待つまでもなく、さっと審査は終わり、汐しおノ宮みやさんは十二時からの本選に残った。


    



    　その間に殊しゆ勲くんの愛あい河かと、クラスの仕事を終えた大だい福ふくが戻ってきた。


    　それだけじゃない。愛河の宣伝効果があったのか、『意識高い系』の客足が増えてきた。本や雑貨もじわじわと売れた。


    　二日目ということで、初日の西高祭も見ていた人間からすると、残ったところも目だけは通そうと思うのだろう。そういう奴がやってきている面もあるかもしれないが、ここはやはり愛河の幽霊姿でのＰＲによるものだと考えよう。


    「愛河、本当にすごかったよ。よくあんな戦法、考えたな」


    「愛あい河かも本番直前に思いついたんですよ。あとはその直感に従うことにしました」


    　天才型の生き方そのものだった。よくもまあ、こんな特殊な直感を信用できたな。


    「さて、次はミス西高セイコー本選ですよ！　みんなでランランを応援しましょうね！」


    　もちろん、愛河は人ひと研けん全員で応援するつもりだ。俺もそうだった。


    　でも、そこでもっと正直な意見が出た。


    「僕、せっかくだからステージ前で見たいんだけど、抜けていいかな？」


    　大だい福ふくがさらりと言った。


    　声はさらりとしていても、その底にある情熱みたいなものは感じた。


    　なにせミス西高なのだ。まあまあ、俄が然ぜん、いや、相当興味がある。


    　どうせなら五階じゃなくて、もっと近くで見たい。


    「ああ、うん、行けばいいんじゃない？」


    　あまりにもあっさりと高たか鷲わしから許可が下りた。手伝ってるとはいえ、あくまでも大福は生徒会の助すけっ人とだしな。


    「この部屋に男子がたくさんいても、とくにメリットもないしね。行ってきていいわよ」


    「厄やつ介かい払ばらいみたいな言い方、やめろ……失礼だ……」


    　店員側の数ばかりが多いと、客が入りづらいというのはわからんでもないし、俺も大福も商品をチョイスしてないので、何か意見言えることもないのだが、イラッとはする。だが──


    「だから、グレ君も行ってきていいわよ」


    　その一言があとからついてきた。


    「これはえーりんなりの愛情みたいなものですよ。二人ともランランの応援に行ってあげてください！」


    「……菖蒲あやめ池いけさん、愛情というのはね──」


    　高鷲がその愛河の表現にケチをつける前に俺はシミュレーション室から出た。大福もそう時間をおかずに出てきたので、かなり高鷲の対処法がわかってきたらしい。


    「ミス西高だけは会場で見るつもりでいたんだ」


    「大福、そういうところ、ゆがみも迷いもないな」


    「かわいい子は間近で見たい。あわよくば、そんな子とお近づきになって、付き合ってみたい。業なり平ひらは違うの？」


    　極めて男根的な議論のようでいて、それは哲学的問いのような神聖さも合わせ持っているように思えた。少なくとも、大福は純粋である。


    　大福は俺の一メートル以上、後方にいる。


    　なのに精神的には振り返ったすぐそこに大福が立っているような感覚だった。


    「何も間違いはない。そのとおりだ。しっかりと見届けよう」


    「もちろん」


    　普段あまり笑みなど見せない大だい福ふくの表情が緩んだ。


    



    　会場前は明らかにお菓か子し早食いの時より、人の出が多い。俺は必然的に後ろから見ることになるので、状況の変化がよくわかるのだ。


    　そのそば（というほど、そばじゃないけど、俺にとってのそば）には大福もいる。


    「あのさ、俺と一いつ緒しよにいると、近くに寄れないから、もっと前に出ていってもらっていいけど。どうせなら、ステージ前で見たいだろ？」


    「業なり平ひら、そばに寄りすぎるとね、こういうのはかえってダメなんだ。蛍光灯の真ん前にいたら、まぶしいし、熱いだろ？」


    「な、なるほど……」


    　あまり、納得してない時に出る相あい槌づちの「なるほど」が出た。


    　深いことを言っているのか、水たまりみたいに浅いどうでもいいことなのか、俺にはわからない。


    　あるいは、俺に気をつかってくれているのだろうか？


    　だとしたら、今後とも仲良くやっていける公算は高い。


    　そもそも、ぼっちはあまりにも押しが強い奴やつや自己主張が強い奴と一緒にいると引いてしまうのだ。ぼっちではないけど、草食系の大福がエリアスを恋愛対象には見られないと言ったのも、そのあたりの発想に近いのかもしれない。


    　俺なんかすら尊重してくれるのなら、あとは俺が全力で大福を尊重すればいいだけだ。


    「汐しおノ宮みやさんに幸さちあれ」


    　ぼそりと大福が言った。


    　大福が本気で人ひと研けんメンバーを応援してくれているのがよくわかった。


    　一見、だるそうだが大福はガチな時でもこういう顔なのだ。


    「なあ、よかったら人間関係研究会に入らないか？」


    　なし崩し的に「うん」と言いそうなタイミングかと思って言ってみた。


    「あ、ごめん、ちょっと聞き取れなかった」


    　ちょうど横の聴衆が大きな声を出してる時とかぶっていた。うああ……。二度目言うの、変な空気になるから嫌いやなんだよな……。こういうの、さりげなく言うから意味あるのに……。


    「人間関係研究会に、所属しませんか……？」


    　なぜか丁てい寧ねい語ごになってしまった。


    「それはない」


    　即座に拒否された。


    「僕は生徒会で、副会長に命令されてるポジションにいるのが悪くないんだ。居い心地ごこちはいい」


    「理由がヘンタイくさい！」


    　真性のむっつり属性なのか、こいつ？


    「あっ、副会長が好きってことじゃないよ？　ああいう性格の子は僕の守備範囲じゃないから」


    「前に聞いた。あいつ、いろいろときついからな……」


    「まあ、向こうから付き合ってと言われたら、そこはＯＫするけどね」


    「そこは付き合うのかよ！　好きじゃないんだろ！」


    　大だい福ふくは一メートル離れたところで、少し不思議そうな顔をしていた。


    「えっ？　かわいい子と付き合えるなら、付き合わない？」


    　その言葉は堂々としていて、俺は「あ、ああ……」と変な生返事で返すしかなかった。俺が青臭いのか……？　でも、それで好きでもないと思われてる男と付き合う女子はひどくかわいそうな気もした。


    　しかし、俺が、もしも女子に告白して、「とりあえずお試し期間で付き合ってみる？　それでいいかな？」と言われたら、うれしいはずだ。なら、これで問題ないのか……。


    「なので、僕は生徒会が合ってるんで、人ひと研けんには入れないのでよろしく」


    「了承した」


    　人研に入ってもらえれば、その時点で友達は確定的だったのだが、そこまで話は上う手まくいかないか。むしろ、こんな少人数の同好会で中の奴やつが友達じゃないほうが寂さびしい。


    　あと、人研に入ってもらった場合、人研を介さずに友達を作る対決になってないだろ、反則だろと高たか鷲わしに言われる。もっとも、人研の助すけっ人とと友達になっても、やっぱり人研が関係してるから反則だと言われるかもしれんが……俺の中では別と解釈する……。


    　それでも、大福といい感じにしゃべれているのは事実だ。


    　西高セイコー祭さいの片付けの時にでも、友達になってくれと言おうかな。


    　でも、それって重いというか、キモいのか……？　いきなり友達になろうって言うのはナシなのか？


    　ＬＩＮＥの交換とかから連絡を密にしていって、いつのまにか友達だろって関係に持っていくべきなのか……？　ていうか、助っ人に来てもらうのが確定した時点でＬＩＮＥの交換ぐらいしとけよな……。そこを放っておくからタイミングが難しくなるんだよ……。


    　こういうことは国語の授業で義務教育のうちに教えるべきだと思うんだけど、なぜやらないのか。人に聞いても、ケースバイケースすぎて、あまり意味がないし。


    　今、これだけしゃべれてるし、西高祭が終わっても、友達っぽい空気は続けられるかな？


    　いや、俺も大福も淡白なタイプだ。西高祭が終わったらそれきりという危険性も高い。クラスだって違うから、やたらと大福のクラスに話に行ったら、いかにも友達少なすぎて特定の奴にかまってほしいキャラと思われる。


    　やはり、友達になってくれと言わないまでも、何か今後の接点になるものは作るべきだ……。


    　しかも今は二学期。この時期で新たに友達ができるということは通常はないわけで……。でも、友達という単語を持ち出すと重くなって逆効果になるリスクもあるし……。


    　しまった。一人で考え込んでいた。


    　会話が止まって、気まずい感じになってないだろうか？


    　だけど、その心配はなかった。大だい福ふくはじっとステージを凝ぎよう視ししていた。


    　いつのまにやら、大福の近くにはカラスが二匹ほどいた。大福と一いつ緒しよに見学するつもりなのか？


    　お菓か子し早食いの時と同じ女子の司会者がステージに立った。


    「はーい！　男子の諸君──って女子もけっこう多いな。みんな、ミスコンですよ～！」


    　歓声が随所で起こっている。で、たしかに女子率もかなり高い。友達が出てたりするのか。それとも女子の人気が高い参加者でもいるのか。


    「今回の審査は西高セイコーのアイドル研究会の会員五人にしていただきます！」


    　審査員席には、いかにもアイドル好きですというキャラの男が五人座っていた。ていうか、そんな研究会あるのか。それなら、人間関係研究会が公認されるのもわかる。


    「まずはエントリーナンバー一番、三年二組のクールビューティー藤とう堂どう咲さく良らさんです！」


    　まずは黒髪の、いかにも女子高生ですって感じの制服の女子高生が出てきた。背が高いから女子にも人気がありそうではある。ほかの特徴としてはやけに頭に花飾りをつけてるってことぐらいだ。


    「それじゃ、異能力含め、何か得意なことがあればアピールしてください！」


    「はい、私は花の開花時間を延長できます。この桜の花も造花じゃなくて春に咲いてたのをそのまま使ってるんです」


    　それは花か卉き業界に就職が有利そうな異能力かもしれない。


    　あと、割りとミスコンとの親和性も高い。ヘドロを操る異能力とかだったら、汚らしいからな。そんな奴やつ、絶対に出場してこないと思うが。


    「彼女、不利だね。こういうのは登場が序盤すぎると、終盤に出てきた相手の印象がどうしても上書きされちゃうからね」


    　大福が腕組みして語る。カラスまで「カー」「クワー」と鳴いていた。テレパシーで通じるとは聞いていたが、カラスは大福の言葉もわかるのだろうか。それとも鳴いただけなのか？


    「そんな真剣に……いや、真剣に見るべきだな」


    　高たか鷲わしの言葉を思い出した。完全燃焼するべきなのだ。真剣にやることを格好悪いとか思ってたら、負けだ。ミス西高観戦者にも観戦者としてのプライドみたいなのがあってもいい。


    　そのあとも、たしかにミス西高と言われても恥ずかしくないなという顔面偏差値の女子が順番に出てきた。さすがに予選を勝ち抜いてきただけはある。


    　ミスコンというのは出場する側もハードルが高い。


    　一番怖いのが「こいつ、何を勘かん違ちがいしてこんなところに出たんだ？」って反応をされることだ。そんな空気を感じたら、一生もののトラウマになるだろう。


    　だから、どう考えても美しいという基準に達してないと出られない。


    　あるいはものすごく勘かん違ちがいした人が出場するケースもありうるが、それは例外的なことなので、ひとまず除外する。予選ではじかれるだろうし。


    　異能力者の高校なので、一応、異能力アピールをする女子もいるが、ミスコンであるから基本は顔面偏差値の勝負である。むしろ、愛あい河かみたいな人を魅了する異能力は反則になる。そういう意味では仁義なき戦いだと思う。


    　六人ほど女子が順番に出てきたが、まだ汐しおノ宮みやさんの番は来ない。俺もドキドキしてきた。汐ノ宮さんはきっともっとドキドキしているだろう。


    「これはいける」


    　いきなり、大だい福ふくがつぶやいた。もはやアイドル評論家みたいな風格さえある。


    「いけるっていうのは、汐ノ宮さんが勝てるってことでいいか？」


    「うん。風はこちらに吹いているよ。カラスも言っている」


    　こいつの場合、本当にカラスが言っているのを聞いている可能性はある。が、カラスって「人間の美び醜しゆう」を判断できるのか？　常識的に考えて無理だろ……。


    「業なり平ひら、ここまでの参加者を見て何か気づいたことはないかい？」


    「みんなきれい」


    　小学生並みの語ご彙い力りよくで、我ながら恥ずかしい。


    「そう、今までの参加者はきれい系ばかりなんだ。たしかに、かわいい系はキャラで誤ご魔ま化かしてる子も多いから、こんなところに出るのはリスクが高いよね」


    「専門的な見解だから、よくわからんが……そういうものなんだな……？」


    　この分野に関しては、大福のほうが圧倒的に上だ。俺も話題作りのために、有名アイドルの名前ぐらいは覚えているがミスコンの傾向までは知らん。


    「きれい系が多いということは、差別化ができてないってことだよ。その中でかわいい系が出れば一気に目立つ。汐ノ宮さんはこの勝負、制することができる」


    　静かな気迫が大福から漂ってきた。


    　こいつはマジだ……。マジである理由もよくわからんけど、マジだ……。


    　大福の言葉に俺はじわじわと説得力を感じはじめていた。


    　なんというか、マンネリ化してると聴衆も思いはじめてる気がする。


    　普通にきれいな女子が出てくるばかりで、話題性に乏しいのだ。


    　そして、エントリーナンバー八番。


    「次は二年生の汐ノ宮嵐らん蘭らんさんです！」


    　司会者の声とともに、汐ノ宮さんが登場──せずにメイド長が出てきた。


    　繰り返すが、メイド長が出てきた。


    　どうやら誰もが見えるモードになっているらしく、聴衆から困惑の声が上がる。


    「なんだ、あの生き物？」「哺ほ乳にゆう類るい？」「メイド服着てるけど……」


    　それ、どれも人ひと研けんで一度は出た疑問です。


    「メイド長、先に出てはいけませんわ！」


    　その後ろから汐しおノ宮みやさんがあわてて登場した。ツインテールを揺らしながら。


    　一人、ステージの現れ方からして、劇的だった。


    　しかも、それに加えて、汐ノ宮さんはメイド服だった。


    　俺はあっけにとられていた。こんなの聞いてない。


    　大だい福ふくのほうを振り返ると、神こう々ごうしいものでも見るように、ぼうっと見つめていた。


    　間違いない。高たか鷲わしの策だ。汐ノ宮さんのほうからメイド服着ますわとは言うまい。


    「あっ！　ええと……二年二組所属の汐ノ宮嵐らん蘭らんですわ……。実は一学期末に大阪の学校から転入してまいりましたの……。まだ、こちらの生活に慣れていないので、仲良くしていただけるとうれしいですわ……」


    　汐ノ宮さん、それ、一般的な自己紹介だ……。自己アピールじゃない。


    　全体的に見て、汐ノ宮さんはあがっていた。顔は真っ赤で、手は前のほうでもじもじ動いていた。こんなところで、しかもメイド服姿で堂々としていられるメンタルはそうそう持てない。むしろ立っているだけでもすごい。高鷲は立つことすら拒こばんだ。


    　ほかの参加者と比べても、かなり硬くなっている。こういう場ではどんな評価になるんだろうか……。ミスコン初心者なのでよくわからない。


    　しかし、大福が横で左手をぎゅっと握にぎりしめていた。


    「よし、来た」


    　静かにみずからに聞かせるように大福がつぶやいた。


    　お前はミスコンの匠たくみか。


    「この子はわたくしの異能力でメイド長と言いますの……。こちらの質問に対して、いろいろ有益なアドバイスをくれますわ。そのメイド長に合わせて……その、わたくしも、メイド服にしてみました……」


    　メイド長がステージ上をつぅーっと移動した。お掃そう除じロボットみたいな動きで、また会場がざわついた。一般的な生物の動きではない。


    「今は人間関係研究会というところに在ざい籍せきしております。ええと、あとは……勉学に励み、誠心誠意頑張りますので、清き一票をよろしくお願いいたします！」


    　ぺこりと聴衆に向かっておじぎする汐ノ宮さん。選挙演説か。それにアイドル研究会の五人による審査なので、俺たち聴衆に投票する権利はない。


    　だが、応援する権利ぐらいはある。


    　これまでで一番の盛り上がりが、会場で起こっていた。


    「こういうの今までなかったよな！」「何、あの子？　かわいい！」「メイドさん最高！」


    　やけに評価されている！　これまでと空気が違う！


    「やはりね」


    　大だい福ふくが悟ったように言った。案外、本当に悟っているのかもしれない。


    「二十一世紀のアイドルに必要な要素、それは他の追つい随ずいを許さない美び貌ぼうじゃないんだ。化粧の技術も発達してるし、ある水準までなら簡単に到達できる。で、そこで必要とされるのは、ファンに応援したいと思わせられる力さ。この子のファンでありたいと僕たちに自然に考えさせてしまう力、それがなければアイドルとして成功することはできないよ。狙ねらってると思われがちなメイド服を着て、そんな空気を作らない、見事としか言いようがないね」


    　文字数が多い。


    　あと、ミスコンってアイドルとイコールでいいのか？　審査員はアイドル研究会だけど。


    「その点で、汐しおノ宮みやさんは観客の心をつかんだんだよ」


    　司会者ももちろん参加者に話を振るわけだが、「ランランですわーって言ってみてくれませんか？」とか、そこそこの無む茶ちや振ぶりを要求していた。


    「えっ……。そんなことをしなきゃいけないだなんて、聞いていませんわ……」


    　汐ノ宮さんの顔は羞しゆう恥ちでさらに赤く染まっている。ここに立ってるだけでもきついのに、余計に変なことを言われてるわけだから、これはきついだろう。
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    「そこは、その、流れと言いますか～。ほら、みんなもきっと期待してますから！　あっ、メイド長さんはどいてください。そっちのメイドの汐しおノ宮みやさんに用があります」


    　妨害しようとしたメイド長は司会者にどけられた。


    「わかりましたわ。清きよ水みずの舞台から飛び降りる覚悟でやりますわ。ちなみに清水の舞台から飛び降りた人の中では、助かった人の割合のほうが高かったそうです」


    　なぜ、そこで雑学を入れた……？


    　それでも、やると決めたのは事実らしい。


    　汐ノ宮さんは両手を前に開いて突き出して、


    「ラ、ランランですわーっ！」


    　と、かわいい声を張り上げた。


    　会場から「ランラン！」「ランラン！」と声が上がった。


    　よくわからんうちに、会場が一体感で包まれている。


    「これが応援したいと思わせる力か……」


    　当の本人の汐ノ宮さんはメイド長の背後に隠れてしまったが、審査としてはひとまず終了ということでいいだろう。


    　大だい福ふくがぱちぱちと汐ノ宮さんに拍手を送っていた。


    　俺もそれに合わせて、手を叩たたいた。


    「いいもの見られたね」


    「だな」


    　夏休み前の汐ノ宮さんなら、きっとミスコンになど出られなかっただろう。まだ、変に浮いてるところはあるけれど、汐ノ宮さんは汐ノ宮さんで少しずつ自分の枠を壊して、溶け込もうとしている。


    　完成形じゃなくて、発展途上。でも、発展途上だからこそ、成長が感じられて好感が持てるってこともある。そして、ミスコンはまさに好感度の高さで決まる世界だ。


    　俺と大福の間で、今一番心が通じ合っている気がする。考えてることが同じだからだろう。


    　それは俺が大福が言っていたアイドル論を少し理解できたってことかもしれない。


    　残りの参加者はもはや、おまけだった。


    　そして、いよいよ審査の時間になる。


    　アイドル研究会の会員たちがそれぞれ最高と思うエントリーナンバーを発表する。


    　五人中四人が「８」と書いたボードを出した。


    　本当に汐ノ宮さんがミス西高セイコーに選出されたのだ！


    「汐ノ宮嵐らん蘭らんさん、おめでとうございます！」


    　汐ノ宮さんには冠がかぶせられて、トロフィーまで渡されていた。


    　本人は勝てるとは思ってなかったらしく、左右をきょろきょろ見ていた。


    「わ、わたくしの勝ちでいいんですの？　ほかの方と比べたら、わたくしなんて、足りないところばかりで……おこがましいですわ……」


    　むしろ、そういうところがいいのだと俺にもわかってきた。


    　昔のアイドルの定型文であったという「友達が勝手に応募しちゃったんです」の意味もわかってきた。


    　アイドルで天下取りにきましたみたいな織お田だ信のぶ長ながみたいな空気を醸かもし出してる奴やつが来ても困るのだ。それは応援する対象じゃなくて、服従する対象だ。


    　つまり、アイドルはほどほどにたよりなかったりして、守ってあげたくならないとダメなのだ。全知全能の神を信仰するのとは、ちょっと違う。


    　恥ずかしそうにしている汐しおノ宮みやさんの横にメイド長がやってきた。なにやら耳打ちしている。


    「あ、そうでしたわ。わたくしは五階のセレクトショップ＆カフェ『意識高い系』にいますので、よろしければそこに買い物に来ていただけるとうれしいですわ……。西高セイコー祭さい二日目も残り少なくなってまいりましたが、ちょっとでも足を延ばしていただけますと、望外の喜びですわ」


    　メイド長のフォローを得た汐ノ宮さんが丁てい寧ねいすぎる宣伝をしてくれていた。


    　間違いなく、客、増えるな。


    「ちなみにメイド服で接客してくれるんですか～？」と司会者が聞いた。


    「え、え、え……？　その予定は……。わ、わかりましたわ！　この格好でいますわ！」


    　ほとんど、やけくそで汐ノ宮さんが言った。


    　結果的に高たか鷲わしの戦略が大当たりということか。鳥とり居い元もと忠ただを捨て石にして、関せきヶが原はらで大勝した徳とく川がわ家いえ康やすみたいなことをやりやがった。


    　俺と大だい福ふくはイベントを終えて戻ってくる汐ノ宮さんを出迎えた。


    「おめでとう、汐ノ宮さん」と俺は離れたところから言った。一方、大福はもっと近づいて言った。この距離感の差でいまいち伝わらない気がする……。


    「こんなにも恥ずかしいとは思いませんでしたわ……。さらし者にされた気分でした……」


    　汐ノ宮さんはかなり疲れている様子だった。メイド長も心配そうな顔（？）をしている。表情が変わらないからわかりづらい。


    　ある意味、好意的なさらし者と言えなくもないんだよな。


    「汐ノ宮さん、本当に大活躍だったよ。文句なしに参加者の中で一番かわいかった」


    　接近できるがゆえに、ばしばし汐ノ宮さんに声をかけられる大福がうらやましかった。うらやんでも絶対に手に入らないタイプのものだけど。


    「そんな言葉をかけられると、混乱してしまいますわ……」


    　汐ノ宮さんは顔を隠すようにうつむいてしまった。


    　それでも、ほんのちょっと誇ほこらしげに顔を上げた。


    「ですが、これで人ひと研けんの宣伝ができたことはよかったですわ」


    　そう、愛あい河かに続いて、人ひと研けんの大勝利なのだ！


    　そして無邪気に汐しおノ宮みやさんはこんな言葉を付け足す。


    「次は波は久ぐ礼れ君と高たか鷲わしさんの番ですわね」


    　あっ……。すっかり忘れていた……。


    



    　　　　★


    



    「ランラン、大活躍でしたね！　最高でしたよ！」


    　愛河が百パーセントの善意で汐ノ宮さんを讃たたえている横で、高鷲は青い顔をしていた。おそらく、俺も似たような顔をしているだろう。


    　二人で、ぼうっと例のステージのほうに視線を向けている。といっても、違う窓からだが。


    「最後の審判が近づいているわね」


    「表現が不穏だ」


    「本当なら、私も汐ノ宮さんを褒ほめるべき時なのよ。けど、自分のことで頭がいっぱいなの」


    「それはしょうがないだろ。なまじ、ここまでは人研のアクションが大成功してるからな……」


    　思い出作りという点では、愛河も汐ノ宮さんもいいものを手に入れただろう。かけがえのないものをつかんだだろう。


    　現時点ではまだ恥ずかしさみたいなのも汐ノ宮さんにはあるかもしれないが、だんだん輝かしい記憶になっていくと思う。なにせミス西高セイコーなのだ。勝者であり強者なのだ。高校三年間の思い出の中でも上位に来るだろう。


    　逆に言えば、その成功は俺と高鷲へのプレッシャーになっている。


    　これで黒歴史になるようなミスをすれば、人研で俺たちだけ大失敗ということだ。愛河と汐ノ宮さんは気にしないだろうけど、俺も高鷲もきっと引きずる。


    　冷静に考えれば、クイズ大会でそんな黒歴史を刻むことのほうが難しいだろう。せいぜい惜しいところで負けたとか、全然活躍できなかったとか、その程度のことである。ていうか、リスクが比較的小さいから高鷲は自分で参加することにしたんだろう。そこでミスコンとか恐ろしいものに汐ノ宮さんをぶつけた時点で高鷲の性格の暗黒面を垣かい間ま見みた。


    　とはいえ、死亡率が低くても戦場に出ないといけないのは事実。


    「やっぱり参加するべきじゃなかった……？　でも、このままふわっとしたまま西高祭を終えれば絶対後悔してたし……」


    　部屋の隅すみのほうで、ぶつぶつと高鷲は俺に聞こえる程度の声で独り言を言っている。


    『意識高い系』に関しては、愛河とメイド服の汐ノ宮さんが宣伝してくれたおかげで入ってくる客の数は確実に増えている。


    　人が少なすぎて、お寒い展示だったという事態はすでに回避した。


    　人に来てもらえれば店の中身自体は悪くないし、同好会費をもらえる可能性も十二分に出てきたと思う。いくらもらえるんだろう。三万円ぐらいもらえるのかな？


    　だからこそ、いよいよクイズのことが気にかかる。


    　歯医者の待合室で名前呼ばれるのを待つ気持ちに似ていた。


    　高たか鷲わしはさらにつらそうで、何も知らない奴やつが見たら、保健室に行くべきか相談するレベルで顔色が悪い。


    　ここで同盟者の俺がしっかりしないといけない。


    　高鷲が充実した文化祭にしようと言っているのはウソじゃない。昨日の今日で人ひと研けんのクオリティを引き上げるだけの実績も示した。


    　今度は俺の番だ。


    　高鷲は新鮮な空気を求めるみたいに窓の外に顔を出していた。


    　俺も離れた窓から顔を外に出した。


    「そこまで暗い顔することないだろ。文化祭なんだから楽しもうぜ」


    「グレ君、去年の西高セイコー祭さい、楽しめたの？　中学の修学旅行は楽しめたの？」


    「……悪かった。心に響ひびかないフォローだった」


    　これは素直に謝罪する。


    　ぼっちにとっては、むしろイベントのほうがつらく苦しいと相場が決まっている。自分が特殊で、変な奴だということが強く浮き彫りになるからだ。


    　今年は違うはずだと頭ではわかっている。頭では。でも、長年、ぼっちを続けてきたこの体はそれを受け入れられていない。


    　きっと、高鷲だって同じだ。上う手まくいってることが、かえって怖い時もある。


    　こういう時は、不安そのものをそらすのがいいんじゃないかと思った。


    「高鷲、西高祭の充実度より、もっと大切なものがあるだろ？」


    　窓の外からお互いに顔を出して会話をする。


    「ふうん、どんな詭き弁べんなの？」


    「俺がフォローする前から詭弁扱いで片付けるのやめろよ！」


    　こいつはもうちょっと表面をやさしさでコーティングするべきだ。というか、頼むからしてくれ。


    「一い身しん田でんさんと友達になれそうなんじゃないのか？　西高祭より、そっちのほうがはるかに重要度も高いだろ」


    　友達作り競争はまだどちらもゴールしていない。友達を作れたと宣言できていない。


    「そうね。私と音楽の趣しゆ味みが合うだなんて、素晴らしいセンスの持ち主だから、やっていけそうな気はしなくもないかも」


    「遠回しに自分をものすごく評価するな」


    　高たか鷲わしの言葉は全部、不安の裏返しに聞こえた。


    　堂々と前を見て歩けば、誰かと視線も合うだろう。


    　普段から下ばかり向いている高鷲の思考が自然とネガティブに傾くのは当然だ。


    「まあ、上う手まくやるわよ。それに、グレ君、自分のことでも頭いっぱいじゃない。まずは自分のことをどうにかしなさいよ。顔を見たらわかるわ」


    　はっとして、窓の外から高鷲のほうを見た。


    　高鷲も窓から身を乗り出して、俺のほうを見つめていた。


    　窓の外側、まさしく宙に浮いたところにココロオープンの掲示板が現れる。


    【大だい福ふく君と友達になっておくほうがいいわよ。こんなこと、二度は訪れない。ていうか、こんな好機をくれたドリ子に金一封贈るぐらいのことをしてもいいぐらい】


    　ストレートな言葉がぶつかってくる。なにせ、心の声そのものだから、それ以上の飾りのない言葉はない。


    　高鷲は視線をそらさないから、このココロオープンは高鷲が望んで出したものだ。


    「善処したい。いや、絶対に善処する」


    　ここで逃げたら最悪だから、俺はそう答える。


    【なら、よかったわ。この勝負、接戦になりそうね】


    　高鷲の顔は笑ってなどいなかったが、心が伝わるのであれば、表情など必要なかった。


    　お互いに相手のことを気づかってるのは明白だ。言葉で隠すことすらできない。


    　そこで、高鷲は視線を運動場にあるステージのほうに向けた。


    　やがて、電光掲示板も消えていく。


    「さてと、クイズのほうではお前と共闘しなきゃな」


    「いや、だから、グレ君は別に何もしなくていいから。私が勝つかどうかだから」


    「だから、そこで水を差すなよ！　お前、その生き方で確実に損してるからな！」


    　高鷲はじっとステージをにらみつけている。


    　前を向いてるってことではあるんだな。


    「せっかくだし、『氷の姫』がクイズ大会で優勝したって記憶を西高セイコーの連中に刻みつけてやるわ」


    「前から思ってたけど、お前って悪役っぽい言葉をしゃべらないと気がすまないのか？」


    　地の利の悪さにしてはにぎわいを見せている『意識高い系』の後ろで俺たちはクイズ大会に向けて、内なる闘志を燃やしていた。


    　やる気だけなら全参加者中、確実に一位の自信がある。


    



    　そして俺と高鷲はゆっくりとクイズ大会の会場に向かった。事前打ち合わせなどもあるので、ちょっと前には集合しておかないといけない。


    　クイズ大会はミスコンとかと比べるとハードルも低いのか参加者も多かったようで、危うく抽選漏もれだったかもしれなかったようだ。これで落ちてたら、目も当てられないところだった。


    　まさか、こんなところで運を使い果たしたなんてことにならなければいいが……。


    　参加者はＡ～Ｆまでの合計六組。俺たちはＦ組だった。クイズなので場所に不利とか有利とかはない。


    「Ａ組の方から奥まで進んでいってくださいね」


    　スタッフのＴシャツを着た生徒の指示に促うながされて、順番に入場していく。前に入った奴やつらが拍手を浴びているのが聞こえてくる。


    　手に汗がにじむ。今の時間が一番緊きん張ちようするかもしれない。


    　俺の前に高たか鷲わしがいるので表情は見えないが、あいつほど気合いを入れて、この場に臨んでる奴はそうそういないはずだ。


    　出ていく直前、高鷲が体をこちらに向けた。視線は上に向けて。


    「勝つわよ」


    「当たり前だ！」


    「だからグレ君は私の邪魔だけはしないで」


    「お前な……」


    　どうして、試合前にチーム間が不和になるような発言をする……？


    　そして、ついに俺たちも動き出す。俺は高鷲の後ろ姿を追う。


    　Ｆと書いてあるテーブルが手前にある。


    　その席に座────れない。


    　二人並んで座ったら、ドレインの範囲に入る！


    　頭がホワイトアウトした。クイズ前になったら絶対にあかん状態だ。しかし、それどころじゃない。


    　高鷲がゆっくりと椅い子すを一つ、ぐぐぐっとこっちのほうに押し出した。これ、ちょっとバランス崩したらステージから転落するんじゃないか……？


    「言うまでもないけど、離れてて、波は久ぐ礼れ大仏。アルカイックスマイルで置物してなさい」


    　ちらりとにらむように、高鷲は一瞬、こっちを見た。


    　その視線は「邪魔だけはしないでって言ったばかりよね？」という意味だった。


    「あ、うん……はい……」


    　俺は椅子をＦ組のテーブルからかなり離したところに置いて座った。


    　なお、それぞれのテーブル上には、解答権を得るためのボタンが設置されているが、無論、一メートル離れているので俺の手では届かない。手が伸びる異能力者とかでない限り、絶対に届かないだろう。


    「Ｆ組、早速仲間割れ？」「独自の作戦か……？」


    　そんな声が聴衆から聞こえてくる！　うわ、クソ恥ずかしい！


    　人前に出て恥ずかしいとかいう次元を超えて恥ずかしい！


    　ここには俺の異能力を知らない学校外の一般客もいる。結果、明らかに俺だけが奇行をしているように見える！


    　そりゃ、目立つだろう。ボタンを押すことが不可能な位置に座ってる参加者ってどういうことだよ……。見てる側も混乱するわ！


    　そして、俺も混乱していた。まずい、まずい、まずい。対処法を間違うと、十年後、二十年後も記憶に焼きつくような黒歴史になる！


    　ああ、Ｆ組なのもドレインを考慮してのものだったんだな……。俺が一番最後に入場すれば、問題も小さくなる。真ん中のＣ組やＤ組だと配置が面倒だ。


    「えーりん、業なり平ひら君！　頑張ってくださいねー！」


    　愛あい河かがステージ後方でジャンプしながら応援してくれているのが見えた。愛河の応援があれば勇気百倍──と言いたいところだが、できれば今は注目を浴びない方向で行きたい……。


    　高たか鷲わしは高鷲で緊きん張ちようの極致なのか、お通つ夜やみたいにテーブルに視線を落としている。


    　あるいは絶対にボタン押すぞという勝負師の顔なんだろうか。


    　とにかく、どちらにしろ、ごく普通の女子高生が浮かべる表情ではない。


    　司会者はお菓か子し早食いもミス西高セイコーも務めていた女子生徒だ。しゃべりはに定評があるんだろう。そのトーク力だけドレインしたい。


    「はーい、ではＡ組から順番に自己紹介をしてもらいましょうか。あとで謎なぞの戦略を考えているＦ組にもじっくり聞いてみたいと思います」


    　笑いが起こる。たしかにネタ枠だと認知されてもおかしくない。


    　ところがどっこい、俺も高鷲もこれで本気なのだ。


    　Ａ組、Ｂ組ととくに面おも白しろくもない頑張りますアピールでどんどんマイクがこっちに近づいてくる。最後に答える分、Ｆ組は不利なのでは？　いや、目立たせてしまってるのはほかならぬ俺なので、俺がそれを言うのはおかしいのか。


    「Ｆ組は人間関係研究会チームですね。この研究会、菖蒲あやめ池いけさんはお菓子早食い大会で優勝、汐しおノ宮みやさんもミス西高とノリにノッてます！　しかも高鷲さんは二年で成績トップと期待大です！　何か一言どうぞ！」


    　司会者がうつむいたままの高鷲にマイクを向ける。


    　何をしゃべるのか、想像もつかん。


    　さすがに黙ったままで放送事故ということはないだろうけど。


    　ちらっと、高鷲が俺を一いち瞥べつした。


    「ええと……約一名、すでに離脱していますが──」


    　俺のことがネタにされている！


    　まさか、文化祭を最高の思い出にするために俺をダシにする気か？　高鷲ならやりかねん！


    　早速、笑いが起こる。どう考えても俺をいじると笑いになる展開だ。これはおいしいのか？　いや、この状況をおいしいと思えるほど、俺のメンタルは鍛きたえられてないぞ！


    　かといって、ここで一切話を振られずにスルーされるのも怖すぎる。


    　高たか鷲わしにいじられる以外の道などないのだ。


    　もう、いい！　好きなだけ笑い者にしろ！


    「彼は、異能力の関係で、ほかの人に近づくと相手にダメージを与えてしまうんです。ですので、チーム仲が悪いわけではまったくありませんのでご安心ください。むしろ、チームワークはいいほうではないかという自負さえあります」


    　マイクに視線を向けたまま、とうとうと高鷲は続けた。


    　あれ？　フォローされている？


    「人に近づけないというのは、相当重いハンデですが、その割りに彼はたくましく生きています。今もここに出てきてます。なかなかできることじゃないです」


    　会場の空気が変わる。


    　軽い話をするタイミングで、高鷲が真面目まじめな話をしているせいだ。


    　声は堂々としていて、さっきまでの極度に緊きん張ちようしている様子など、どこにも感じられなかった。


    「西高セイコー祭さいは異能力者の活躍を見せる場です。一方で邪魔にしかならない力を持ってる、彼みたいな異能力者もいます。異能力者が逆境に立ち向かっているというところも見ていただけると幸いです。そんな異能力を持ちながら必死にあがいて生きてる彼は尊敬に値すると思います」


    　まるで演説だった。聴衆も高鷲の言葉に耳を傾けている。


    　それは高鷲の言葉が、表情はよく見えないにしても、とても真しん摯しなものに聞こえたからだろう。


    　あいつ、まずは自分のことを気にしろって言ったくせに、しっかり俺のことを考えてるじゃないか。


    　普段どれだけ容よう赦しやなく毒舌を飛ばしても、やっぱり高鷲は俺の味方なんだ。


    「まあ、クイズ自体に彼は参加せず、私が全部答えますし、それで何一つとして問題ありませんけど」


    　最後にオチが来て、また笑いを誘さそう。


    　だけど、それは俺を貶おとしめるためではなくて、どうしても出てしまう説教臭さをギャグにして誤ご魔ま化かすための一種のスパイスだ。


    　とことん頭のいい高鷲は自分の言葉が与えてしまう影響をわかっていないはずがない。


    　だって、邪魔にしかならない異能力を持って、逆境に立ち向かっているのは俺だけじゃなくて、高鷲も同じだから。


    「あくまで、私たちはチームですから、私の力で優勝しても彼にもちょっとでいいんで拍手してあげてください」


    　その言葉で高たか鷲わしはマイクを司会者に戻した。


    　私たちはチームですから、という言葉に正直救われた気がした。


    　何度もイライラさせられてるけど、勝負もしてるけど、それでも俺が高鷲と一いつ緒しよにいられるのは、結局、高鷲の人格を最後の一線で俺が信頼しているからだと思う。


    　そして、それは高鷲が俺をチームとして信頼してくれていることでもある。


    　高鷲と同盟を結んでいることを誇ほこりたい。


    　司会者に一度戻ったマイクは俺のほうにもやってくる。


    「はい、もう一名、Ｆ組の波は久ぐ礼れ業なり平ひら君、何かありますか？」


    　あんまり長くしゃべると司会者が倒れるので、手短に済ませなければ。なんか、面おも白しろいこと言ったほうがいいよな？　面白いこと、面白いこと……。


    「俺がＦ組の黒幕です」


    　ちょっとだけ聴衆に笑いが起きた。


    　少なくとも、だだすべりということはなかった。


    「チッ！」


    　けど、高鷲が舌打ちしてこっちを一瞬にらんだ。しょうもないこと言って台無しにするんじゃないという顔だった。同盟者に対して厳しすぎる。


    　俺、まあまあ危ない橋を渡ったな……。会場が完全にシーンとしたら、今すぐ切腹するから介かい錯しやくしてくれ！　と叫びたくなるところだった……。でないと、あとで高鷲に処刑されていただろう。


    　それからクイズ大会のルールが説明される。


    　ジャンルは、芸能・音楽・スポーツ・アニメ・歴史・三国志の六つ。


    　それぞれ、十点の問題から五十点の問題まである。正答者はどの問題を次に指定してもいい。誰も答えられない場合は、司会者が次の問題を決める。最後に得点の一番高かったチームが優勝だ。


    「三国志だけ、変にマニアックですよね～」と司会者がきっちりツッコミを入れていた。これもギャグの一環なのだろう。


    　偏差値的な意味では高鷲に勝てる奴やつは参加者の中で誰もいないだろうが、高鷲みたいな奴って、芸能には何の知識も興味もないことが多い。


    　そこでほかの組に点数を稼かせがれると、かなりきつい戦いになるか……。スポーツの五十点問題が相撲すもうだったりすれば、かなり有利なんだが……。


    　文化祭のクイズ大会に傾向も対策もないので、どの程度の知識が問われるのかさっぱりわからない。


    　どうか、上う手まく事が運びますように。


    　それと、高たか鷲わしが緊きん張ちようしすぎて動けなくなるだなんてこともありませんように。


    「では、三国志の二十点から行きましょうか！」


    　司会者が二十点の問題を読み上げはじめる。


    「小説、漫画、ゲームと大人気の三国志ですが、その正史である──」


    　高鷲がさっとボタンを押していた。


    　ピコンという音とともに解答権を示すところが光る。


    「陳ちん寿じゆ！」


    　いつもの高鷲とは思えないような、妙なひたむきさを感じる声だった。


    　正解のＳＥが流れる。


    　それで、ふっと俺は思い出した。


    　高鷲って三国志、詳くわしいんだった……。


    　──そこから先はマジで高鷲の独壇場だった。


    「馬ば騰とうと韓かん遂すい」


    「丁てい原げん・董とう卓たく・王おう允いん・袁えん術じゆつ！　それから、ええと……張ちよう楊ようのところに行って、次に袁えん紹ね」


    「その時は明めい帝ていね」


    　高鷲は三国志の問題を順番に開けまくって、次々に答えていった。四十点の問題も五十点の問題も高鷲にとってはどうということはなかったらしい。


    　呂りよ布ふが仕えたことのある人物を四人答えなさいという問題に、六人答えた。司会者側もビビっていた……。


    　三国志をすべて開けて百五十点を俺たちＦ組は獲得していた。かなり偏かたよった展開に会場も異様な盛り上がりを見せている。司会者のほうは、想定してたのと違うぞという顔になっていた。


    　しかし、これで三国志問題はもう尽きてしまった。


    「じゃあ、歴史の五十点」


    　歴史の五十点は戦国時代の問題だった。


    　また、高鷲が押した。


    「高たか山やま右う近こんと内ない藤とうジョアン」


    　即答した。


    　俺は離れた席から高鷲の雄姿を見守りながら思った。


    「五十点でこれなの？　簡単すぎるでしょ」


    　マジで俺、いらんな……。


    　三国志の問題を焼き畑農業的にすべてクリアした高鷲は、そこから歴史の問題を確実にこなしていった。


    　一般教養的な歴史知識は、案の定、高鷲は完かん璧ぺきに近かった。学年トップの成績というのは異能力でもなんでもなく、高鷲の標準スペックなのだ。


    　高たか鷲わしに異能力がなかったら、今頃成功者として勝ち組の階段を駆け上っていたんだろうな。そう考えると、不ふ憫びんではある。


    　だが、ココロオープンがなくてもこいつの性格は元からこうなのだろうか？　そこで不憫かどうか大きく左右される。


    　なお、高鷲は芸能部門だと、案の定、相撲すもうとマニアックなバンド以外の知識は全然ないようで、ほかのチームに先に答えられていた。


    ※お前も参加者なのに傍観者的に見すぎだろと思われそうだが、テーブルから離れたところに座ってる傍観者なので、しょうがない。


    　ほかのチームも追い上げようとしてはいたが、どんぐりの背比べだった。残りの点数を五チームで奪い合う状態なわけで、高鷲が稼かせいだ点数をおいそれと覆くつがえすポテンシャルはどこも持っていない。なんか一部の富裕層に富が集積する資本主義の縮図みたいで嫌いやだ。


    　この調子なら高鷲の先行逃げ切りで終わるな。


    　だが、まだそこそこ問題が余っているところで、緊急を示すようなＳＥが流れた。


    「おっと、ここで時間になりましたね。次がラストの問題になります！」


    　司会者がよどみなくしゃべる。このあともステージは使用されるから、巻きが入ることも当然ある。


    　問題はそのあとだ。


    「ラストの問題はなんと、千点を差し上げます！」


    　バラエティでよくあるベタベタなやつだ。


    　やっぱりやるのか～みたいな反応を示して笑ってる客もいる。


    　その中で、高鷲が「舐なめるんじゃないわよ」という顔で、早押しのボタンをにらんでいた。


    　こんな時でも抗議の視線すら向けられないというのは、可か哀わい想そうだと思った。


    　そう、高鷲にとって、このクイズ大会は遊びじゃないのだ。


    　ここで人ひと研けん代表として優勝することによって、高校の文化祭を最高の記憶で飾らないといけないから。


    　だから、場を盛り上げるためだなんてくだらない理由で、勝ちの可能性を下げられたらたまらない。


    　高鷲はガチで勝ちにいってるんだよ！


    　しかも最後の問題は音楽の三十点。ただし点数は三十点じゃなくて千点。


    　司会者が問題を読み上げる。


    「今、ブレイク中のバンド、ヘラクレイトス。彼らがこれまでにリリースしたアルバムタイトル、すべて答えてください」


    　最近、ニューアルバムがオリコン三位になったバンドだ。俺が大だい福ふくからＤＶＤを借りたバンドでもある。その名前ぐらいなら今の高校生は誰だって知ってるだろう。音楽ファンじゃなくてもテレビを見てればＣＭで数回聞いてるはずだ。


    　だが、高たか鷲わしはボタンを押すことができない。


    　手がふるえて、ボタンの上で止まっている。


    　ああ、もう！　マジで流は行やってるバンドとか徹底して興味ないんだな！


    　少しぐらいそういうのもかじればいいだろ！　意外とよかったりするかもしれないだろ！


    　これは、負けたか……。


    　しかし、解答権が与えられたことを示す効果音はちっとも鳴らない。


    　そういえば、今回のアルバムじゃなくて過去のも全部ってことだからか。三、四年前に出たものから答えないといけない。みんな、ミーハーなんだな。


    　そして、俺はミーハーだけど、もう少しだけ濃いミーハーだ。


    　でないと、ほかの奴やつとの会話に話を合わせられないからな。典型的すぎるほど薄っぺらい知識だと、俺は世を渡れない。少しだけ掘るのがコツだ。……いまだに話せる友達いないけど。


    　ずっと座ってた俺が席を立つ。


    　立ち上がって、高鷲のテーブルに向かって走る。


    　前のめりで走る。


    　たいした距離じゃない。早く、この手よ、ボタンに届け！


    　でないと、高鷲に勝利を渡せないだろ！


    　驚いてる高鷲の顔が目に入った。妙に時間を長く感じたが、そう感じただけだ。たかが、一瞬のはず。


    　俺は腕がはずれるぐらいに、手を伸ばして、ボタンを叩たたきつけるように押した。


    　ピコーンという音が響ひびく。俺と高鷲の前のボタンが発光している。


    　その時だけ、世界が俺を中心に回るものに変わる。


    　俺はゆっくりとそのバンドのアルバムを四つとも答えた。


    　バンドのウィキペディアの情報が正しいなら、これでいいはず。


    　少しの間を空あけてから、正解のＳＥが流れる。


    「っしゃあっ！」


    　俺はその場で大きく叫んだ。


    　恥はじとか、そんなことは関係ない。今の俺には喜ぶ権利がある。ぼっちだからって幸薄そうな顔をする必要もない！


    　どこか、ぽかんとしている高鷲がまばたきを繰り返しながら、こう言った。


    「あ、ありがと……グレ君……」


    「俺は黒幕だって言っただろ」


    　ドヤ顔で俺は自分の離れた席に戻っていった。


    　ハイタッチぐらいしたかったけど、ドレインのことを考えたら自重したほうがいいよな。


    「優勝は二年の成績トップ、高たか鷲わしえんじゅ率いる人間関係研究会チーム！　これで人間関係研究会はお菓か子し早食い大会も、ミスコンも、ついにはクイズ大会も制覇してしまいました！　いったい、何なんだ、人間関係研究会!?」


    　司会者が煽あおるのが気持ちよかった。


    　ちなみに何だと聞かれたら、どう答えるのが正解なんだろうな……。


    　愛あい河かが遠くでうれしそうにぴょんぴょんはねているのが見えた。このステージ前にいる俺たちの唯ゆい一いつの与党だ。


    　それと五階の窓からは汐しおノ宮みやさんと大だい福ふくの顔が見えた。


    　店の接客のほうもよろしく。そんなことを考えながら、窓に向けて手を振った。


    　勝ち負けで判断することじゃないかもしれないけど──


    　俺はこの西高セイコー祭さいで勝ったと思った。


    　勝利者インタビューとして、高鷲のところにマイクが回ってくる。


    「西高祭の喧けん騒そうに嫌いや気けが差した違いのわかる皆さん、ほかに一切店舗のない五階で、セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』をやっています。くつろいでいってください」


    　高鷲は教科書どおりのＰＲのあとに──


    「ちなみにミス西高の汐ノ宮さんもメイド姿でいるので、生で見たい人はぜひどうぞ」


    　きっちりと仲間を生いけ贄にえにした、最大級の宣伝をした。


    　その時の高鷲の笑みは邪悪なものじゃなくて、もっとシンプルに楽しそうなものだった。


    　うつむいていても、それぐらいの表情の変化がわかる程度には近くにいたさ。
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    　それからの西高セイコー祭さいは、全体的にたそがれムードだった。


    　といっても生徒が暗く沈んでいるという意味ではない。西高祭自体のタイムリミットが近づいてきて、ほんのりと物悲しく、名残惜しい空気が流れてしまうのだ。


    　祭りのあとに訪れる寂さびしさは終わりの時が近づく頃から、もう強くなっている。


    　そんななかで、セレクトショップ＆カフェ『意識高い系』は順調に客足を伸ばしていた。


    　といっても、大半の客は寄っただけで何も買わずに去っていくので、厳密な意味では客ではないが、とにかく来場者はそれなりに来た。


    「あっ、ミス西高だ！」「ほんとにお人形さん系だね！」「メイドさん、超かわいい！」


    　三年の女子たちが汐しおノ宮みやさんを前にわいわい盛り上がっていた。汐ノ宮さんの効果はデカい。ミス西高の影響力ってこんなに大きいのか。


    「あ、ありがとうございますわ……。あんまり写真を撮られると落ち着かないのですが……」


    「ピースして、ピース！」「その変な生き物も一いつ緒しよに！」


    　汐ノ宮さんがおもちゃにされているのが可か哀わい想そうではあるが、この有名税の取り立てもそのうち収まるだろう。変な輩やからが寄ってきても、周囲に見えるようになっているメイド長が追い払ってくれるので安心だ。危険な客は最悪、俺がＳＰばりにドレインで倒す。


    　終わり間際にエリアスが一人でやってきて、視察するように中をじろじろ見ていた。


    　それでぼそりと、「思った以上にちゃんとしてるね」と偉そうに言って、去っていった。


    　あの口ぶりだと、本当に同好会費を出してくれるかもしれない。


    　俺は部屋の隅すみの、ドレインの影響が出ない場所で人ひと研けんの活動を眺めていた。


    　監督みたいな場所から見ているので偉そうだが、そういう意図はない。


    　なお、坊ぼう城じよう先生は来てない。本当にノータッチだな、あの人……。


    　総括すると、悪くない。


    　二学期はじまった直後はどうなることかと思ったけど、結果的に俺たちはなんか、その、こう、精神的な面で成長したんじゃなかろうか。うん、きっとした。


    　やがて、蛍の光のメロディが十六時になる十分前に流れだした。


    　西高祭は十六時で終わる。グランドフィナーレだ。


    「さて、片付けましょうか」


    　日課であるかのように、高たか鷲わしはＣＤの入ったラックを運び出した。その動きがものすごく事務的に見える。


    　ただ、その行為に難点があった。一応、まだルール上終わってない。


    「片付けは人研優先で問題ないはずだし、男子二人は棚でも戻しておいて」


    「わかった。けど、厳密にはまだ開催中だからもうちょっと待てよ……」


    　閉店直前に露ろ骨こつに椅い子すを整えたり、テーブル拭いたりするチェーン店かよ……。


    　あれ、バイトの心理としてはとっとと後片付けに入りたいだろうし、わかるんだけど、たとえば夜十時閉店の店で九時四十五分からお前ら帰れって空気を強く出しすぎるの、おかしいと思う。だったら、もう九時半閉店にしろよ。せかされる感じで、テスト勉強の用意をしまった記憶がある。夜の閉店が近い時間のほうが、俺の異能力上、ゆっくりいられるんだよ……。


    　話がずれた。


    　とにかく、五分後か十分後に俺と大だい福ふくは棚を動かせばいいのだ。これは女子が運ぶには重い。汐しおノ宮みやさんを筆頭に、人ひと研けんの女子は非力に見える。


    　愛あい河かは格闘技において圧倒的才能を誇ほこるのだけど、そのスキルと腕力はまた違うだろう。


    「私は、クラスに戻って軽く片付けを手伝ってくるわ。シフトに入った時間もあんまり長くなかったしね。男子は部屋の片付けを重点的にお願い」


    　まるで言い訳みたいに高たか鷲わしがそう言った。


    　そして、その意図に思い至った。


    　これ、お互いに友達作りのために時間を使えってことだ。


    　俺は大福とこのまま過ごす。


    　高鷲は一い身しん田でんさんのところに向かう。


    　みんな、西高セイコー祭さいという同じイベントを体感したんだ。話題はいくらだってあるだろう。仲良くなるのに、これ以上の好機はない。連絡先の交換だってスムーズに行える。


    　負けたら勝ったほうの言うことを聞くだなんてルールを決めておきながら、高鷲はなんだかんだでフェアだ。


    　あるいは俺が勝ったと言い出したら、その前に一身田さんと友達だから自分の勝ちとか主張する気なのか……？　もしかして、この勝負、自分のほうが早かったという言い争いになるのでは……？　それ、ないとは言えんな……。その時は、その時で考えよう……。


    「了解した。活躍を期待する」


    　頑張って友達作ってこいよ、という意味で言った。


    　俺のほうも本命のミッションを遂すい行こうしないといけない。


    　ここで大福と仲良くなる！


    　タイミングを見計らって、シンプルに──友達になろうと言う。


    　勝算はある。


    　大福はウェイ系じゃない、もっと自己主張の弱いタイプの奴やつとのほうが話がしやすい人種のはずだ。距離感としても申し分ないだろう。


    　すぐに二人でどこかに出かけるといったところにまではいかなくても、今後も雑談が気兼ねなくできるような立場程度になら……。


    　そんな大だい福ふくは汐しおノ宮みやさんと、何か話をしていた。


    　どうやら汐ノ宮さんの地元についての話題らしい。


    　相手の地元について尋ねるというのは、話をつなぐ鉄板ネタだ。


    　ある程度、地理知識がないと、相手の話をふくらませることができないのが難点だが、大福の様子だとその部分も問題ないようだ。


    　そして、時計が十六時になる。


    　今年の西高セイコー祭さいは完全に終わった。


    　来年も西高祭はよほどのことがないかぎり開催されるだろうが、受験のある三年生は原則、準備だとかに駆り出されることはないので、俺たちがどうなるかは不明だ。


    「じゃあ、大福、棚を運ぶの手伝ってくれるか？」


    「うん、いいよ」


    　これでクラスの片付けに行きますと言われると危なかった。気楽に話せはするものの、いまだにＬＩＮＥの交換もできていない。作戦ミスだ。いや、後悔はするまい。前を見ろ。やることはある。


    　断られることはまずない。友達になろう、その一言でいい。


    　別に女子に告白するわけじゃないんだ。軽い調子でいい。軽い調子……。


    　棚を横に寝かすと、ちゃんと一メートル離れるので、一つの棚を二人で運ぶ。今回は大福が前を、俺が後ろを担当する。


    「人ひと研けん、しっかり模擬店になってたね。これで僕も副会長に怒られずにすむよ」


    「ああ、大福はエリアスの肝きもいりで来てたんだよな」


    　大福は生徒会からの出向組だ。


    「副会長がいない環境もたまには悪くないね。羽を伸ばせたよ」


    　こいつ、よくエリアスのことをしゃべるけど、実はやっぱり気があるんじゃないか？


    　それはそれでいい。俺としては応援してやろう。エリアスは顔はいいうえに胸もあるので、変な男に騙だまされるリスクがなくはない。大福なら人格的にも大丈夫だ。


    「汐ノ宮さんは、副会長に比べたら、ほんとに天使だったよ。最高に癒やされた。そりゃ、ミス西高にもなるよね」


    　そこで大福の口から汐ノ宮さんの名前がもれた。


    　最初、それはごく自然な、本日の回想だと思われた。


    　でも、どうも事情はもっと深いようだった。


    「汐ノ宮さんって、おしとやかなのに、頑張り屋な一面もあるんだよね。そのバランスがすごくいい感じだよ。生徒会はどちらかといえばツンツンしてる女子ばかりだったから、新鮮だったし、同じ空気を吸えて、体力も回復した感じかな」


    「へ、へえ……」


    　表現が少しキモいが、まだ友達でもない相手への指摘は失礼かもしれない。受け流す。


    「もちろん引き抜くつもりはないけど、生徒会に来てほしいぐらいだよ。あんな慈愛に満ちたお嬢様、実在するんだね」


    　この男、汐しおノ宮みやさんを最大級に評価している。


    　うん、汐ノ宮さんはかわいい。


    　かわいいも何も、ミス西高セイコーである。学校公認のかわいさなのだ。


    　でも、汐ノ宮さんは汐ノ宮さんで、やっぱり一ひと癖くせも二癖もある。俺たちはその癖も含めて、夏休みの間、向き合ってきた。途中、メイド長脱走事件まであった。


    　一言で言えば、汐ノ宮さんは天然のトラブルメーカーだ。暴走する時には、徹底的に暴走する。天使の一面だけじゃない。そこは、その……人ひと研けんのメンバーらしく、人付き合いで失敗した経験もある。


    　それに対して、大だい福ふくは理想化された、アイドル的な汐ノ宮さんだけを見ている。


    　このことを伝えたほうがいいんだろうか……？


    　でも、ただのネガキャンか？　まあ、ネガキャンだよな。しかも同じ人研のメンバーを悪く言うわけだし……。


    　だが、ある程度は汐ノ宮さんのキャラを伝えないと、付き合ってから幻げん滅めつされると、汐ノ宮さんが傷つく危険も出てくる。となると、さりげなくでも、汐ノ宮さんがどういう人か全部教えるほうが二人のためなのでは……？


    　難しい……。どうするのがこの場合、正解に当たるのか。


    　同性の友達がいない奴やつに、恋の駆け引きなどわかるわけがない……。


    　大福は階段を下りながら、「汐ノ宮さんは神」とまで言い出した。


    　言葉の上では、神格化がはじまった。


    　まずいな……。偶像として崇あがめすぎると、冷めるリスクも上がるのでは……。


    　それとなく確認しておこう……。人研の未来にも関わることだ。


    「あ、あのさ……それって、大福は汐ノ宮さんのこと、異性として好きってこと？」


    　我ながら踏み込んだなと思った。


    「うん」


    　迷いなく、大福の返事が来る。


    　その時、俺は感じた。


    　ズレを。


    　小さいようでいて、大きなズレを。


    　エリアスが言っていたのは、これか。


    　大福はぼっちじゃない。


    　普通に女子を好きになって、はっきり好きだと言える。


    「僕ってさ、まず副会長みたいな押しの強い子は無理なわけ。でも、たとえば、菖蒲あやめ池いけさんみたいなキャラ、ああいうギャルっぽさが入ってるキャラも合わないんだよね。相性が悪いというか、僕のほうが引いちゃうから」


    　俺しか聞いている人間がいないからか、大だい福ふくは饒じよう舌ぜつだった。


    「でも、汐しおノ宮みやさんみたいにおとなしいキャラならワンチャンあるかなって」


    　大福の言葉に悪意などない。


    　そんなことは明白だ。俺に悪意を見せる意味などどこにもない。


    　いかにも男子同士でやるような会話だ。誰が好みだとか、誰がいけそうとか。


    　でも、俺はこう感じてしまった。


    　この子なら俺でもいけるだろみたいなの、失礼なんじゃないか？


    　つまり、自分でも汐ノ宮さんのような、内気に見える子なら落とせるかもってことだろ？


    　それって、恋愛感情というか、自分が攻略できる範囲にいるから狙ねらってやろうって話だよな。


    　ライオンは怖いけど、バンビは狩れるからチャレンジします的な。


    　汐ノ宮嵐らん蘭らんって子の人格を尊重してるかっていうと、違うと思う。


    「おとなしい系の子で、話もそこそこ合うし、僕もアタックしようかなって。業なり平ひらも付き合ってないんだよね？」


    「ああ、うん……」


    　おとなしい系ってなんだよ。


    　人間にジャンルやタグを付けて、その範囲で判断するなよ……。


    　黒いものが胸にたまっている。


    　もやもやというか、もわもわのほうが近い。嘔おう吐と感かんにどこか似ている。


    　これはある種の人間不信の感情だ。それを感じてしまっている。


    　階段を下りて曲がるところで、ちょっと廊下の角に棚をぶつけた。


    　どうも、動きまでぎこちなくなってきてる。


    　俺の考えすぎだろう。別に大福が汐ノ宮さんをバカにしてるわけでもなんでもない。この程度のこと、高校生男子二人が話して何もおかしなことはない。むしろ、大福が俺を近しい存在と認めてるからこそ言ってることかもしれない。


    　けど、気持ち悪さはある。小指にできたささくれみたいに小さな不快感が消えない。


    　その不快感に耐えられなかった。


    「おとなしい系に限定しなくても、恋愛ってそれだけじゃなくないか？」


    　自分が発した言葉は、それはそれで道徳的すぎて、無価値なものに聞こえた。


    「う～ん。僕の友達も草食系ばっかりなんだよね。ほら、僕が草食系なわけだし」


    　その草食系という単語を聞いた時──


    　大福に向いてたはずの人間不信の感情が、自分自身に襲いかかってきた。


    　沼の奥底で暴れまわって、沈ちん澱でんしている泥をかき乱したような、そんな気分になった。


    　なんだ？　なんだ？


    　どうして、そんなことになってるんだ？


    　がりがりと棚が壁にすれた。体のバランスがおかしくなっている。


    「大丈夫、業なり平ひら？　けっこう重くて疲れた？」


    　大だい福ふくが心配そうに聞いてくる。息切れしているように見えただろう。


    「違う……。まだまだいけるから……」


    　笑みを浮かべて、ひとまず取り繕つくろう。


    　精神的なものだし、自分でも原因がよくわからないし、説明のしようが──


    「あっ……」


    　間の抜けた、虚無みたいな声がもれた。


    　大福は俺だ。


    　当然、同一人物とか、ドッペルゲンガーとかいった意味ではない。


    　二人で同じ思考をしていた。


    　俺、大福が草食系で自分に近いから友達になれると思ってたじゃないか。


    　もしも、大福がウェイ系の髪染めてるような奴やつなら、友達になれるチャンスだなんて少しでも考えたか？　絶対に、絶対にない！


    　俺は大福が草食系というジャンルだから友達作りができると判断した。もし、ウェイ系とかリア充とか、そういうタイプだと最初に会った時に認識していたら、友達になれるかもだなんて考えもしなかった。


    　それって、タグ付け行為そのものだ。


    　大福が汐しおノ宮みやさんをおとなしい系だからいけると言ったのと、見事に共通している。


    　この世界には完全なるウェイ系もリア充もパリピも遊び人もいない。そんな動物がいるわけじゃない。人間を選別していたのは、友達がいない俺のほうだった。友達ほしいと言っておきながら「ああ、こいつはリア充っぽいから無理だな」とかはじいていた。


    　だとしたら、俺の友達作りの思考法自体が邪道なのか？　卑ひ怯きようなのか？　でも、完全なるリア充はいなくても、リア充っぽい人間はいるし、そういう人間に突っ込むのはハードル高いし……。


    　わからん。マジでわからんようになってきた。


    「ふう、到着、到着」


    　大福が声を上げて、棚を収納していた部屋に入る。一個目の棚は無事に元に戻った。


    「よーし、もう一ついこうか」


    　大福は俺のすぐ横を通り抜けて、前へと歩いていく。


    　俺を過か剰じように忌き避ひしたりはしない。そこに差別なんてものはない。


    「うん、そうだな……」


    　ノドがやけに渇いていた。


    　頭はいきなり降って湧わいた悩みでいっぱいだ。もう見事な容量オーバーだ。


    　これって、ズルいことなのか？


    　それとも、自然なことなのか？


    　そりゃ、いかにも不良ですって奴やつが、メガネかけて七三分けにしてる、どう見ても真面目まじめですって男と仲良くなろうとするかというと、しないだろう。


    　キャラが違うということは容姿と言動で判断がつく。そのキャラの違いは、自分はこういう人間ですっていう印しるしみたいなもので、その印をないことにするのは無理だ。


    　無色透明な人間などいないし、仮にいたとして無色透明な人間に好意を持てというのはおかしいだろう。そいつには特徴がないわけだから、選びようがない。


    　ということは、大だい福ふくにも汐しおノ宮みやさんを狙ねらっていけ、それが正解だと言うべきということか。


    　いや、でも、それは人ひと研けんの人間として倫理的に……。


    　待て待て、倫理的って何だ？


    　この場合の倫理ってどういう概がい念ねんだ？


    　それっぽい言葉を定義なしに使っても、水掛け論になるだけだぞ！


    　階段の踊り場で、こけかけた。


    　まだ段があると思って、ない段を上ろうとしていた。


    「さっきから危なっかしいけど、足腰に来てるんじゃない？」


    　大福はさっと、俺に向かって手を伸ばした。おそらく、無意識的なものだろう。


    　俺はその手はとれない。


    「いや、ドレインがあるから気持ちだけ受け取っておく」


    「ああ、そうだね。その能力、本当に大変そうだね」


    　大福は人のことを考えられる、いい奴だ。


    　そう、大福はドレインを持ってる俺を怖がることも避けることもない。自然体で接してくれる。


    　俺にドレインっていうヤバい異能力を持ってる奴ってタグをつけないでくれる。


    　だからこそ、わからなくなる。


    　こんな有様じゃ、友達なんてできるわけない。


    　ここまで思い詰つめて友達を作ってる奴なんて、どこにもいない。


    　役所に何枚も書類を提出して、ついに親友になった奴などいないだろう。


    　もっと、軽やかに踏み出さないといけないのに──俺の足は重すぎる。


    「あのさ、業なり平ひら、汐ノ宮さんっていきなり告こくったりしたら引いちゃうかな？」


    　この質問は、俺を信頼してるからなのか？


    　それとも、俺が汐しおノ宮みやさんに近いから利用しようとしてるだけなのか？


    「むしろ、古風にラブレターを渡すようなところからはじめたほうがいいのかな？　どうなんだろう？」


    「俺、非モテだから、よくわからない。悪い……」


    　葬式の席みたいな暗い声だった。


    　俺たちの横を談笑する生徒たちが通りすぎていく。


    　高たか鷲わしみたいにうつむいたまま、俺は立ち止まっていた。


    「それとさ、大だい福ふく」


    「うん、何？」


    「汐ノ宮さんが好きなのはわかるんだけど、こういうキャラだからいけそうとか、こういうキャラだからどうするべきかとか、その……汐ノ宮さんに失礼じゃないかな」


    　苦言を呈した、と大福は思うだろう。それで間違ってない。


    　でも、そう伝えるのなら、俺も大福の目を見て言うべきだった。


    　うつむいたまま言うべきじゃなかった。


    　俺も後ろめたいのだ。大福の言葉に対する違和感は俺自身への断罪にもなる。


    「大福が汐ノ宮さんを好きなら、直接でも、手紙でも、なんでもいいから、自分なりの方法で伝えたらいいんだと思う。そしたら、伝わるんじゃないかな。ゲームのボスを倒すんじゃないんだから、攻略法とか、そういうの考えてぶつかるべきじゃない、かな……」


    　言いながら、俺はこう考えていた。


    　友達を作るの、また失敗した。


    　友達になろうって言うつもりの相手に説教する奴やつがどこの世界にいるのか。


    　説教は、相手の否定だ。相手を否定しつつ、友達にならないかと誘さそう。


    　矛む盾じゆんも矛盾、大矛盾。


    　それでも、このまま大福の価値観を聞いたまま、汐ノ宮さんと付き合ってほしくなかった。


    　どうせ人間の心の内はわからない。だから、せめて体てい裁さいぐらいはもっと真しん摯しなものであってほしい。いわば、俺のわがままだ。


    　しばらく大福は何も言わなかった。その「しばらく」は、おそらく時計で計ればたいして長くはなのだろう。ただ、俺にとってはやたらと長く感じた。


    　俺はうつむいているままなので大福の表情はわからない。でも、きっと低血圧の、どことなく眠そうな顔だろう。大福は強い怒りも深い悲しみも表情には表さないだろう。


    「うん、業なり平ひらの言ってることは正しいよ」


    　予想からはずれない、大福の落ち着いた声が聞こえた。ようやく俺は顔を上げた。


    　やっちゃったというような、申し訳なさそうな顔を大福はしていた。


    「彼女は業平にとって人ひと研けんの大切なメンバーだもんね。僕も自分の知り合いが、副会長をそんな調子で狙ねらってるって言ってきたら、少しむっとしたかも。自分は女子に支配されたいタイプだから、副会長とかちょうどいいとか言ってきたら、何を言ってるんだってなるよ」


    　大だい福ふくの言葉は、まさに俺が求めていたような価値観のもので、だからこそ、申し訳なさを大福に感じた。


    　ずっと、お前を草食系ってタグ付けしてたんだ、俺は。


    「あ、その……わかってくれたなら、いい……。俺もムカついてるとかじゃなくて……。どうせ恋愛するなら、正面から向き合ってほしかったっていうか……」


    「うん。僕が汐しおノ宮みやさんを気になってるのは事実だから、もっと素直に向き合ってみるよ」


    　自分の心は軽くなった気がする。


    　しかし、それはプラスの意味だけじゃなくて、なんか心にぽっかり穴が空あいたような感覚も同時にあった。


    　そのあと、俺は抜け殻がらになったみたいに片付けをした。


    　棚さえどかしてしまえば、元の机と椅い子すは人海戦術でどうとでもなった。


    　顧問の坊ぼう城じよう先生も途中からやってきて、机を運んでくれたので、さらに短時間で仕事は終わった。ただ、作業中に坊城先生は腰を痛めていた。


    「普段使ってない筋肉がゴリゴリに痛い……。いや、まだよ。まだそういう年じゃないわ……。いける、いける……」


    　先生は先生で何か大きなものと戦っている……。


    「波は久ぐ礼れ君、やけに間の抜けた顔してるけど、どうかした？」


    　腰を押さえている先生に聞かれた。


    「いや、とくに失ったものとかはないんですけど……」


    「あまり、深入りするつもりはないけど、失恋とかそういう系統のもの……？　異能力については相談に乗れるかわからないけど、人間関係についてなら、まあ、教師としてできる範囲で聞くわよ？　これでも君より長く生きて──いや、同世代！　ほぼ同世代！」


    　先生に心配されるほど、変な顔してたというのがあほらしいというか、恥ずかしい。


    「むしろ、失恋ほど深いものならよかったんですけど、浅いんです」


    　友達になろうと言うのを諦あきらめましただなんて、先生だって言われても困るだろう。


    「ふうん。まあ、君たちと違って私は異能力者じゃないから、わからない悩みも多いのよね。でも、何かあったら、誰でもいいから相談したほうがいいわよ」


    　先生も気まずい空気になったかなと思っているだろう。これは俺のせいだ。先生はなんら、間違ったことはしていない。


    「それと、うちのクラスも打ち上げやると思うけど……自由参加だから。もちろん、人間関係研究会で個別にやってくれてもいいから」


    　もう、お前ら絶対に来ないだろって前提で、言うだけ言ったって感じだな。


    　そして、合っている……。クラスのカフェでとくに活躍もしてないし、しゃべる男子もいない。ぽつんといるだけ、帰るタイミングも難しいという恐怖の時間を過ごすことになる……。


    　汐しおノ宮みやさんに打ち上げのことを話そうかと思ったけど、大だい福ふくを交えてなにやら話していた。さっきの話を聞いて、ここで割って入るのはさすがに無ぶ粋すいだ。大福からしたら、「お前を疑っている」と言われているに等しいだろう。


    　愛あい河かは自分のクラスでやったお化け屋敷の撤収に行って、今はいない。


    　打ち上げはともかく、今日の反省会はしたいな。


    　すぐに高たか鷲わしの顔が浮かんだ。


    　今は何でもいいから高鷲と話したかった。


    　そういえば高鷲は一い身しん田でんさんと仲良くなれただろうか？


    　今すぐ友達ってところまでいってないにしても、友達作り競争は俺の負けだろうな。


    　潔く、あいつの命令を聞いてやろう。十億円払えとか無む茶ちや振ぶりはしてこないだろう。


    　ＬＩＮＥでメッセージを送った。


    『個人的に反省会がやりたい』


    　返事がしばらく来なかったら帰るかと思ったけど、こういう時はすぐに来た。向こうもスマホをいじってたのかもしれない。


    『いいわよ。駅前は西高セイコーの奴やつらが多そうだから、ちょっと離れた店ね』


    　それから喫茶店のＵＲＬが貼られた。学校から近いけど、駅前からは逆の方向にあるうえに、チェーン店でもないから、地元民しか来なさそうな店だ。西高の奴もまず確実にいないだろう。


    　まだ、集合時間について具体的な連絡が来ていない。


    『ちなみに、クラスの打ち上げとかは行かないのか？』


    　一身田さんと距離を詰つめてるなら、一いつ緒しよに行くんじゃないかと思って、そう聞いた。


    『あるんだろうけど、グレ君、行く気？』


    『まさか』


    『だよね』


    　こんなところでだけ、俺たち同盟者は完全に息が合っている。


    　愛河と汐ノ宮さんに先に帰りますとＬＩＮＥでメッセージを送った。


    　帰りますという言葉が、なぜだか「逃げます」に見えた。


    　祭りが終わって、浮うわついた雰ふん囲い気きが残る学校から背を向けて、裏門から出た。


    　門を出る時、俺は小さくくちびるを噛かんだ。


    　かすかににじむ鉄の味がやけに口の中に残った。


    　高鷲に負けたんじゃなくて、俺は自分自身に負けたんだ。


    



    　　　　★


    



    　店に入って待つというのが落ち着かないので、店の前に立っていた。


    　もう一人来てから注文しますと店員に言うのが嫌いやなのだ。もう一人がいつ来るかはっきりとはわからないからだ。それなら、店の外で立ってるほうが心理的にマシだ。


    　五分ほど経って、文庫本をめくっていたら、高たか鷲わしがやってきた。


    　四割程度の率で、友達作ったわよという勝ち誇ほこった顔で来るかなと思っていた。


    　なのに、高鷲はいつもの、人生そのものに飽きたような顔をしていた。とても文化祭という祝祭が終わった直後の学生には見えないだろう。しかも、高鷲は西高セイコー祭さいでやるべきことをやったはずだった。


    「グレ君、何か文句言いたそうな顔だけど、どうかした？」


    「いいや、大丈夫だ」


    　高鷲はあごで示すように店のほうを向いた。


    「それじゃ、とっとと入りましょう」


    　俺は高鷲のあとに続きながら、他人が今の俺たちを見たら、ケンカ別れ直前のカップルだと思うだろうと感じた。


    　ある意味、いつもの高鷲ってことかな。ドヤ顔で友達できたぞとは言わないのか。


    　高鷲はホットミルクを、俺はオレンジジュースを注文した。店はがらがらだった。ドレインを気にしないでいいのはありがたい。席を後ろに退けば、高鷲からも距離がとれる。


    「まず、クイズの件はありがと」


    　照れたように、高鷲は水の入ったグラスを口のあたりに持っていきながら言った。


    　言われて、あの時の達成感と高揚感をもう忘れていたことに気づいた。


    「俺は最後の一問に答えただけだ。貢こう献けん度どならお前の数分の一しかない」


    「うん、それはまさしくそうね」


    「そこは追認せずに、あれはあれで重要な働きだったって褒ほめるところだろ……。点数で言えば千点だったわけだし……」


    　俺に愛想よくしろとは言わないが、もうちょっと自分以外の人間にやさしくなっても罰ばちは当たらないと思う。


    「まあ、運営側のクソみたいな特別ルールのせいとはいえ、グレ君がいなきゃ、優勝できたか怪しかったのは事実だからそこはありがたく受け取っておくわ、グレの恩返しってところね」


    「鶴の恩返しっぽく言うな」


    　しかも、それだと俺が高鷲から恩を受けていることになる。……まあ、受けてたと言えば受けてたのか。


    「グレ君、いい西高祭にはなった？」


    「一年の時の、ただ、そこにいただけの時と比べれば大躍進だ」


    　やっぱり、別れる直前のカップルの空気だ。


    　お互いに笑わなさすぎる。仏ぶつ頂ちよう面づらで男女が向き合うとトラブルの空気がやけに強くなる。


    「うん、私もなかなかの思い出になったわ。人ひと研けんのポテンシャルを全校生徒に見せつけられたし。店も二日目後半は悪くなかったし。同好会費、本当にもらえるんじゃないかしら」


    「全校生徒は盛りすぎだけどな。特設ステージをろくに見てない奴やつなんて腐るほどいるし、まして勝った奴の所属にこだわる生徒なんていないだろ」


    　そこにホットミルクとオレンジジュースが運ばれてきた。話が少し中断される。


    　いい思い出と言っているのに、どうしてこんなに楽しくなさそうに話しているのだろう。


    　わかっている。最低でも、原因が自分の側に間違いなくあることを俺は知っている。


    「それでな、友達作り競争のことだけど」


    　高たか鷲わしが俺のほうを見た。俺のほうが視線をそらした。ココロオープン予防のためだ。


    　ちょうどよかったかもしれない。高鷲を視界にとらえながら言うより難易度が下がった。


    「俺の負けだ。俺は友達作りに失敗した！」


    　頭を下げながら、敗北宣言をした。


    　さあ、笑え！　俺はもう負けを受け入れている！　その屈くつ辱じよくにも耐えてやる！


    「へっ？　名前ほど幸福じゃなさそうな男子と友達になれなかったの!?」


    　大だい福ふくに対しては失礼な表現だが、とにかく高鷲側が驚いているのは確実だった。


    「ずっと話もできてたし、どうしてあそこまでいって、友達になれないのよ？　グレ君、友達がいない期間が長かったせいで、とんでもなく高い水準を要求してるんじゃない？　別に契約書を交わす必要もないし、友達のために命捧ささげなくてもいいのよ？」


    　そんなこじらせ方はしてない！　た、多分……。


    「ええとな……話せば長くなる……。いや、そんなに長くはならんな……。大福に友達になろうって言うつもりだったんだけど……」


    　俺は大福が汐しおノ宮みやさんに好意を持っていると告げた時の一部始終を語った。自分がタグ付けをしていたことも隠さずに言った。むしろ、そうやってキリスト教の告解みたいに罪を懺ざん悔げするのが、俺が高鷲と会いたかった目的と言ってよかった。


    　それと、俺が大福に物申す形になってしまったことも。


    「──というわけで、とても友達になろうって言える空気ではなくなったので、それで終わりだ……。波は久ぐ礼れ業なり平ひらの次回作にご期待くださいってとこだな……」


    　次回があればいいが。大福ほど接しやすい人間が近くに来ることは高校ではないだろう。


    　俺は冗談ぽく言ったつもりだったけど、高鷲はまったく笑わなかった。


    　嘲ちよう笑しようすらしなかった。


    「なるほどね。中途半端な正義の心が余計なところで噴き出して、大変だったわね」


    「お前、要約が鬼だ」


    　間違ってはいないが、言葉の攻撃力が高い。


    「だから、こっちの負けだろ。人ひと研けんを介さない友達って、やっぱりハードモードだな……」


    　また、うつむき気味に俺は言った。


    　この店のオレンジジュース、本格的なせいか、苦い。できれば、コンビニで売ってるような甘ったるいぐらいのやつのほうがよかった。


    「待ちなさいよ。どうして一方的にグレ君は敗北を確定させてるのよ」


    　険のある声で高たか鷲わしに言われた。そこで高鷲にむっとされるのも理り不ふ尽じんだが。お前を否定しているわけではないんだから、いいだろ。


    「お前は話題も合うし、クラスも同じだし、一い身しん田でんさんと友達になるのは確定だ。だから、お前の勝利だよ！」


    　一身田さんは高鷲に会うために五階の『意識高い系』にまでやってきた。そこに疑う余地はない。なら、一身田さんのほうから高鷲と仲良くなる意志があったわけだ。同じ音楽の趣しゆ味みであれだけ盛り上がっていたわけだし、今後もクラスの中でしゃべる機会などほとんど無限にあるだろう。


    「そうね、一日目、カフェの接客が終わったあとの自由時間、実は一身田さんとまわってたの」


    「しっかり、詰つめるところ、詰めてるじゃないか。もう、お前の完全勝利だ」


    　高鷲はクラスで友達を作ろうと本気で動いた。努力して、その成果を得た。完かん璧ぺきだ。


    　こんっ！


    　あまり力の入らない手で高鷲がテーブルを叩たたいていた。


    　音はほとんどしなかった。振動だけが来た。


    「だから、勝手に決めないでよ。私だって……」


    　悔くやしそうに、しぼりだすように、高鷲は言った。


    　表情は見えない。あいつの黒髪がその瞳ひとみを隠している。


    「私だって、友達になろうって言えてない……」


    「ど、どうしてだよ……？」


    　俺のほうも訳がわからない。


    　高鷲のほうから逃げでもしないかぎり、友達になることはできたはずだ。


    　いや、高鷲のほうから逃げたのか？


    　高鷲なら、俺たちなら、それだって大いにありうる。


    「実は一身田さんのこと、苦手なのか……？　話してるうちに趣味がずれてるって気づいたとか……？」


    　まさかと思うような理由を俺はしぼり出す。しぼらないと出てこない。


    「あるいは、クラスのカフェ接客中になんかあったのか……？」


    　高鷲は、ゆっくりと首を左右に振っていた。


    　しゃべりすぎた。これでは高たか鷲わしだって何も話せない。


    　落ち着こう。俺のほうが落ち着こう。


    「彼女とはよく話せてたと思う。いい感じになってたなって私も感じてたわ」


    　聞けば聞くほど俺は謎なぞの深みにはまっていく。悪い夢を見ているみたいだ。


    「それで、今日、クラスのカフェの片付けに行って、そこでもたくさん話をしたわ。うん、もっと近づけたかなって……」


    　内容が肯定的なものだから、かえって気味が悪い。


    　この直後に奈落に突き落とすようなことがあるんじゃないのか。


    　あんまりハードなのは来ないでくれ。来ないでくれ……。


    「あの子としゃべっていて、楽しかったわ。でね、しゃべっているうちに私、わかっちゃったの、楽しい理由に」


    　ちらっと、高鷲は上目づかいにして、俺の目を確認するように一いち瞥べつだけした。


    　まるで、どうか贖しよく罪ざいを聞いてほしいと懇こん願がんしているようだった。


    「私が楽しいのは、彼女より同じジャンルについて詳くわしいからなのよ」


    　俺は一息つこうとオレンジジュースを口にした。あまり味はしなかった。


    「趣しゆ味みが合って、知識なら自分のほうがあって、ほかにもそういうのがいろいろ感じられて、ある時、ふっと頭によぎったの」


    　──もし、ここで心の声を見られたら、ひどいことが書いてあるなって。


    　高鷲の言葉はとても弱々しかった。こんなことを自信たっぷりに話せる奴やつなんていない。


    　理由はわかった。


    　一い身しん田でんさんと過ごす時に、高鷲はちょっとした優越感にひたっていた。


    　あくまで、ちょっとしたものだろうし、無意識的なものだろう。


    　そう、不思議なものじゃないはずだ。友達といったって、多少の上下関係があることだってある。年齢に差があることもあるし、関係が対等でも、知識の差なんてものは二人以上の人間がいれば、どうしたって出てくる。すべて均等なほうがおかしい。


    　それでも、そんな感情を高鷲は文字の形で友達に見せてしまう異能力者なのだ。


    　どう、言葉をかけたらいい？　邪悪なお前らしいじゃないか、とか？　ふざけるな。茶化していい場合じゃない。


    「グレ君は人に優越感を抱いだけないポテンシャルだからわからないかもしれないけど……」


    「お前な……。つらそうな顔して攻撃してくんなよ……」


    　だけど、その時──


    　俺はぞわぞわしたうしろめたさを感じた。


    　大だい福ふくを見た時、草食系だから友達になれるかもと俺は思った。その心をもしも、大福に言葉として読み取られたら──その関係はそこで終わりだ。


    　普通は考える必要のないリスクだ。でも、高たか鷲わしは異能力が消えないかぎり、リスクをゼロにすることはできない。


    　だから、高鷲は一い身しん田でんさんと友達になることを、諦あきらめるしかなかった。


    　おそらく一身田さんは今頃、クラスでやってる打ち上げに行ってるだろう。高鷲が単身で乗り込むのは無理だったかもしれないけど、そこでも一身田さんと楽しく過ごせたら、絶対に仲良くなれただろうに。


    「心配だけしててもはじまらないだろ。お前も一身田さんも幸せなんだったら、それでいいんじゃないか……？　そこから先のことはまた今度考えたらいいんじゃないか？」


    　俺は高鷲を動かそうとする。


    　最低でもこのまま同意して終わりということにはしたくなかった。


    　それは高鷲も俺もあまりにもみじめすぎると思った。


    　簡単に高鷲が納得しはしないだろう。それだったら、最初から悩みにもならんだろう。


    　けど、高鷲が自分に厳しすぎることだけが現状の問題なら、そこに向き合っていくしかない。


    「友達の中にはさ、上下関係があるケースだってあるだろ。だから、お前が上から目線で接するぐらい、一身田さんも許容範囲だって認め──」


    「グレ君、菖蒲あやめ池いけさんのこと、忘れたの？」


    　ああ、高鷲には苦い経験が頭にしみついているんだ。


    「本当に無意識に一身田さんをバカにしてる心の声が漏もれでもしたら、当然彼女は私を軽けい蔑べつするわ。菖蒲池さんの二の舞になる。今度は仲直りなんて永久にできないかもしれない……」


    　冷えた手をあたためるみたいに高鷲はホットミルクのマグカップを両手で包んだ。


    　視線は膜を張っているミルクの上に落ちていた。


    「『なんだ、この程度のことも知らないんだ』とか『この子、いつも要領悪いわよね』とか、どこかで見下しちゃってることがきっとばれる……」


    　また、異能力が足かせになるのかよ。


    　悲しさより憤いきどおりが先に来た。


    　俺たちはずっとこの異能力ってやつに苦しめられてる。


    　これがもっと無害なものだったら……。


    　そんな「もしも」に意味がないとわかっていても、それでも考えてしまう。


    　だけど、高鷲の悩みにはどこか引っかかるものがあった。


    　高鷲の本心って、そんなに醜みにくいものなのか？


    　俺は心の醜い奴やつとずっとやっていけるほど、コミュ力は高くないぞ。むしろ、コミュ力に関してはザコキャラのステータスのはずだぞ。


    　店内を見まわした。


    　客は俺たちしかいない。


    「高たか鷲わし、ココロオープン使ってくれないか？」


    「え……？　どうしてそんなことしないといけないのよ……」


    　力のない声で拒否された。高鷲の毒舌がさっきからやってこない。余裕がそれだけないのだ。


    　快こころよく受け入れてくれるとは俺も思ってない。


    「理由はもちろんある。意味もなくこんなこと言うほど俺もコミュ障じゃない」


    「そうかもしれないけど……」


    　話せばわかりあえると人は言う。でも、重大な局面で、言葉だけのやりとりじゃ何かが足りないことを俺たち人間は知っている。人間はウソもつくし、お世辞も言う。本音はたいてい表には出ない。そのせいで、言葉だけのコミュニケーションは人間がしゃべりはじめた頃から信用を失っている。


    　だから、俺は頭を下げた。


    「頼む、高鷲」


    「わかったわ」


    　高鷲は顔を上げた。


    　目を合わせながら、俺はすぐにこう質問する。


    「高鷲、本当は一い身しん田でんさんと友達になりたいんだよな？」


    【当たり前すぎて聞く意味もなくない？】


    　これは次の質問のための前提だ。


    「お前、本気で一身田さんのことを見下したりなんてしないだろ？」


    　高鷲の瞳ひとみに俺を映り込ませる。


    【私……性格は悪いけど、一いつ緒しよに遊ぶ人間にそんなことをするつもりはないわ。でも、どこで余計なことを考えないともかぎらないし……】


    　ああ、「でも」より先はどうでもいい。


    「お前の心の大本は善だ。だから、問題ない！　…………お前の心が善だとかギャグに聞こえるけど……俺は心を読んでるんだから間違いない！」


    　高鷲は自じ嘲ちよう的てきに笑った。


    【それは私を過大評価しすぎでしょ】


    「いつもそうだ。お前はこういう時だけ自分を過小評価するんだよ！　もっと偉そうに自信たっぷりにいけばいいんだ！」


    　どうか、言葉の外側に俺の気持ちがあふれてくれますように。


    「お前は絶対に一身田さんと友達になれる！　だから愛あい河かとも仲直りできたんだろ！」


    　高鷲はそこで視線をそらして、顔を伏せた。とても、やりづらそうな顔だった。


    「急にフォローしてきて、気持ち悪いわ……。私たち、友達を作る競争してるのよ？」


    「競争はしてるけど、そのずっと前から俺はお前の同盟者だ」


    　その言葉に高たか鷲わしの目がさっきより大きく開かれた気がした。


    　背中を押してやる。


    　かつて高鷲が同盟者という論理で俺を押してくれたみたいに。


    　そりゃ、物理的には押せないから精神的にだけど。


    　高鷲は一い身しん田でんさんに王手をかけている。


    　あと、もう一手を打つ機会を作ってやればいい。


    　高鷲にとって、この二日間が後悔のない文化祭であってほしかった。そのために高鷲が努力してきたことだって、俺は見ている。そう願うのが普通の人間の心情だ。


    「今、後夜祭の時間だよな？」


    　うちの高校ではキャンプファイヤーは禁止だけど、クラスで集まるのは許可されている。去年だってどのクラスも夜まで騒いでたはずだ。


    「してはいるんだろうけど、私たちには関係のないことでしょ。西高セイコー祭さいの最中には勝った気になってたけど、友達作りって観点じゃ、私たちは負けて──」


    　高鷲が言い終わるより早く、俺はテーブルの前に手を伸ばす。


    　絶対につかめないけど、それでも気持ちは伸ばさないより伝わっているはずだ。


    「後夜祭、一いつ緒しよに行こう。一身田さんもいるはずだ」


    　今日決めてしまわないと、二日の代休がはさまれる。そしたら、また後ろ向きの気持ちが固定されかねない。
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    「いるはずって、グレ君はクラスで男友達いないでしょ。行ったら、ものすごくつらい目に遭あうわよ」


    　それは……そうなるだろう。一度教室に入って、五分で帰るわけにもいかないし……。


    「それでもいい！　同盟者のために俺も戦う！　お前は一い身しん田でんさんと友達になれる！　絶対になれる！」


    「世の中に絶対なんて言葉は──」


    「絶対なれる！」


    　伏せている顔を高たか鷲わしはゆっくりと上げた。


    　高鷲の目がうるんでいた。いつもより高鷲の瞳ひとみが大きく見えた。


    　一度、高鷲は俺を連れ出してくれたことがある。


    　その時は地獄のカラオケボックスだった。俺も高鷲もつぶれかけた。


    　でも今回は違う。勝ち目はある。高鷲に栄光をもたらすことができる。


    　高鷲は顔をゆっくりと上げて──


    　俺が高鷲の側に伸ばしていた右の手のひらを、とんと人差し指でつついた。


    「そんなに言うなら、連れていって」


    「ああ、俺にとったら地獄の後夜祭にな！」


    　なんだったら絶望してる俺を見て笑っとけよ。


    「グレ君ってやっぱりドＭなのね」


    　あきれたように高鷲はつぶやいた。


    　否定はしない。


    　ドＭでなきゃ、こんな異能力で生きてこれねーよ。
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    　西高セイコーに近づくと、校舎にいくつも光が灯っているのがわかった。


    　各クラスごとに、打ち上げをやっているんだろう。この日だけは完全下校時間の夜七時を延長して、夜八時まで学校にいてもいいのだ。こうすればカラオケとかで勝手に打ち上げするよりよっぽど健全だからな。


    「あそこで悪あしきサバトが行われているのね」


    　どちらかというと、自分のほうこそ魔女に近い雰ふん囲い気きの高たか鷲わしが、ジャブ代わりに打ち上げを貶おとしめた。


    「ほんとにそうだよな。西高祭は終わってるんだから、とっとと帰れって話だ。あんだけ騒いで何が楽しいんだか」


    　これは同調してやったんじゃなくて、俺の本心だ。


    「私たちにはわからない楽しさを知ってるんでしょうね。忌いま忌いましいわ」


    　毒舌のほうが戻ってきたから、高鷲も回復してきたようだ。


    　けど、まだ安心はできない。


    　クラスに入る時にぶり返すかもしれない。


    「まず、教室の手前で一い身しん田でんさんがいるか確かめる。もしもいなかったら、即撤収だ」


    「任せて。グレ君を置いてでも帰るから」


    　そんなところだけ自信満々に言うな。


    「一身田さんがいたら、俺も教室に入ってやる。お前が一身田さんと仲良くなるまで俺も帰らないからな」


    「……わかった」


    　高鷲は二年二組の明かりを見上げながら言った。


    　なんで自分の教室の明かりがこんなに不安になるんだろう……。


    



    　夜の校舎に入るというのは、変な気持ちになる。


    　期待感と言いたいところだが、そんないいものじゃない。不安感もものすごく大きい。高鷲がいないなら、今すぐ引き返している。


    　階段は俺が先に歩いていった。一身田さんがいるかどうか、俺が確認するつもりだし、この並びでいい。


    　教室の前に近づくにつれて、大きな笑い声が響ひびいてくる。


    　それがさらに不安な気持ちをかき立てた。


    　ゆっくりと扉のほうに寄って、中を確かめる。ペットボトルとスナック菓が子しの山が教室後ろに固めた机に置いてある。


    　あんなに食えるのかよ。スナック菓が子しだけで腹いっぱいになるぞ。健康に悪いぞ。


    　いや、そんな母親みたいな感想はどうでもいい。


    　一い身しん田でんさんは間違いなく、そこにいた。


    　同じテニス部の女子と話している。その中には別のクラスの女子もいる。授業中じゃないから、もちろんよそのクラスから移動してきてもいい。


    　誰も俺が顔を出してることに気づいてない。もしも俺が暗殺者だったら、お前たち、大変なことになるぞ。


    　俺は廊下で立ち尽くしている高たか鷲わしのほうに顔を向ける。


    「いた」


    　無論、一身田さんがという意味だ。


    「彼女一人で？」


    　それだと、一身田さんもぼっちになってしまう。


    　だが、高鷲がそれを気にするのはとてもよくわかる。他人の会話に割り込むなんて失礼なことを、俺たちはまずやらない。というか、やれない。


    「いや、ほかの女子二人としゃべっている」


    「じゃ、じゃあ……無理じゃない……」


    「ギャルみたいなのが集まってるんじゃないから入れる！　それに、俺も教室に入る」


    　銃弾飛び交う戦場に一いつ緒しよに行ってやるというのと同じだ。


    　高鷲は黙ってうなずくと、俺の前を横切って、部屋に入っていく。


    　俺もそれに続く。わざとらしく「ふう、同好会の片付け、終わった～」と小声で言った。どうせ誰も聞いてないけど、高鷲と来た理由をつけておきたかった。


    　高鷲のほうに、いくつも視線が集中しているのがわかった。


    　明らかにクラスメイトの反応が俺と異なる。


    『氷の姫』というのは伊だ達てじゃないってことだ。みんな、特別な人物の存在には敏びん感かんなのだ。


    　今、高鷲はどんなことを考えているのだろう。


    　その気持ちは正確にはトレースできない。目立たない俺より何倍もつらいはずだ。俺たちがいない間に、話題に出した奴やつだっていたかもしれない。


    　そんな中で、視線を誰にも合わせられない高鷲は、間違いなく生きにくい環境で生きている。


    　戦え。


    　戦え、高鷲。


    　ゴールは近い。一身田さんのところに向かえば、道は自然と開かれる！


    　高鷲は念じるみたいに、胸の前に左手を置くと──


    　ゆっくりと一身田さんのほうに歩きだした。


    　一い身しん田でんさんの表情が、やわらかくなる。


    　ほら、心配なんていらなかっただろ。


    「あっ、高たか鷲わしさん、来たんだ！」


    「うん、人ひと研けんの用事が片付いたから」


    　ぎこちない笑み。苦笑いのようにも見える笑み。うつむいた笑み。でも、笑顔には変わりない。


    　高鷲は自分なりの努力で一身田さんに親愛の情を示した。


    　そこから先は、ごくありふれた女子高生同士が会話している空気が続くだけだった。


    　その、ありふれたことが、ありがたいんだ。


    　俺たちが求めてるものこそ、それなんだ。


    　やがて、一身田さんがスマホを出して、高鷲に見せた。ＬＩＮＥかメアドかの交換だろう。


    　それで二人はつながった。


    　いずれ、高鷲は異能力のことを打ち明けることになるだろうが、一身田さんなら受け止めてくれるだろう。


    　──ちなみに、その間、俺はひたすら教室の後ろでちびちびオレンジジュースを紙コップに入れて飲んでいた。


    　ものすごく、ちびちびと。


    　飲み終わってしまうと、話す相手が皆かい無むですということの言い訳ができなくなる。


    　食事中であるということをなんとか表現しているのだ。食事中だから、会話できないだけですということをアピールしているのだ。だから、一気にごくごく飲んだら、ぼっちの俺が現出してしまう……。飲食中であるかぎり、俺が誰ともしゃべれないのは普通だ！


    　喫茶店でもオレンジジュース飲んだけど、そっちよりはこの甘ったるいほうが自分好みだな。環境としては最低に近いが。


    　男子がやたらと騒いでるのがばしばし耳に入る。同じ室内なのだから、嫌いやでも耳に入る。


    　きつい！　自分が同じ輪に入れてないって実感できすぎて、きつい！　高鷲を連れてくるために、体張ったけど、マジで打ち上げ、きつい！


    　時計を見たが、十五分ぐらいしのいだつもりなのに五分しか経ってない！


    　さすがにジュースがなくなるので、つぎ足す。誰か話しかけてこないかな？　来ないよな。ていうか、お菓か子し食べに来いよ。このままだと余るだろ。買ったんだから、食べに来いよ……。


    　そうっと、トイレに行く感じを出して、このまま離脱するかな……。帰るって明言しなくてもいいから、それで脱出はできる。


    　しかし、高鷲に無言で帰宅するのはルール違反だろう……。


    　くそ、こんなことなら、一身田さんと話がはずみだした時点で帰ると条件をつけておくべきだった！


    　このまま、生き地獄が続くのか……。無理だ……。ＨＰが急速に削れていく……。むしろ、すでにマイナスに突入している……。ゾンビのような調子でここに立っている……。


    　これも人助けのためだ……。人助けのため……。胸を張れ……。


    　スマホで誰かと通話しているふりをするか？　それ、痛々しすぎるか。うっ、もうダメだ……。限界が近い……。夜八時になる前に死んでしまう……。


    　孤立無援なのでまた視線を高たか鷲わしの側に向けたい衝動に駆られるが、それだけはしてはダメだ。露ろ骨こつなかまってちゃんになる。しかも、異性に対してのかまってちゃんとかキモすぎる……。そのうえ一い身しん田でんさんとの会話にも水を差す。何をしてるのかわからな──


    　制服を背中から引っ張られた。


    　いったい何だと思った。不良に因いん縁ねんつけられた？　この学校、古典的な不良とかいないし、俺とケンカしてもドレインがあるから俺が普通に勝つし。


    　かといって、生活指導の先生に怒られるようなこともしてない。ぼっちは真ま面じ目めだ。


    「グレ君、床のかすかな汚れを観察する職人なの？　私よりはるかにうつむいてたわよ」


    　高鷲だった。


    　高鷲が俺を引っ張っている。


    　そのせいで俺はすぐに廊下に出た。それだけ、廊下のそばに寄っていたのだ。心が本能的に帰ろうとしていたのか……。


    「おい！　言うまでもないけどドレインがあるからな！」


    「大だい福ふく君のクラスに行くわよ。どうせ、いまだにＬＩＮＥ交換もしてないんでしょ？」


    　ようやく高鷲は手を離した。


    　でも、まだ一メートル以内のあたりで立って、振り返って俺を見ている。


    　後ろに下がらないとと思ったけれど、その前に高鷲がまた前に歩き出した。


    　ついて来いってことだ。拒否権はない。


    「私を引っ張ってきたのに、自分はじっと固まってますってのは反則でしょ。グレ君も大福だかケーキだか知らないけど、そこに特攻しなさい！」


    　まあ、そういうことなんだろうな。


    　しかも、紐ひもでもついてると思ってるみたいに、高鷲はどんどん前に行く。俺を待つことすらしない。


    　このまま高鷲を放っていったら、市内で一番恥ずかしい人間確定だ。


    　人間としてクソだ。


    「ああ、もうっ！」


    　俺は廊下を駆けて、高鷲をさっと追い抜いた。


    「行ってやるよ！　決着をつけてきてやる！」


    　やけくそだ！　当たって粉々に砕けてやる！　あれこれ考えていいほうに転んだら、俺の人生は今頃、幸せで満ち足りてたよ！　俺は草食系でもぼっちでもない。ただの人間だ！


    　追い抜いたすぐ左側はもう隣となりの二年三組だった。


    　そこに大だい福ふく卜ぼく全ぜんがいるはずだ。そっと、半開きの扉からうかがうと似たようなタイプの男子と、もう一人ちょっとイケメン寄りの髪をうっすら染めた男子と三人でしゃべっていた。


    　三人か。


    　一人で突っ立ってくれてたら難易度も下がるんだけど、そんな状態で打ち上げに参加してる奴やつはいないよな。さっきのジュースちびちび飲んでた俺は例外だ。だいたい、それでは同病相憐あわれんでるだけだ。負け犬による傷の舐なめ合いだ。


    　足はすぐには出ない。こちとら、ぼっちをやって長いのだ。仕事は働いて三年間はまだ半人前だなんて言葉を聞いたことがあるが、それなら俺はすでにぼっちの中堅だ。とっくに積極的な姿勢なんてものは枯れ果てている……。


    　背後からじわりと気配を感じた。


    　高たか鷲わしが近づいてきている。


    「ここで立ち止まってるなら、押し出してやるわよ」


    　今の高鷲は半径一メートルなんて気にせず、突っ込んでくる。最悪、俺の背中に張り付くぐらいのことはする。本気の時の高鷲はどこまでもやる。


    　エールなのか、背後から撃ってきてるのかわからないが、この同盟者はそういう奴だ。


    　行くしかない。


    　三組の中に足を踏み入れた。


    　国境を越えた密入国者の気分だ。でも、本国のはずのクラスだって居い心地ごこちは悪かった。


    　緊きん張ちようする。もっと言うと怖い。中には俺を見て、「あっ、ドレインだ……」なんて怖がる奴もいる。バカ野郎。怖いのは俺のほうだ。ヘビが人間を噛かむのは、人間が怖い時だけだ。


    　入ってしまえば立ち止まれない。なんとか大福のところまで行かないと。


    　表情も考えないといけない。死にそうな顔じゃ、空気が変になる。フランクで、クレバーで、ライトな調子を心がけろ。


    　一歩歩くごとに、精神力がガリガリ削られるのがわかる。


    　それでも止まれない。


    　扉のところには、どうせ高鷲が待機している。


    　俺が一い身しん田でんさんのところに高鷲を連れていった時から、俺が三組に来る運命もまた決まっていたんだ！


    　やがて、大福が俺が向かっていることに気づいて、顔を上げた。


    「あっ、業なり平ひらじゃないか」


    　大福の表情はいつもどおりのものだった。嫌いやそうには見えない。でも、残り二人は「なんだ、こいつ」っていう顔をしていた。でも、まだ止まれない。


    　背水の陣だ。逃げ道はない。


    　ここで逃げたら確実に死ぬまでトラウマとして記憶に刻みつけられる。


    「こ、こんばんは……」


    　第一声としては、なんかずれているだろうか？　まあ、いい。呼びかけにはなっている。


    「人ひと研けん、手伝ってくれてありがと。お礼を言いに来た」


    「そうなんだ。お礼なら片付けの時に言ってもらったし、わざわざ来なくてもいいのに」


    　わかる。助かったってこれまでまったく言ってないなどということはないはずだ。いつだったかはあいまいだが、その程度のことは口にしただろう。俺の行動は過か剰じように礼儀正しい。


    　かまうな。成すべきことを成せ。


    「あのさ、その……せっかくだし、ＬＩＮＥ……いいかな……？」


    　ようやく言った。たったこれだけのことに、どれほど苦労しただろうか。


    　頼む。拒否みたいな空気にはならないでくれ……。


    　もし、拒否されたら、俺は砂になって散っていく。


    　いっそ、砂になりたいな。砂なら苦痛も感じないだろう。本気で般はん若にや心しん経ぎようを暗記しようかな。素数を数えるよりはご利益ありそうだし。


    　怖い、怖い。怖くて、いっそ叫びたい。


    「ああ、いいよ。もちろん」


    　三秒も大だい福ふくは黙ったりしてなかったはずなのに、その声を聞くのに一時間待った気がした。


    　なんでもない感じで、大福がスマホを出している。


    　峠は越えた、そう思った。


    「じゃ、じゃあ、これからもその、仲良くやってくださ……れ……」


    　過度の緊きん張ちようで言葉がおかしくなった！


    　だけど、そんな俺の反応を見て、大福は、ふふっと笑った。


    　それは友達に向けるような笑みだった。


    「なんだよ、『仲良くやってくだされ』って。おかしいでしょ。武士じゃん」


    　そして、こう続けた。


    「うん。どうぞ、よろしく、業なり平ひら」


    　何度も見た幸薄そうな印象の笑みを浮かべて、大福はうなずいた。


    　俺の大きな戦い──いや、小さな戦いかな、とにかく戦いは終わった。


    「そうだ、大福、ヘラクレイトスが影響受けたって言われてるバンドのアルバムがあるんだけど……代休明けに持ってくるわ。その……前のＤＶＤのお返しに……」


    「えっ、うん、ありがとう。じゃあ、待ってるよ」


    　よし、これでまた大福のところに行く理由ができた。


    「じゃ、じゃあ、俺は自分のクラスに戻るから……」


    　味方がろくにいない自分のホームへと俺は帰っていく。


    　高たか鷲わしが廊下の外で腕組みして立っていた。


    「ここでもうちょっと会話をふくらませてから帰ってこれたほうがよかったけど、まっ、ぎりぎり合格ってところね。相撲すもうだとかろうじて八勝七敗。踏みとどまったってところかしら」


    　偉そうに言っている高鷲に俺はすぐに頭を下げた。


    　そういうおおげさなポーズのほうがかえって言葉にしやすいからだ。


    「ありがとうな」


    　高鷲がいなかったら、俺は大だい福ふくとの違いを感じたことを言い訳にして逃げていただろう。


    　そして、今度は高鷲を助けたから自分も満足した──だなんて言い訳を作っていた。自分の同盟相手まで言い訳の道具に利用しようとしていた。


    　それを高鷲が引っ張り出してくれて、俺はここまで来た。


    　負け犬は逃げる理由を作ることばかり上う手まくなる。


    　でも、逃げ続けても、俺は何にもなれないんだ。やっと戦えた。


    「同盟者が弱いと、こっちも苦労するわ」


    　顔を上げる時にのぞき見えた高鷲の顔はやれやれといったものだったけれど、そこには微量なやさしさがあったように思う。俺の落ち着かない心理状況による錯覚でなければ。


    「私はもう少しだけ一い身しん田でんさんと話をしてから帰るわ」


    「そっか、俺は……」


    　しばらく悩んだが──


    「……帰ることにする」


    　これ以上粘っても、二組のほうでは戦線は絶対に好転しない。


    「それは、間違ってはないと思うわ……。むしろ、このまま教室に戻ったらグレ君は西高セイコー一番のドＭよ……」


    　高鷲にすら白いタオルを投げられた。


    　クラス内の男友達問題については今後の課題ということで……。


    　俺は逃げるように西高から去っていったが、本当に逃げたわけじゃない。


    　これでも、ちゃんと戦ったんだからな。


    　だいぶ、助けられてたけど。
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    　土日に西高セイコー祭さいがあったおかげで、うれしい、うれしい代休が二日続いた。代休が二日続くので、うれしいも二回続けた。


    　ただ、平日に休むのって、妙にそわそわする。これはきっと授業をサボって屋上で寝てる気分に近い。近いのだろうが、ぼっちは授業などサボらないので、真相はわからない。


    　月曜日、大だい福ふくにはウザいと思われない程度にＬＩＮＥをしたけど、ちゃんと返信が来た。


    　貸す候補のＣＤも一覧で送って、確認を得た。ゆるくだけど、つながってはいるはずだ。


    　愛あい河かからは「二人がいきなり帰っちゃってたので、びっくりしましたよ」というごもっともな言葉のあとに、どっさりという表現が適切なぐらい、「西高祭最高でした！」という内容の話がＬＩＮＥで飛んできた。汐しおノ宮みやさんからも懇切丁てい寧ねいなＬＩＮＥが来た。


    　けど、高たか鷲わしからは何も来なかった。


    　ぶっちゃけ、あいつは気まぐれなのでとくに驚きはない。彼女じゃあるまいし、一日連絡がないぐらいでどうこう考える必要もない。


    　それに、そこまで気になるなら俺から何か送ればよかったのだ。


    　とはいえ、今更どんなことを言うべきかよくわからないから、その日は放っておいた。


    　文化祭というのは言うまでもなく祭りだ。高たか千ち穂ほの神楽かぐらとか盆踊りとかとはジャンルが違うが、祭りは祭りだ。


    　だから、日曜は祭りの高揚感のせいか、恥ずかしいことも言ってしまった気がしたし、次にどういう対応をとるべきかよくわからなかった。


    　できれば、代休明けの水曜に「おはよう」と言うぐらいから、はじめたい。


    　──そう思ってたからか、代休二日目の火曜、駅前の広場できっちり高鷲に出くわした。


    　休日だから高鷲は黒のパンツスタイルで、スカートは穿はいていない。もともと長い足がいよいよ長く見えた。


    　一方、こちらは無難なポロシャツとジーンズだ。


    　オシャレにも最低限の気は使っているので、ダサくはないと思う。思うが、相手が格好良すぎた。オシャレな女子大生と、学校サボってる駄目な男子高校生が並んでいるようで、けっこう強きよう烈れつな劣等感を覚える……。


    「奇遇ね」


    　近くを歩いてるハトに視線を落としながら、高鷲が言った。ハトだからカラスの言葉がわかる大福でも言ってることはわからないのだろうか。そんなどうでもいいことを考えた。その程度には思考が混線していた。


    「あ、ああ……そうだな……」


    　出会いが不意打ちだったので、言葉が出てこない。ここは繰り返しでも、改めてありがとうと伝えるべきだろうか。無難であることは確かだ。


    　先に高たか鷲わしが口を開いた。


    「友達って勝負の道具にするものじゃないわね」


    　高鷲は憑き物が落ちたようないい顔をしていた。


    「まったく同意する。早さで競っちゃ、友達に失礼だ」


    　いろいろあったけど、俺も高鷲も友達の真の価値に気づけた。


    　だが、その時、高鷲が口元に笑みを浮かべた。


    「ところで、私、友達作り競争には勝ったってことでいいわよね？」


    「おかしいだろ！　友達は競争するものじゃないって話になってただろ！」


    「争いの結果、争いの無意味さに気づいたのよ。ルールまでは消えないわ。明らかに後夜祭でまず私が一い身しん田でんさんと仲良く話して、そのあとにグレ君が三組に行ったから私の勝ち」


    「お、お前が一身田さんと友達って認めてるの、聞いたわけじゃ──」


    　高鷲は俺に向けて、スマホをかざした。


    　水み戸と黄こう門もんのこの印いん籠ろうが目に入らぬかってポーズに似ている。


    　そこには高鷲と一身田さんの音楽談義がＬＩＮＥで延々と行われている。


    「これは友達ってことでいいわよね？　はい、論破。私の勝ち」


    　ここで「いや、友達になろう」とか正式に言ってないかもしれないだろとか言い出すのはズルいだろう。だいたい、「友達になろう」って言い出すケースのほうがレアなんだから。


    「つまり、私が何かグレ君に命令していいのよね？」


    　今度ははっきりと高鷲はにやにや笑っている。悪魔だ。早く退治しなければ……。魂ぐらいは余裕で食われる！


    　なのに、そんな表情でも、ちょっと……むしろ相当魅力的に見えるのは卑ひ怯きようだ。


    　結局、世の中は顔面偏差値が物を言うのだ。美少女はその時点で強者なのだ。


    　これがもしもラブコメ時空なら、キスでも要求されるところだが（そういう漫画を読んだことがある）、高鷲はリアルに辱はずかしめを与えてくるだろう。


    　とくに修学旅行も控えてるし、そこでとんでもないことを強要してくるおそれも……。


    「そうね。どれが一番私の中で面おも白しろいかしら」


    　嗚あ呼あ……高鷲の面白さを基準にしている時点で俺の運命は風前の灯火だ……。


    「お手やわらかに頼む……期待などしてないけど……」


    　俺は怖くなってうつむく。死刑判決を待つ時の人間の心理に近いと思うが、死刑判決を受けたことはないので真相はわからない。


    　その間、高鷲は俺をじっくり観察できる。


    　高鷲の視線をはっきりと感じる。おそらく高鷲が考えている以上に、はっきりと。


    　なんだ、このシチュ……。休日に女子と二人きりなんだから、もう少し甘い空気が出ても罰ばちは当たらないんじゃないか？　高たか鷲わしとそんな空気になってもホラーだが……。


    「うん、そうね、決めたわ」


    　その言葉に俺は思わず顔を上げた。


    　それに呼応して、高鷲は視線をそらす。目が合ってしまったら、そらすしかない。


    　で、視線をそらしたまま高鷲はこう告げた。


    「グレ君は何もしないでいいわ。私は何も命じない」


    　まさか、高鷲に仏のごとき慈じ悲ひの心があったのか!?


    　そんなことを一瞬でも思った俺が浅はかだった。


    「今後、とっておきの場面で使用できるまで、命令権はとっておくわ」


    　悪魔は悪魔だ。俺は何を期待していたのか。


    「人生最大の負債を抱かかえた気分だ……」


    「そんなに間違ってないかも。じゃあね、また明日」


    　にやにやという笑みをくすくす笑いに変え、高鷲は去っていく。


    　その背中は颯さつ爽そうとしていて、実に力強い。


    　きっと、今のあいつは楽しくてしょうがないんだろうな……。
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    　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです。無事に三巻も発売となりました！


    　二巻発売直前に一巻の重版も決まり、またコミケでもMika Pikazo先生描きおろしの高たか鷲わしイラストクリアファイルが完売しました！　応援してくださっている皆様のおかげです！　ありがとうございます！


    



    　さて、三巻はずばり文化祭回です。


    　ちなみに今回も森田の高校時代の実体験が一部、元になっています。


    　ただ、業なり平ひらのポジションではなく、今巻で出てきた大だい福ふくのポジションです。文化祭の裏方スタッフの助すけっ人とをしていました。森田はクラスのほうではきっちり浮いてたので、ある種、居い心地ごこちよかったです。裏方の仕事もみんなとしっかりやりました。その代わり、クラスの喫茶店の仕事を一切した記憶がないので、多分一切してないのでしょう。


    　で──文化祭終了後に、やたら大人数で打ち上げに行くという話になりまして……。


    　森田の通っていた高校は、後夜祭という概念がなく、その代わり、地元の海水浴場（秋だから泳げはできませんが）に集まっていました（一部、うろ覚え）。森田は、結局、打ち上げに参加しませんでした……。たしか高校のほうでも打ち上げとかで集まるのあんまりよくないよとか言ってたし……。チキン野郎です。ザコ野郎です。


    　そのあと、どうなったかというと、一緒に裏方やってたスタッフたちとも、とくに仲良くなることもありませんでした……。


    　その時の想いを微妙に本編にぶつけました。


    　業平たちが文化祭をどう乗り越えたかはすでに本編をごらんの皆様はご存じかと思います。僕もこんな感じで乗り越えたかったと思いながら書きました。まあ、僕の場合は女子に背中押されたりしてませんが……。


    　さて、謝辞を。Mika Pikazo先生、今回も最強のイラスト、ありがとうございます！　一い身しん田でんさんとは付き合いたいですし、表紙の愛あい河かもかわいすぎです！


    　では、次は四巻でお会いしましょう！

  


  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    １９８４年、神戸市生まれ。今回は文化祭回ですが、文化祭の記憶が高校二年の時を除いてまったくありません。当時はそれぐらい興味なかったか、何者かに記憶を奪われた可能性がある。
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